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I 調査区域の概況

1 .地 況

() 位証および面積

この調査区域は, 新城営林出所管の段戸株営区の主要部分を占める 田 峰段戸,およびそれに巡ななる金沢 

段戸, 田口段戸で, 絶面積6,207.86ha の団地である。

Fig.1 段戸経営区位置図

Location of the surveyed area.

(置は, 最橋市北方約 40 ん" で,5万分の1 

地形図の,田口,足動, 明知の3ﾡにきたがり, 

期西約10/, 南北約 11よ: にわたっている。

地命は愛知県北設の郡区松村, 田H 町お よ びX 

賀茂間立村の 3 力町村に拡がつているが, 団地 

両試の約95% が段前 村に届 し,かつ, それは区 

ﾡ村面積 (9,687hcう の約60%を占めている 

C位なm図参照う。

2 地形

団地は, 木f山脈の商にひろがつた三河び原と 

呼れる降起平原2) 9)の中北部に慣たわってお 

り,海数高5約 500mから 1,100m の間にあって, 

よく 隆旭準平 原 の特徴を示している。すなわも, 

起伏量が小さ く 緩傾阳の部分がほく 残っており, 

僕出した秀峯がなくて ドーム状の残丘が多く ・ 大 

小数条の分水嶺 も平頂で,. 商低ﾡの少ない 900 

ないし 1,100m・ の海拔高をもったおだやかな波 

状の植線となって連なつている。したがって, 山 

腹斜面も 小出氏のいう 上外斜5)8)で, しか も短 

小な規ﾡの も のが多い。ま た, 主要な谷の中流, あ 

るいは上流以上のまだ開析の及んでいない部分に 

は,駒ケM,返り水,事谷, 大人小B, そりどば, 

銀沢上流, 御綱などのかなり広くまと まった平知 

地が保イ されていて, ところどころ に湿地がﾡめ 

られる。

団地の北東部から商西部にむかう S 字伏の分水祜が,団地を南東側に豊川,北西側に矢作川の両流域に 

二分している。団地内の主変な谷は回がによ り盛んな浸他をもりかえしていて,中流あるいは下湖*  下に 

はかな り開析の進んだ1 也形がみ うけられる。すなわも, 谷; このぞんだ急調而の山腹には,中腹から山脚に 

かけて岩の露出した岩石地, おびただしい岩塊の累積 した用所などがあって,狭谷, 延の地形さえみ

段戸経営区の土潴 Cず(下 ・ 久保 - 3 -

らiれ,ﾡ域地も新旧を問ずかなりある。山股の親而も 上流の残丘に比慢 して芸大になって くろ。しか 

し,やはり 上界包而が多く て,平御なない、しは下ﾡ斜面5)5うの分布はﾡられている。このような地域は晩幼 

年なェいし ・北年の地形を示し,上流部あるいは税線部における準平原の面影を残した地域に対して, 大 

き な 文加的な差異を もつている。

両地域の境界は小出の報告S)のよ うに海拔蒲およそ 800 w である。いいなおせぱ s00,〃以下の地域 

は建蝕が盛んで,幼年期ないしは壮年期であ り , 800 L:の地域はほ と ん ど原地形の地平原である。

I3) 地質

この地放の地質につい、ては,小出の8の報告があるので, ここではその囈点を勝証するにとどめる。

地図をみればすぐ刊るように, 団地のはとんどが生Mに血来する変成ﾡ類からでさており, そ丸ら 

の囲および蛍沢・W谷く大多賀川上> の谷政 など,叫られた場地所に花頑がみられる。この関係を 

断面図でみれぱ,花は場類の逃入によつて,生ﾡは変ﾡをうけ, かつ,もちあげられたもの と 思われ 

る。このように,花戯体」上にある岩の状間をルニプペンダントといい., 以り的に技便に対して抵抗が 

ﾡいため,1述した準平原状の地形が, このルーブ 

ペング ン ・で上 く保されている。

以下, この地域に発述する岩行をあげ, それぞiれ 

に簡単な説明を加えることにする。

Ca> 生(ナべて変成作用をうけている。う

1> ホルンヘルス

H岩 ・ 砂岩 ・ 建岩などを起瀨と し, 駒ヶ原, 

ia川・ 本谷 ・ 求谷 ・ 栃洌上流など に分布 し 

ている。

2) 移化常

ホ ル ンヘル スから終状片麻料体へ源移す

る区域で,戕尾谷上流,赤洞仅木水業所助付近, 

3 無状片麻

Fig.2 地質構造

<小出博 : 応用地質) 

Geological structure of the 
surveyed area.

金沢谷などに分布している。

頁岩•砂み•腹岩などを起源とした後家式変成岩類で団地の南半に分布している。

Cb>花岡岩類 (詳しくは花踊閃緑沿)

() ﾡ散状花は場類

三部橋花誠関縁岩 •は川花廟閃緑岩. 消崎花機以緑岩の3固が団地の青部および東部に分布して 

いる。

⑵ 細敵花戯岩知

武姉花樹岩が団地の西茁お よ び北部に分布している。

以上4稲の花M沿の区別は森林立地」, 特に大きな差異をもっていない* 1。このほかところどころ

にペグマクイ トの岩肌もみられたo

*1 土ﾡ烈にる分しないでGr として一括記入した。
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なお, 土ﾡﾡに記入した地ﾡ界も小出氏のもの(新ﾡ営林ル所蔵う を使用した。

2. 気 候

適当気役授測究料が少ないので, やや占いが向野が「みど り」;こ引用した笠沢,団子口の根測を資料と 

した。団地全体を通じて炎日本型の火ﾡ飛境の中にあり,年平均気型 12-14°C, 総H量2,000w・前 

後,ラング田量係数は約150〜170 くらいとみて大過ない。風は以イ6～9月ごろのW風を除さ, 10 月 

から5月にかけて北西ﾡがバし, 特に 12 月から3月の叩の不節ﾡのﾡ力はかななり強いものである。現 

地のききと りなどを総合すると, ﾡ戸山ﾡ線をちにして南北2区に大別しう ると思iれる。殺念に も実測 

された資料が北側の駒ヶ原付近に無いためはつ さ り 断書はで きないが, 技線北順と やや内陸的な傾向を % 

ち南部に比べて乾ﾡしているようであり, また, 節風もﾡ部に比し強いことがうかがわれた。

3. 林況および植生 -

団地のほとんどが人工池林地(4,758/a 86%>であって, 天然林(344/a6%>は現在考証林, その 

ほかにわずか致ﾡ林班しか残っていない。

も と もと世伝御料林と して,段戸モ ミ と 呼ばれる 形質の良い天然生モ ミ 材を生爍していたこ とで打 名で 

あったが,明治22年ごろよ り 当時の帝室林町同によ り大規模なヒ ノキ・ スギの造林が行われ, すでに主任を 

終えた部分もある。団地はほとんどプナに風していろる。しかし, 市部および処部の海抜高 500 ・付近 

にはほﾡ林の上限もみられた。

() 人工林

人工林は面祓において ヒノキ 86 %と主とし, スギが 13 % でこれにつぎ, そのほかカラマツ ・サワラ 

・ カマッ・ クロマッ・ 広葉樹など致稲 (1%> の ものが向部的に造林されていろ。これらの令設配山は 

一貫 しだ造林によ ってほぼ偏り の無い状健を保つている。しかし, 空問的にみた配山は, 商部(製沢・栃 

洞など)に老令林が集 まり,団地内各流域ごとに一ﾡ置とはいえなない。件沟用はほとんどが皆伐用村 

林業であって, 一部保護林に択伐作業を行っている。

造科木の成我は,咳沢中下流の スギ,ﾡ岡谷部ごとのごく小mi書の ヒ ノ キなどのよ う に良好な形ロと広 

長をもつた例もみられるが, 団地全体をみた場合けつして良好とはいえない。しかもこの場合, 逃林後15 

年ないし 20 年ごろまではそれほど悪い成長を示していないが,その後極端に成展がおとろえ,開役後も 

その状態からあま り復していい うである。間伐のやや通れを思わすよ う な林班も多いが,ヒノキと 

いう ﾡ部, ま た生奨のあま りよく ない この団地な どから杉えた場合は過座な脚伐は禁物であろ う。一般に 

手入れは行き届いているが,なかには溢木にまかれた風額地, あるいは終戦加後の人平不足によ る手入不 

充分か, 手入逹れに小因した と 思われるよ う な不良造林地もみ う け られた。

) 天然林

天然林は, わずか数価林災, 900»,以上の部分に残イしているが, しだいに故探がすすんでおり,残

*1 植物省はすべて牧野日本植物図鑑(1940)によつた。

吻 :経営区の土壌 (下・久保う - 5 -

fする天然林もモミが:採された跳が:多い、。なお;が証林として43 林地 のろ 小理が農谷にあ る。すべて武 

帯林の様相を呈しており, 卜変ﾡはモミ・ツガを主とし, ヒノキ・サハラ・ ヒメコマツ・コウヤマキ・ア 

カ マッ をえ, 広業樹はブナ •ミシナ ラ を主 とし, クリ・ミッメ・コナラ・センノキ・カエ デ類を混えて 

いる。モミ •ツガ •ミシナラ ・ ブナなどの岡令は大体 200～250 年前後である。

I 調査および分析方法

本調日「国イ林林土:頭シガ法書」にがい、て実施した。ﾡ項は次のとおりである。

1. 土頭分布ぶ:

紙祝吸在によ り土成の特改および分布(的を把掘し, 耕話.口査を行い,2万分の1地形1に記入して 

土崩区を成した。

2. 代表土壊断面の俄衣

耐密識在のﾡ果か、ら代楽断町14 回を述び, 断面の記枝および土摘 彌を採集 し,その運化学性の分 

析および測定を行つた。

3. 付調

代共断W設定岡所をh心に 20 ・,平ガ内 C場合によつては10 w平ガ内> ○植生を調在し, ・名, 優 

占を記述したく植ゆ名士ナべて, 戦町 日本前統口ﾡ1940.にょつたう。

4. 土出試料の分析

a > pH a

ガラス式極によ る,水浸出と KCI 浸出 と 苗方測定 した。

bう ﾡ投酸 Cy)

cう 置換性石火 N-KCI 浸出液中のifi灰を修酸法で定議した。

d映業 Tiurin法によった。 ..

・ゝ条業 Kjeldahl 法によった： ・

f > ゅ分析 ビベ ッ ト 法によった。国際法によ って土件を誤わした。

g ﾡ学性

採円応 C4cx 100cバ)により,白然状ﾡの水分量・孔隙量 ・ 最大容水 小および雄小容気量を測定 

し,容間を図示した。

h> その他

PF 曲線により,E 管礼隙 林 を測定 した。また過水性の測定も行い, 各士ﾡの特後を説明した <測定法 

お よ び測定備は II 林誌1)の 参照。

町 各種土维の特微およびその取扱い

1. BA 型土壌

() 分布および特磁性区

BA 烈土塊は,比較的開析のすすんだ,ﾡ児谷・本谷・栃洞などの主延ﾡ線から生して谷に随んだﾡ
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根に分布している。また, 季節風の風向に も強く 支配され,北遁風を強く 受ける側に多く,本谷北針面 

など風面地となつている。

こ の土振型には, 未恋 ・ 石際士の と こ ろが多 く ・ 主 た砂土ないし 砂質度土のため, 辺も細徴状があ 

ま りよく発述しいところでもB/深く まで用定, 単粒状になっている。

Profile 1 B 型土ﾡ

所在 様谷 128林班

傾斜 35°

領斜の方向 N

証抜高5 670 ウ

母材 綱ﾡ母・石墨片岩, 砂岩

土型ﾡ断面

L 2〜3c

F 2～4 cm

6～8ci

B, 14～17cm:

Be 10cn

腐朽落葉が板状に堆積し,細根すこぶる多し, 

A他との境界は明。

暗初色"!, FMとの問に白回色のﾡ糸制の拠 り 

がある。B,ﾡとのﾡ界はやや明, 砂土C 湖 汰分 

ﾡの結果では SL であるがとんど砂にられ 

た。), 細粒状構造 cloose gr., 忠,乾,菌糸散 

す。細根および中ﾡ多し,岡ﾡは 少ない が

C/N ははなはだ爲い。

暗ﾡ色, B.崎とは姿する中際を合む, 砂土, 

細粒状構造 Cloose gr) および粒状構造 cgr. 

ができてい、るが砂士のため明改ではない。

やや恥, 菌糸故花中 ないし 太根少,ﾡﾡに乏 

しいが:C/Nははなはだ5い、。
Fig. 3 B-soil CProf.i)

須明ﾡ, C船にﾡ変する。中ないし大際多, 砂土, 潤,中根少。 

大石ﾡすこ ぶる多。

この土照は第 16 図に示すように非常に乾燥していて,特にA/土は投水能力がほとんどなない。

植生 ヒ ノキ沿林地 45年生

高木階: ヒノキC3ン"1く7*6ン:クリく1ゝC6*6ゝ

亜高木ﾡ: コナラ(2ゝ 〔3*4>コハクウンボク(2う C3*4)クカノッメ(1ゝ C2*4>

低木階: アカマッ〔+ン シロモジ(+> クムシバ(+>アカシデ(+> ヒメシャラ(+ゝ ャマウル

シ(+ン ミッバッツジ(+> トウゴクミツバッッジ(1>アプラツツジ(1>コハウチハカへデ(+)

'1 色はk土色ﾡ (日本土風協会う を判用した。

"2 優占度

・3 コ ドラート内の平均値をとり 胸高也径 (c) *樹高5 <以下同じ)

戸紙が区の土ﾡ (英下・久保> - 7 一

ネヂキて+ ヒメコマッ<+ ヒゼ(1う リヤウブく+う ツが(1ゝ ソョゴく+ゝ コバノガマ 

ズミ<+> ヒサカキ C+) ャシホッッジ(+> ゲヲハダく+ゝ ウラジロノキ(+> =ウヤマキ 

〔+ モミて+う ホホノキて+う ウハミッザクラ(+ クシバ(+> ハイシキミ(+) シキミ 

く+ン ウラジ”ャウラク C+) バイカッッジ C+) コシアブラ<+> カマツカて+ゝ ムラサキシ 

キブ (+う

1本階: シシガシラ (+) ワラビ(1ゝ ススキて+> センプリ C+) スミレ(+ゝ オホイハカガ 

ミて+> コヂサキ(+> コウヤバウキて+>

地表睹： ワラハナゴケ(+>

その他: オホクマヤナギ(+ゝ サルトリ イパラ C+)

2 林木の成およびﾡ生

こ の土城はその出現する周所の位倒勺連 条件と 相 ま って, 林木の 生市に きわめて 悪い 環境を 与てい、 

る。ﾡ林木の ヒ ノキの厳長は紙で, よ く 成林する こ とができず, 天然生の カマッ・コナラな どに被圧 

されている場合が多く, ェかにはﾡ林木がﾡ死消設したような場所さえ見うけられた。造林木と競合また 

は道林木を被圧 している tHは例外ななくﾡ性の植物であつて,アカマツ・コナラ・リヤウブ・ネヂキなど 

で, 場会によつては,クリ・イスブナ・ウラジロノキ・クカノツメ・ アヲハダ ・ アッ プキなども混ってい 

る ・ 低木階には上記ﾡﾡの稚樹な らびにそれらの除伐後のﾡ端のほか, カマツ・ツガ・ ヒメコマツなど 

の針樂樹の程回が侵入しており,アセビ・ヒサカキ•イヌッゲ•ソヨゴ•ハイシキミなどの制緑以葉尚や 

,スノキ ・アクシバ・ッツジ類などがブッシュ状に生立している。ﾡ林地は多くの場合ツガ・ナラのﾡ朽 

した大径伐:眼が認められる こ とから, 池林前はツ ガ林主 たはッ ガ・ナラ林と してかな り安定した状態にあ 

った もの とう かがわれ る。こ の土風 とょく 似た位度に分布する 砂粒の 矮い未熟士は大体 B 土嵐に似た 

植生を も つが生活型はさ らに貧羽である。

⑶ 施業に対する意見

こ の土ﾡは大価の場合Uに線状に出現したので, 面翻的には比横的小さいため,その林跡の収極.山 

の多3にはそれほど大きな影係をもたない。しかし,これを林地保全の面からみれば, 最も慎な取扱い 

をﾡするものの一である。たとえば皆伐の結果生じた地ﾡの乾ぬ, 流尖によ る荒廃化はその地形的特長と 

ともに,仙のいかなる稲類の士崩よりも大さく, さらに那悪な方向にむかう であろう。また,有用謝団の 

人工植裁は不成功に終ることが考えられる。 カマツまたは広葉樹の天然更新をとり, それもあくまで土 

地保金を第一と し, 収ﾡは純二にすべさことを念願におかねばならない。

未熟土の場介 も 大体これに泄 じてル り扱えげ上 い。

2. pn 型土壇

() 分布および特谯性質

この土ﾡは, 求谷 •海川 •本谷の上流など,開析の及んでいない地彩で,しかも,西北風の当ら保護 

された鏡成な星曲こ分布し,一般に残砂型であるが, Prof.2 のようにB ﾡ深く まで敵状ﾡ造が発達し 

ている。なお, 狭谷 43 林址は天然林として保存されているので,Prof. 2 にみられるよ うに,H-AM 

がよく発達しているが,他の造林地では,これらの失われる期令が多い。

Profile2 BB 取土加
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所在 谷,43林班い小ﾡ。

地形的位置 笑頂尾

(年 18°

領斜の向 S74°E

海扱高5 1,000m,

相母・石型片岩

土ﾡ断面

はツガ・モミ ・ プナ •ミシナラ などをお木階とし,亜木ないし低木諾にコシデブフ ・ コハウチハカへデ・ 

コミネカヘデ・シキミ・リヤウブ・アワハグななど, 流本階はスズクケで覆われる場合が多く, ハイシキミ 

・アクシバ・ガマズミ・ コバノガマズミなどを混えている。ブナは皮長形買ともにBn土成に生立するブ 

ナと大旋は認8めらふれてい。ッモミに比べその生立イは多いが単木の材式はモミ の方がﾡつている。

L 1～2c:

F 2～3 cm

H-A 5cm;

A 5 Cmt

B, 7～12cェ

B: 15 cm

ﾡ朽葉のﾡ状推試, 細損多,H一Aﾡとの境 

界明。

黒百色,度栢多く,強ﾡ性, 細かい粒状加造 

Cfine gr.> を含む 面 粒状指造 cer.) すこぶ 

る執, 洞, AEとの境界明,小棋多。

請掲色, B超とのﾡ界明,役による孔, 御目 

多い,ﾡ区C軽ﾡうやや細かいﾡ状間込Cgr.う 

ル,刑, 中棋やや少。

明ﾡ色, B.iとのﾡ界はﾡ変,中角隊を合 

t,ﾡﾡ C軽ﾡ士う.秘状橋込(gr.う,やや墜, 

中視少。

明神色, Cたとのﾡ界問, 中角座を企む,m 

r (軸Hつう。 Fig.4 Bi!-soil <Prof. 2>

(3) 施業に対する意見

こ の土ﾡは B.、 型土壊に比べて地形的に も安定している ので保全上の考虛はあ まり 必必 としない。また 

ヒ ノ +の植載 も 可能であるが,こ の土加の性ﾡ特に通学性な どからみて, 團期に対する大* な期待は無理 

であろう。もし 人工植栽を とるなら, こ の土壊の周辺疝に接して延が る Bn 型の浅積土塩を も 合めて, 

カラマツ・モミ を道ぶガが, ヒノキょりも 無難 と思える。

あるいはまた, モミ ・ツガなどの然ﾡがとはかることも良策であろう。

3. 型土壇

() 分布よび特破性ﾡ

本土国型は各河川の分水界をなす主樹線上に分布する。この稜線部は,平担で, i消平原の様相を残し 

ている。p戸山・ ﾡ県 ぶ線, 本谷・H尾谷の分水界, あるいは,栃洞・西川谷の分水界など, 風衝地

も多く, Be 型となつている。

ま た,こ の土ﾡはほ と ん ど堅寄な浅 積土であ り ,A iの発述はﾡい。淡く ﾡ慣の込透迎 し た A:/お よ び

ﾡ県状構道 Cnuttyう が発述 し,これにとも なって淡い関価が式状にはいつた A一 B 悩が形政さ .：• る の 

が特がである。毛ﾡ孔所お上び非毛管孔所と もにきわめて乏しい。

C 大石礫多 し。

残積 つまり型の土ﾡであろが, Bc・Bn・Br型の残穫土とﾡなcり. B,に粒状沿が発し, =王孔

脈もA/と変らずかなり多いことなど, BA 型土払によく似ている*。

ﾡ 天然林

髙木階： ツが(3> (50*20う モミ(+> C70*20 ブナて+> (45*22うコハウチハカ〜デ(+>

<25*20

亜高5木階 : コシアブラ(1> C22*12

低木階: シキミ(1> (8*6> リヤウブて+> (2*4> シロモッ<+> (2*4う コミネカへ

デ<3う C3*4> Tヲハグ(+> C2*2ゝ

ボ本階: スズクケC5う シシガシラ<+> カンスゲ(+> ッルリングウ(+>

その他: イハガラミ ックウルシ

Profile 3

在

傾納 

傾斜の内 

i扱商5 
母沿

土ﾡ岡断商

BG 型土壌

谷仲, 112 林I

12°
S80°E

950m.
砂料

L 十 ブナの常第,ヒノキの落枝。

Rooe 1cm ヒノキの細供網中に少しﾡ朽難がな在する。

細供すこ ぶる多。

2) 材木の成我および植生

こ の土城は天然林ま たはそのじ跡地な どに出現し, 人工林にはほ とん どみられなかつた。天然林の場合

"1 日林12)参用

A 1 ～ 2c: ":ﾡと の境は明股でない: 暗灰褐色, 8F※ 

土, 教, ﾡ状Cgr.ンおよび団粒ﾡCcrumbう, 

消, 小中損やや®。

A: 10c: 暗灰ﾡ色,A-B層との境界源ﾡ,淡い関植 

が堅果状權造 Cnutty> に沿って まだらに 入 

る。砂取ﾡ土 <砂買I質U脳士う,ﾡ, ﾡ果状 

よび粒状構造,消,ササ, ヒ ノ キの根く中機>2. Fig. 5 B-soil <Prof. 3う



-10 - 林野土型査報告 第6ラ 段戸経當区の土城 (真下・久保 11-

A-B13～16c: どﾡ色, Bﾡにi祈変する。淡い間が堅状柄沿にともななつてはいつているが, As 

より 少ない。堅火状構造,砂受ﾡ士 (砂質地質期土), 空,洞,中根少。

B 10cm: 灰ﾡ色, Cﾡとの境界明, 砂ﾡﾡﾡﾡ士, 然陽后 [massive). 第,ﾡ十。

c 執ﾡの花拠ﾡ税場, 多,脳密。

統生 = ノ キ逃林地 明治 43 年植裁

商木階: ヒノキ <5う C12*9>

亜高5木階: シロモジ(1>

低木階: スズクケ(4> モミC1> ッが<+> ムラサキシキブ(+ゝ アワグモ<+>

草本ﾡ : アキノキリンサウて+> ツル リング ウ(+)

その他: サルトリイバラ(+) イハガラミ<3う ツクウルシ<1>

2 林木の成長および植生

天然林では,はBo型土墳の場合に似た期成であるが, この土壊が風衝地に 多いため,そのもあ 

り, 血喪特に樹商成:ftが避 く, 明形も不良で太枝が多く,やや粗な林冠を形成している。生立合はブナ 

が多く,モミがこれにつぎ,ツガは少なく緩斜部にはほとんど出現しない。

人工林の = ノ キ は一応成林はし ているが,BD 別土星のそれ と 比べ成形ﾡと もに劣ってお り,ﾡな林 

冠をイ作るため流木階が発述している。一般に梢触で満幹の分支した もの,ﾡ曲したもの, 依薪したものが 

多数ある。低木関にはアナ ダモが共通して出現し,シロモジ・リヤウブなどがり, モミの侵入している 

場所も多い。まだ同閉していない幼命林では, Ba 型士垠の場合 と 同然に ツッジ類その他の乾性植物が役 

占している。

8) 施業に対する 意見

ヒノキ・モミ ・カ ラマツなどの植栽が可能であるが,モ ミ ・ または カマッの天然更新のガが有利のよ 

うである。カラマツも 極端な風衝面を避けれげﾡ分収ﾡの期待はで きる もの と 考える。

4. 小 理土境

() 分布および特徴性 H

a >残積型

この土地は海拔 800 :以 上の地域にみられるi準平原の特長を残している平な地域に分布する。土性 

がﾡﾡなため, 一般にBMは無欄沿で, つまり飛であり, 孔頃が少なく,透水きわめて悪い.し このため 

樹移型の土城に比して,林木生育も著しく劣る。

Prorile 4 Bd 型土ﾡ (残磁士ゝ

駒ヶ原, 商馬川の上流 6, 7, 8, 9,10林班のBniはほとんど残積型で, Profile4 はその代炎 

である。

所在 gヶ原 8林班 ,

(

(tの向

懸晶

母岩

土ﾡ岡断面

1 :

0～1 Cm

315

S 20°W

1,000

花強劈

ササ・コナラ・ミツナラの

A:

B

B:

5～8 クム

12～15c:

10cn:

20 CM

上記帝の関村 

収初色,A:ﾡとの城界, ﾡﾡく価ﾡ士), 

軟, 団粒状掲造 "r.) 細孤および中界多

ﾡ色, BM との境界明(物然と している), 

ﾡ砂が多い、(軽ﾡう, 堅,中根に沿 

って団散 ccr. ない、し境状欄(blocky> 

を認める。 , 中根を 含む。

黄粉色,B. との境界ﾡ, ﾡ (砂ロﾡﾡ 

土ン, 整密,カベ状(massive),湿,中太出少, 

黄掲色,粗砂が多く なり,Cliにi源変する。 

城土,すこぶる堅,カベ状(massive)。

植生 ヒ ノ キ林地 大正 12 年価栽

木階:

亜で5木階 : 

低木階 : 

草本階:

ヒノキ(3> (9*8う Tカマヅ(2う (20X10う

ミッナラ(3う <4*5ゝ コナラ(1> (5*6ゝ アカシデ (+> (9 X >

ヤマッッジ(1う シロモジ(1う ネジキ(+> パイカッッジ <+)

ミャコザサ(5ゝ トリアシショウマ(+> イタドリ C+) シャウジャウバカマ(+>

ビトハギ(+> ナガバノコウヤバカマ(+> キクバヤマボク(+う デキノキリンサウ(キ> 

ノガリヤス(+う ベニバナイチャク(+> ワラビ(+> チゴュリ(+>

その仙: サルトリ イバラ( +)

*1 H林誌2)参照

ビンカ峠 ・ 出来山・水日山 •見返峠を結ぶ東西に走る秋、線は砂質な土壊で,BA 型の様相を示す木熱士 

であるが, その南および北の両斜面に地質の Bn 型残橫土が分布する。

Profile 5 Bn型土風(残試士

所在 87林亜 ビンカ峠の西北

傾斜 15°

方向 N 70° E

海扱高5 980 m

土鵬周断画

A 12-10cm 県ﾡ色, A〜B層との拠界判, ﾡﾡ土, 団ﾡ(cr.) を含む, やや堅,細ﾡやや 

多, 中根少。



-12- 林野土ﾡ記査報告第6づ 殿戸松営区の土城 〔ず下・久> -13-

A-B7-10cm 淡い県ﾡ色, B版との投界ﾡ,軽士,

状 <blacky> い、し堅果状ﾡ <nutty> が斑 

状に認められ, これにと もなって問植がいつ 

ている。問,小ﾡ少。

B 30c+ 明黄話色,Bl深部に暗色の部分があるCprof.

6のB. ﾡと向様う。ﾡﾡﾡ土, 力べ状 <ma- 

ssiveう,羽, 棋+。

植生 ヒノ キ池林地 50 年生

高木階 : ヒノキ <5> <9 *9>

低木階: モミて+> C2*1> シロモジ(+> ネヂキ(+>= 

ナラ <+> スズクケ <1>

草本階: ヒカゲノカズラ<5> ツルリンダウ C+) トウゲシバ 

<+> イハガラミ<+> シシガシラ(+う

8
3o

(キ (1.5 ネジキ(+う (1.5ッジ 丁セビて+> ホッツジ<+> バイカッツジ(+) スノキ

<+> スズクケ(2う C 3) コミネカヘデく+ゝ

本階: シシガシラ(+ン トウゲシパ C+) ツルリンダウ(+ン マイシルサ ッ (+)

bう m行一別血ﾡ

m行ない、しi団: と も おえ ら れる普通の DBn 呢土城 で も ・ Bﾡあ る いはその下部が し しば前記残積型 

のよ うに堅密なものがある。しかしAﾡが比放的呼く, らかい・団ﾡのよく発述してい、る場合は, スギの 

成も術合上い、。

40

50

Fig. 7 Bn-soil <Prof.5う

Profile 7 Bn2

所在 6s 林班 プ ン コ沢北側山ﾡ部

傾斜 27°

ガ向 S 30'E

海5 800m:

母 花は岩

Profile 6

所在

a斜

方向 

商数高

土ﾡ断面

F 1 cmt

A 3 cm

A. 10 cmt

BD 型土 (残ぞ土>

B: 25 Cm1

B. 20cm+

74 林班 ロ小班, 出来山のT, 段沢の開析の 

はじまるところ。

153

N 70°W

940

Aとの境界明, 細根多。

やや淡い黒耕色, m, 団ﾡ(cr.うル, 問,中 

根やや 多 し, 細ﾡす こぶる多, A:と の境界利。 

やや淡い黒粥色,埴質 (紅ﾡ士) , 昭, 境状欄 

造(blacky) も認められる, カべ球 massive), 
河,中根各t, 細根稀。

明朝色,り士く都ﾡ士, 昭密, カペ 状構造 

Cmassive),洞一島, 大中根稀, B.とのﾡ界。 

やや暗いﾡ色,ﾡ土, ﾡ係, カベ状(massiveう。

Fig. 8 Br-soil (Prof. 6)

土:ﾡ断Tl

L + スギの落葉背ﾡ,団ﾡ(crumb点在。

A, 10cm ハ色,砂風土。 A:Miとのぢ界刊,ﾡ,問

団ﾡ(cr.小際あり, 細根多,% 用に比して 

やや淡色, 砂更, 比較的新しく 加積 した部分。

A: 10～15c. 色, A一Bﾡとのﾡ界ﾡ, ル, 砂区ﾡ土, 団 

ﾡ Ccr. が わめてよく発泣している。 , 

維根多。

A-B20～25cm.暗i色, BMに変する。砂山ﾡ土, 座, カベ 

状 (massiveう, 湿,中根含む。

B 15cm+ ﾡ色, 砂少州, 堅, カベ状Cmassive>, 品, 

中礫を含む。

ﾡ生 人工株 50 年

75本階 : スギ(5ゝ C40:ル x 23w>

低木階: リロウブ(+ゝ エゴノキ C+) シロモジく+> スズ 

クケC3う サンセッ(+う イヌッゲ エ+) コアヂサ*(+ゝ

Bﾡは堅密で, 毛管孔隠少なく,透水きわめて 悪い,このためB。ﾡのやや暗い色を足するのは,地中 クマヂサキて+ン ヤマモミジ(+>

水に よ る 淡い腐植•の汚染 と 思われる。BMi下部にこのよ う cﾡ元色とびた色の現われる Bnﾡ残

試土は, 六人小屋の よ う な湿地の周辺に ししげみ られ る。

植生 ヒノキ沿林地 50年生

高木階 : ヒノキ(5 C11*10

低木階: ヤマウルシ(1ン (3mン イヌッゲ(+ ホホノキ(+ モミ(+う C0.5) シロモジ

2) 林木の成長および照生

この団地の Bn 型土城については,をの説明の項にもある よ う に別油・ 残ﾡの両四をと り あげ比較する 

要がある。この両者のがヒ ノキﾡ林地におい、て明白な結論を示しているからである。前は良好な成長 

をっづけ, 完満な樹幹を生诟しているに反し,後は五林後20 年主ではiがと大差なない成奨をした後, 

しだいに成長が停滞し,ために精殺な材となる傾向が多い。一般に,後者にはモミが侵スしている場合が
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多く,コナラ・リヤウブ・イヌツゲ・ツッジ類どの恥性む間が低木商を形成したり, ミヤコザサに種 

れるところがある。 また, ビンカ峠付近のような後者の老令にした林分では,地炎にヒカゲノカツラの 

みを敷き低木草本階が変ﾡするよ う な場合もある。前はスズクケを と もってお り. シロモジ・ク ロモ 

ジ・エゴノ キなど改和のものがわずか散見する程度である。

天然林においては, 75本階にブナ・ミツナラ・ トチ・モミ ・センなどで, 力へデ類を低木睹にし,a木 

階に, スズクケが密生している。

モ ミ は古く から択伐されたため現在はそれほど多く なない。

8) 施業に対する意見

加度? 土の場合は ヒ ノ キが巡当であ り,場合によ ってはスギを入れて もかな りの収穫が予想される場所も 

ある。挖に擬圏谷部の砂軟な土環は大きな生産力を もつてい るが過湿な坦合は E ノキにトックリ 病がかつ 

た形状が:現われるので由意が必奨であ る。

残密土の場合は,土域の分析や実謐課が示すように*眼土に比べ生産力も劣り成長の不良も前項で述 

べたとおりである。これには民伐期と羽度の問伐を機り返し林分材積の増大をはかるよ りはかなく, 新し 

く人工植救す る時には, カラマツ を とり入れ る 方が得策と 思われ る。

この経玳区に为いては,かな りの面試を占める残磁の Bn土ﾡの取り扱いが最大の間題をもつている 

ということを拠起しておきたい。

5. BE 型土壌

(1) 分布および特長性

開析の進んだ主ﾡ河川は制合この取の土国は少な く , 交施の集水域に部分的に現われる。一般には游徳 

ﾡであるが, 本地城には古く なつて残ﾡ土の様相をし, 特にBﾡに角wを合みながら毛孔係が少たい, 

つまり型と示すものが多い。この場合, スギの生育も幼ﾡは良好であつても, あまり期待できない。

a>つま り・

Profile 8 Be 型ツ

所在 121 林班,120 牀班との境,弁天谷本流の山

関

傾斜 37°

ガ向 S 2leWV

海拔高 810 :

礫 細ﾡ母 ・ 石墨片岩

土氓層時而

_A 土 スギ,ササの落葉,H-Aのcrumb状境が:

散在する。

A 3～6c 暗柄色, 恭石状小隊を含む。ﾡ質出土(砂質 

松施土),A. にi変する。腐植に富む, 

団位(crumbう, 洞, 細小板やや多し。 Fig. 10 Bs-soil (Prof. 8>

エ 20c": 時湖パ, との境界潮,小隣を合む, そゴﾡﾡ士,ややS, カ〜状(massiveう,

潤,中小架少。.

B 10c: 灰陽佐,CMとの技高, 8項ﾡ頭,やや品, カ Cmassive)中wを合む, 払稲

C 20cn:+ 大行ﾡくしたものゝすこぶる令し,根用。

儿 例は住換峻度少なく,pHl商iく, 上挨性布氏; こなむ,臣粒 氓 通で条件は良好,A 

ない、しBょ小保を合う, 前・であるが, 物現性良好といえない。

生 スギ逃林地 大正 11 年植裁

高本階: スギ(5 C30*20

低木附: ムラサキシキプ(1ゝ ノリッッギて+> コバノガマズミ(+> ャブムラサキ(+> マュミ 

〔+ キイチゴ C+) ッッギ(+> スズタ"(2> サンセゥ(+ン =ハッチハカヘデ(+> ワ 

プキ(+ エンゴウカへデ(+> ケヤキ(+> デブラチヤン(+> ミッキて+ゝ ヤマデサキ 

〔+ シロモジ<+) ミッナラ(+> "マモミジ(+ゝ メゃ(+> =ガイチゴ(+ゝ エゴノキ 

(+ カスミザクラ <+>

単本睹： ヤマニガナて+> Tキノキリンサウ(+> トリアシショウマて+ゝ チヂミザサ(2う ッド 

(+> イクドリ(+) カンスゲ(+> テンナンシャウ C+) ヒョドリバ(+>

その他: イハガラミ(+> ッルウメモドキ(+>ツタッルシ(キゝミッパアケビ(+> マップサ(+) 

エ ビズル C+> ノ ブグウ <+>

b>

この!の土墳は包沢(76枠ﾡ),iの川C175林びう,山1ノ神川G150, M91 などの流域にわずかに分布 

する。スギの城適地である。

Profile 9 B;～CBD 黝海; 土

地所 76 林班イ 小班,長大な斜而の山脚部

方位 s 70° E

傾铝 40°

也独： 750»:

石礫 花価岩,映岩

LCF23-5cw スギ •シダ頰の落葉および個朽物 

^16-2パ" 間緊剤色, BM こ漸変する。小中問合t, 

, 団整 ccr.>よく発達, 孔隙多し,

潤,中机少細眼含む。

B S0e" 賞細色. C/にi炎する。中大岡に御む, 砂費 

ﾡ鵬士, 構過時になし,孔譲®,ポー, 

中根を含む。

福生 スギ池林地 50年生

高木階: スギ(5う (35*30ゝ Fig.11 Bs-soil (Prof. 9)
低木階 シロモジ(2う コミネカヘデく+ゝ ミズキ(1ゝ ヤマザクラ(1ゝ キイチゴニ フ
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(1>
東本階: ワラビく+> ゼンマイ(+> スズクケ(2ゝ クマアデザ*く2> ワシグ(+> クジャク 

シダ(+> サハアヂサヰ C+)
こ の土国は物理性も化学性も非常に良い。すなわち逃水性す こぶるよく, また pH 為 く,置換勲度 きわ 

めて小さ く置換性石灰すこぶる多い。ス ギの成長もはななはだ良好である。

2 林木の皮長および植生

スギ人工林では照沢の花向岩地区が非席に良い生長を示している。濯木阴には,シロモジ・クロモジ・ 

スズクケ・キイチゴ・エゴノキ・ クマアヂサキ・サワアヂサキなどが生立している。クマアヂサキは花闘 

泓地区の砂礫の 多い崩積土に 多い よ う で,古生期地区の Br 四土頭にはサハア ヂサキが多いよ うた傾向が:

うかがわれた。

天然林では大部分残積土であって,トチ・ センノキ ・ キハグ・ ブナ・クマシデ・ミズメなどいずれも生 

ﾡの良い大径木を高木階にし, 低木階にはニハ トコ・ノリ ッッギ ・ スズクケをもっている。

(9) 施業に対する意見

開析の進んだ地域におけるこの土ﾡは, スギに段も適した土壇と考えろ。しかし, 沢近く の基岩が浅く 

出る部分あるいは大際の媒積したような部分では幼命門は良好な放称をつづけるのに反して,15 ないし 

20年こ ろょり 極端に成長が落ちる 場合が多いか ら由注意せわばな らない。この現像は花機岩地に比し古生M 

地区に多い。

開析の進んでいない,裏谷 ・ 返 り 水付近の BE 垣土壊は残積土が多 く,ま た係商 も 1, 000 前後で, ス 

ギの油林はやや期待が薄いと思われる。

6. 乾性ボ ドゾル

(1) 分布および林徴性質

ポ ド ゾル化土期は,本谷川・ a川の急綾な尾棋(岩石地うに 

のわずかに分布する。Pom 型が大部分で, 一部 PoI〜PoI

も留められた。

Profile 10 Pnx 型士即

所在 162林班 本谷川上部

領斜 28°

方向 N 78°W

海数高 1,010m:

土風脳断面

L + ササなどの落葉

F 2-3cm H層とのﾡ界明, 統, 細供多。

H 5-7c: 黒部色, A図との境界明,団粒Ccr.う,

細根多, 強酸性。

H-AI 黒色, HﾡA,層の問に斑状に存在する。 Fig. 12 PpI-Soil CProf. 10>

-17-段F 経営区の土拡 (ず下 ・ 久保

ぢド刊, 団粒 <cr.ン 献, 品, 細根多し,賞性。

A. 5-10cm: 初色, A:たあるいはB,ﾡとのﾡ界明, ﾡﾡ顔土, カペ状(massive), 品, わ

ずかに溶脱されている。中小根に富む。

A: 斑状 町灰網色, 溶脱阳,所の境界明,ﾡ土, カペ状(massive), やや照, 部, 太供認

む。

B, 式状 町ﾡ色, 船の境界明, 砂ﾡ土,massive,やや部, 况,属植の集積制,太ﾡ少。

B. 10 cw ﾡ赤都色, B, W との境界激,砂ﾡ団土, 力〜状Cmassiveう, 邸, 狭の集ﾡﾡ, 鉄 

銭色の集積部が故在する。

B. 10～17cm: 賞ﾡ色, C划との境界判,砂質植般土,カ〜状Cmassiveう, 堅,

C 20cm:+ 中様に宿む。すこぶる呼。

拡生 天然林

商木階: ツガ(4> (60*20) サハラ(1> (50*20)

亜高5木階 : ャマグルマく4ゝ C30* 14

低木階: シャクナゲ(5ゝ シロモジ(2 コハウチハカへデ(+> リヤウブ(1ン コミネカヘデ

(+> ヤマウルシ C+) ドウグン(+> コシアプラ C+) ムシカリく+ゝ タムシバ(+> コウャ 

マキく+> アクシバ！：+) ミャマシキミ(+ゝ

草本階: シシガシラ(+> ヘリガネワラビく+> ツルリンダウ C+)

地求階: スギゴケ(3>

その他: ツクウルシ(+>

強験性,置換酸度高く,岷換性布灰乏しいきわめて双悪な土壊である。

⑵ 林木の成よび植生

拠びﾡに出現するポドゾルの場合は林木のﾡ育最も劣感で, 道林木のヒ ノキが 40 年生で樹問わずか 3 

mあま りのよう な場所 もある。ツガが優占 し,シャクナゲ •アク シパ •ッツ ジ類などの酸性植物や ミ *マ 

シキミ ・ミズナラ・ スノキなどが散在しているが,いずれ も鉄頂尾根に出る ボドゾル のそれに比し生活型 

が貧羽である。主た, イハカガミ が必ず出現し, B型土風の場合でもやや集積色の認められるような場 

今には同様に生えている。

鎖頂積線部に出現したポ ド ソルは天然林であつて, その情成は大体 Bn 製土壤のそれに似た高木階を。 

っているがヨ ウヤマキが生立している。亜高木階にはヤマグルマが多く, 福木附には救児ﾡの場合に比し 

シャクナゲが優占し,他のッツジ類は少ないしスズクケはほとんど生立しない。

(9) 施業に対する意見

ヒ ノキのﾡ載もﾡ西続線の場不可-ではな いが, ッガ・ブナなど の天然更新に委せた方が否利 と 思わ 

れる。

製供の場合は, 人工則新をはかる こと は無理であり,地所によつてはB、型土脳と同様, 保全上の 

が、必要である。
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7. ﾡ色土

(1) 分布および特灭性質

•査城域の北部, 駒ケ 原の平坦部,麻岡川, 井戸沢流域く18.19. 20. 21. 25.26. 28林I> に広く分 

布する。またわずかずつではあるが, 包沢・流河などの平部に点在する。後者は B あるい、はその退 

化車であり一部褐色森林士とほとんど区別できないくらい退化したもの江どを交た,分行を地函 L:にし

* > ゼビて+> <1m アカマッ C+)C1>

た本ﾡ: ミヤコザ(+ゝ ワラビ(+ゝ ススキ(+ン シシガシラ(+ン ノギラン(+) ヒカゲノ 

サ、ソク <+う,

難いので茶色の点で表わした。

一般だに, 平地なないし級術面に分布し, 残橫土が多く, つまりで, ヒノキの生千も比くないが, 沢 

いの山脚部にわずかではあるが, 物理性のよい BI一 も分布する。

本ﾡ査では B 湿を3つに細分した。

a> 山型 (B-D)

駒ヶ政の平堀部には,小規校な花厳岩のドーム状の残丘が多い。山頂の:羽IK 川血; こ分布する BI型を 

BIとした。この型の土頭の特 「,U.色の A 財が湖 く,BMは 4商, massive,capillary

bう設付型 CB/-Iフ
このの土ﾡが一番く分布し, 第 行土型の/通の DI一I刑土頭である。Aﾡ crumbが発述し, 物 

理性のよいところもあるが, A:/ないしB!はつょ り型である。

Profile 12 B-II 型上試(統沖め

所在 20 林班

( S

pore少なく,透水性すこぶる密い.、ヒノキの生育もきわめて悪い。

Profile 11 BH-I型戦上風(H頂型> •

所在 20林班

傾 10°

方向 S 70W

瞰商 900 :
r月4I ゴ

土梨ﾡ断面

花協野,砂岩

L + ミズナケの落菜。

R 3 cm 構ﾡハ色, 商植多, 大部分がヒノキの細根制 

調。

A 6～8 cm: 色, B超とのﾡ界明,ﾡ植多,軽ﾡ土, 都 

造はあまり発逹していなし、が, 団粒 Ccr. 

ないし物状の細い粒状描造 Cgr.ン, やや堅, 

洞, 小中般多。

B, 10-12cm ﾡﾡ色, B。ﾡとのﾡ界ﾡ,中岡を含む。軽 

知土, 大根によ る孔隙あ り, 力 〜状 Cmass- 

iveン, 起, 堅, 太根を各む。•

B: 20 cw. 明賞ﾡ, Cﾡにi変するﾡ界に赤ﾡ色の部分 

あり, 花地土,カベ状(massive), オこぶ

るF, 泣, 根ﾡ。

ﾡ生 ヒノキ造林地 大正5年ﾡ殺

高木階 : ヒノキC5ゝ(7*6ゝ

低木階: コナラ(3う (2*4 クリ(+う (3*4 ネヂキ(+) (3*4う アカシデ(+)(2

*1 日林】参照

海び5

母掛

土比断間

Ai 9 c:

A: 15～18cみ:

B 20cmt

880

花蟬沿,砂岩

色, 関ﾡ多, A： Wとの境界网,軽ﾡ土, 

団ﾡ Ccrumbう, ﾡ, 問, 淑小根に富む,英 

ば約1 cw はﾡ"色の ヒ ノ キの細ﾡ問と 

つている。

C)黒色, Iとの境界明,ﾡﾡﾡ士, 力 

べ状 (massive), 吸 斑状に crumSので 

きた軟かし、ところあり, ここに中根が集 ま 

る。中供を合む。

暗ﾡ色, Cﾡに清変する。砂Hﾡ域士, 力* 

状(massive), 昭, 斑状にAﾡ超およびCﾡの 

入りこ みがあ る (積様式が正符でない、。。

中松を認む。 Fig. 14 B-I-soil <Prof. 12

C 20cm* 明状細, すこぶる照。

前生 ヒノキ造林地 大正5年ﾡ殺

品木陽： ・ノキ(5> Q5XU)

低木階: ナラ<+> Tカシデて+ン "セビ(+ゝ ネヂキ(+> クリ(<+> ソョゴく+ン

草本階: ススキ(+> ワラビて+ン ツルリンダウ C+) シシガシラ(+) シャウジャウバカマく+ 

イチャクサウ(ト) コウャノマンネンスギ(1ゝ ヒカゲノカヅラ(3ゝ

c) 山I脚型 B/-n
B/i: 型土塀 であり,やや畑件の黒色土で,沢に沿つた山I脚部に分布する。一般にﾡ型であるが, A: 

ﾡあるい・はBﾡ下部に残積のつま り型と同様なものもある。団粒 Ccrumb の発達した秋らかい% aの 

い土頭では, ヒノキの生ずもやや良い。しかし,本地域のB』刑土は化性不良である。すなわち,
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C-N比高ぶく, 凝換酸度大きく, 置t換性石灰に乏しい。

Profile13 B-I 型土ﾡ (C山時>

所在 25 林班, 井戸沢, 山部

傾年 19?

方 N8°形

海拡 800ァ:

母岩 

土ﾡ層断面

F 2 cm:

A 8～12cmt

A. 15-20 cm:

A-B 10～15cm:

B 20cm:(+)

花岩

黒C, AM との境界漸, 砂質ﾡ士, 団ﾡCer.う 

よ く 発達, ﾡ, 泡,細根に富む。

ﾡハ色, 砂Kﾡ土, ﾡ状に A, 畑が入 り こ 

み crnmb が走も 塊状 Cblocky ないし力 

べ状Cmassive, 堅,阻,小根を部む, a 

Bﾡとの境界派。

暗あ色, Bなとの境界明, 砂項ﾡ土, カベ状 

Cmassive>, 堅, 混,小根を認む。

やや諳い黄超色 (やや通元色をぶう 8ﾡ畑 

土,力 べ状 (massiveう, Mる座, 感, 根なた し

Fig. 15 B/-m-Soil (Prof. 13ンﾡ生 ヒノキ沿林地 大正5年ﾡ栽 

商木階: ヒノキ(5> C23*17

低木階: コシアブラ(+> ウッギ(+ ャマウルシて+ン バイカッッジ(+ リヤウブて+ゝ ホ 

ホノキ(+> ムラサキシキブ(+ン イソノキ(+> キブシ(+ン イヌシデ(+ン コアヂサヰ C+) 

ハリギリて+> ウハミッザクラ(+ン コバノガマズミ(+) アクシバく+> ク!<+> アワハダ

<+>キイチゴ(+> モリイバラ C+)

草本階: ウドて十う オカトラノシ(+> トリアシショウマ(+う チグケサシ C+) フクリシツカ 

C+> ススビトヘギ(+> クサアヂサ+(+ゝ ャマシロギク(+ゝ チゴュリ C+) フシグ・センノ 

ウく+ アキノクムラサウ(+> ゼンマイ(+> シシガシラ C+) シケシ(+う ワラピ C+) 

クマワラビ C+う

地委階: クウ ゲシパ(+) スギゴケ(+>

その他: サルトリイバラ(+> イハガラミ(+) トキリマメて+う ノブダウ(+> ツルウメモドキ 

(+ン フヂ(+> ミツバアケビ C+)

Profile 14 B-I 叩土ﾡ <山開N ・ルi士ゝ

所在 28 林班

傾和 24°

方向 S70E

海扱高; 820m

以戸経営区の土現 〔以下・久保>

苍礫 鋼2像 ・ オil片岩

土ﾡﾡ断商

CL.F 2cn: 細供®し

A 15-20cn. n色, A-BMへの血移ﾡ, 砂質依兜匕 片状 

小中にむ, 団uCcr.ン,や髪, 起品,小ﾡ 

に富む。

A-B 15-20cm: 暗灰ﾡ,中際を合む, 砂区ﾡ土, ﾡ, 品,小ﾡ 

を合む。

B 15 cm: 灰初色 C多少選元色をぶ> 砂ﾡ士, 中ﾡに 

高む。カペ状(massive) 混, ﾡなし

AﾡBﾡと もに物創性は良好である。

植生 ヒノキ人工林 大正5年樹裁

高5本階: ヒノキ(5ゝ C17*15)

低木階 : シロモジ(+ゝ ミッバッッジ (+> 

-21-

Fig.16 B/-E-soil (Prfo. 14う

立本諾: シシガシラ(+> タウゲシバ(+> ツルリ ンタウ ス+) ヒカゲノカヅラ<+> コウャノマ

ンネンスギ (十>

じ2)林木の政長および植生

B型土頭におけるヒノキ逃林木の成は,山IN型の場合が最も先選で,山膜板斜間, 山脚型の順州序に 

良くなる。しかし, それらの谷上 に それぞれ相当する位曜 にある褐色土の規合に比盤すると, やや皮長が 

先るとと もに他の木本,草本類も稲類が少なた く な り生活型も貴弱となる。

a> 山m
山理といって % Ba 型土頭の出現する よ う な極端に乾燥 した環境でなく ・ ■成の稜線で安定した地みで 

ある。しかし, ヒノキ油林木成長は選く8閉も弱く, コナラ・アセビ・ネヂキ・ツョゴ・アカマツなど監 

ﾡのものが使入している。造林木がア カマッに被圧されているような部分もあるが,そのアカマツの成長 

も形質ともにあま りょくない。地表は ミヤコザサやシシガ シラが散生する場合もあるが,多くの場合ヒカ 

ゲノカゾラ が通ってい る程度であ る。

bゝ山取認斜利

山眼は上昇爲血であるため,良好な物理性を もっ土頭は少な く,ヒノ キ沿林木の皮長はあ ま り貴好と は 

いえない。しかし, 山INIBほど極端に不良な状態には至らないし,また応部的ではあるがかなり貴い政炎 

を示している場所もある。ﾡ生は山NNの場合と同様にコナラ ・アセビ ・ネヂキ ・ ソョゴなどで, それら 

がI頂から 山脚近く までゆ さわたってい る ・

c)山関

前品2型の場合に比し, 良好な成長をしている。なかには根株が肥大し,トックリ病に似た症状をもつ 

ものもある。これは,山J7でもつまり型の場合によく見かけられた。ﾡ林地では低木階にヤマウルシ・ 

シロモジ・ニハトコ ・ヤプムフサキなどが単立するﾡ度であ り, 求本階には トリアシショ ウマが優占し, 

その他にシケシダ ・ クマワラビ・ チグケサシ ・ウド・フクリ シヅカ ・ タ ウゲシバなどを混えている。
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3) 施米に対する意見

こ の団地の B 刑土:脳化学性延く ・ さ らにその分布が:上界斜の多い区域なので理学性の良い・if: 

の占める 面積が僅少である ため,ー•改に造林木の成戻に対しては,あま り大きな期待できい。

山世型に対しては,アカマッの天然山新もじえられるが, アカマツの成長形質などよりジなiれ,コナラ 

を主 と した薪炭林の方が白利のよ う に思わ る。山ﾡ型には ヒノキ より カラ マツがょ いよ ラ であり,山脚 

型および山ﾡのうち, 理学性のよい、分に対してはヒノキを採用するガが金凸収ﾡの点では利であ 

ろう。

分 析 的 果

第1 化 学 的 性 町

Table 1 Chemical properties of the Soils.

即面番W ；• 土 城 型 附 位 深 さ 座 山換町
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ぬ ぽ
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CH.Oう
PH 

(KCリ y・ c N C N
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'Table 2 Mveclanical compositiors of the soils.

土性 l C : light clay 性i土
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IT 分析結采の考察

1. 「PH

一般に就の土Hは破性にたつているが,特に Pux , および Bn 型土振強酸性であり, BA 型,
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Bc 型土振がこれらについで破性がある。

Bn 型土頭は酸性が精羽くなつている。

最も酸性のいものはBr 型土頭で, 特 

に崩士は最も中性に近い。

収色土は B-I がﾡも酸性で, B-I, 

B-nJのAに羽 くなっていろ。

2.微換後度および近換性行灰

この地域の母は一装に敬挨儀廖多 く , 

置換性石灰ははなはだ乏しい。置換ﾡ度は 

粘土量の多いものほど多く,主 たﾡ植 <炭 

素量> の多いものほど多くなっている。こ 

れは当然考えられる ことであるか,置換破 

度に比して置換性石灰がはなはだ少ない.。 

pHCKCD に示すよ うに, 山換性石灰の己 

出条件がはなはだ酸性である こ とから考え

ても, きわわめて拡応不型和な土であるこ 

とがう かがわれる。

ただし, Be湿土盛, 特に崩士は回投ﾡ 

度きわめて 少な く, ま たﾡ換性石灰ﾡし く 

多い。

3. C-N比

Bム型土量ﾡﾡ C炭素量うは少たいが,

凡例

S : 絶攻細士積

R : 生投体書

G : 酬積

W ： 採取時の水分

Volume of soil solid.

Volume of root

Volume of gravel

Volume of water in field 

condition

C-N比はﾡだい, しかもBまでAﾡ W+Wmax: 最大容水

と変らず75い。このことは, この土ﾡが極 

ﾡﾡ性土掘で, Bﾡまでﾡな細粒状に
Amin : 最小容量

ななつてい、て, しかも常時乾燃しているため Fjig. 17 ai 学

Volume of water in Satu- 

rated condition

Volume of air in Satu- 

rated condition

性 (客積組成>

微生物の活動も悪く, 植の分も進主な Volume composition of the soils

いと考えられる。

黒色土 も 一般にC - N比が高5い、。

4. 根依的御成

準平部の土頭は, 一般に粘士が多く, 

経ﾡ土ない しﾡﾡ加士であ り, 特に BD 羽

B型土ﾡのA/ CProf. 1うは 48 時聞吸水させたが,ほ 

とんど吸水しなない。このため最小容気量が,45%と3Y出され 

た。なお, 2 叫小型 コ ツホ 内で旅した後 3 時間水に浸 

し,そのまま一昼夜放置して 吸水させた。 図の点点の部分 

(27%すゝ がこのとき吸水した量である。

(波積土)が粘質である。これに比して, 開析の進んだ地城では,砂虹てw質)で, Ba 型およびこれに 

類似した未熟土は特に砂が多い。

母材; こよ る相違も明らかで,変政ﾡのうち柄製母, 石里片岩は植質な土以になりやす く,確岩は粗い砂 

ﾡに, また花廃岩は砂質に なりやすい。沟平断忠;の花幽ジ) は Prof.4,11, 12,13,に示したよ うに, 粘土

もかなり多いが, 粗砂と細砂の比を皎べる と,花儼岩の風化物は粗砂が多く,絹空母 •百想片岩のものは

細砂が多い。

5. 理学性(容試組成>

a> B飛土:頭は含水少ななく,はなはだﾡﾡしている。特にAM士はﾡ水性さわめて悪く, 自然状備 

C採販時> ではとんど水を吸収しなない。このため最小容は著しく大きい。よわめて粗徳な土班であ 

る。

bう Bn間士脳は残団士であるが, 秘状橋沿が死しているため預感で, 最小容気量も多い。ﾡ性の土 

出で, 既水性 も選く, Ba 期によ く 似 てい る。

c)Be 土成は極端なつま りmで, A: Mは最小容火がマ fナスになつている。

d> Bn政段試士は, つ主り型で,特にB超は毛管孔随はなはだ小さく, 透水性きわめて悪い 2)。こiれ 

に比して, Br〜C"型ル試士は, 孔助,毛管孔ﾡ2)になス, 近水性2)もさわめてょく, 良好な物理性と 

考えられる。

e Be 土掘 (Prof. S> は士であるが,iくななっているのでつま り型になり, 最小容気量も毛 

W孔価ル 2)も少なた く なっている。

f> B/型土頭は, つまり型で特にB一Iﾡ土頭は物理性懸くはとんど不返水であるが, B-Iﾡ B-I 

型, B-I型のﾡに最小容気量増加し,孔随i, 毛管孔風.壮も順に増し,近水性もまたくなつている。

上, 化学的および理学的性’口は,二ば国型およびその亜型::堆積様式)と儀重な間保を示している。ま 

た, これらの諸性ロは林木の成共ともよくﾡびついているように思われる。すなェわち, スギの鼓も成長の 

よい Be〜c け 型試士 CProf.9> は, ﾡ度最も羽く, 砂換龄度きわめて低く,置換性石灰にすこぶる宮 

t。またこの土頭は化学性ばかりでなく理もはなはだ貴好で, 孔隠お多く,毛管孔隙に富み,過水性 

もすこぶるよい。

しかし,段戸国布林に最もく分布し, ヒ ノキ沿林の対線となつている地平原部の Bp 残磁士は物理 

性びく, 特に下肘土が旭’% 兔話で毛管孔隙に乏しく,また透水性も悪い。またこれらは化学的件口も劣 

る。このため ヒ ノ キの成袋 も不良である。堅後な下阳土が浅く 出る所では ヒ ノ キの成長特に悪く , 十数年 

で成長がとまり,以後はとんど成長していない、林も見られた。このような領向はB型,特にB一I型士 

堪にもよく見られた。

▼総 括

I. 本地域は三河而原の中北部に位し,加留に必川の支流,西北に矢作川の支流が流れ,分水界には•平坦 

地がかなり広く 残されていて,降起準平原の蝇をよく 表わしている。また豊川の各支流は, 中池以下で 

は開折が進み,急像地彩をなしている。両地域は大略 80om. を境にしてわかれ,土班分布の状熊 

も 著しい特微を表わ している。

I. 土歴分布の特後お よ び林木の皮長 と の関係

1ゝ B、型土肌,開術の進んだ地城の本沢にのぞんだﾡ尾ﾡに分布する。きわめて花嫁している。砂質 

のものが多い。ヒ ノ キの生育極端に悪い。

2ゝ BnI土風, 未開析地域の苑頂な足根上にわずかに分布する。モミ,ッガを主とする天然林形を残 

したところが多い。
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3> Bc土掘, 各河川の分を界をなす主要就線上に分布する。技線制:をたいてい半刑でみ ろ。残試, 

第密,= ノ キの皮長不良 C風面地の場命多く ・ 樹形 も 不良),

4> Bn型土ﾡ(残ﾡ 太開師地域の大部分が:この刑で. 段戸国打 抹の？.'那 とも いえる。AM間く, 

B が以下が堅祭,祭師造, 透水 の遅い土域で,ヒノキ の生成 も劣る。

5> Bn刑(ﾡ行士> 普通のBn型土ﾡで, 開所の造んだ地域あるいは平知部の採田谷に多い。ヒノ 

キ の成長良好, ス ギの通林も 可能。

6> Bn〜E型(前士う 開析の進んだ地域にかぎられ山 膵;::; に分布する。スギの最途地である。物理 

性,化染性 と も にはなたはだ良町。

7> Brﾡ五 普通が:多いが,い、!地では, f開を多量に令み、が:らも工管孔随少 , 

つ生り型で, スギの成：Iをも妙阳は良好で:ス力:,源次おとろえる傾向があみ。

s> Bk 型およびG型土壌 未開析地域の平地は多く湿地をい, ゲライ化され, そのル辺部も下ル 

土が不透水な ため,過起 となつている ので両者を一過 し た ・ 林本の坐市は ・ わめて恋い。

9> PnI-PnHﾡ土諸 仙億な増形の本沢にのぞんだ岩石尾ﾡにわずか.に分布する。沿林不ﾡ, 天総 

林相を持つ とこ ろでは, コウヤマキ・ ヒノキ・ヤマグルマ・シャクナ"が生育 していえ

10 B!型土ﾡ ﾡヶ原平ﾡ部に広く分布する。B/ﾡを次の3っのﾡに細分した。

aう B-I <山IR動の> 起伏症の少ない、花燃岩の残丘の熱問Wiに分布する。ずc川い・Aルく,BMF以下, 

ﾡ口,照密, massive, 透水性きわめて遅 く •化学性 も懣い。ヒノキの成に 老 しく 不央。

bう BI <中腹I 斜に広く分布する普通の B/士:で,物ﾡ性のやや良町な A, 附ができて 

いるが, A: a <真収>以下が:堅密不過た, ヒ ノキの成長央く い。

c B/-H<山I理 山I部の"士。やや海洞。 Aﾡの物羽良好, ヒノキの成長艮。
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Soils ofthe DAND。 National Forest.

<NAGOYA Rerional ForestryOffice>

Yoshihisn Mashimo and Tetstshige KUBO

CResume>

1. The surveycd area, Dand。 NationalForest, Aichi Prefecture, is about G,200ia. in extent. 
Ilevations vary from 500J.. t。 1,100ii. al:ove sea level.

some part ofthis arca, higler than S00ii., is peneplain and the lower part is steeP CNla- 

ture stageン.

2. Almost nl!parts of this area lave been artificially regenerated by planting of Hiroki 
CChaiiaccyParis ob/usa> and in part by Sugi <CryPtoiierid jaPoiticdう.

3. So:ls on the peneplain are clayey and compact, but those on the stcep area are Sandy, 

gravely ard IorOuS.
4. the greater part of the soils belorg to the brown forest soil, and partly black soil, 

podzolised soil and gleysoil are developed.
5. laich type of soil is distributed as follows: -

a Bn-, Bc-, Bi- (compact), B::-soils (compact； and gley-soil occupy the peneplain area.
b B.一, Bi-(porous>, Br-soils CporOuSフ andlIodzolised soil are seen on the steeP are・

6. Intimate relationships betwecn typcs of soil ai.d plants growth arc found as follows：-
a) B.-, Bii-soil (dried browu soil> nd podzolised soil are the poorest sites tor plants.

b) Bc-, Bn-soil (compact) aund black soil are poor for plants.
c Bi-soil Cporousう and B:-soilare good for plants.

7 Some chemical and physical properties of the soils are given inTablel, 2 and FiS• 16.



—Plate 1—

Phot. 1 BA-soil (Prof. 1) Phot. 2 Prof.1 付近の ヒ ノ キ人工林 

HINOKI CChamaccyParis obusa> 
artificial forest on B-soil (Prof.1

Phot.4 Prof. 2 付近のッガ天然林Phot. 3 Bn-soil (Prof. 2
TSUGA (Tsuga sicboldii Natural 
forest on Bit-soil. (Prof. 2)



一Plate 2-
-Plate 3-

Phot. 5 Bc-soil (CProf. 3 Phot. 6 Prof. 3 付近の ヒノキ 人林

HINOKI CChamaecyParis obtusaD 
artificial forest on Bc-soil (Prof. 3)

Phot. 9 Bi>-soil (Prof. 5>

Phot. 7 Bu-soil (Prof.4> Phot. 8 Prof 4.付近の ヒ ノ キ人工林

HINOKI <ChamaecyParis obtusa) 
artificial forest on BD-soil (Prof. 4

Phot.10 Prof. 5 付近の ヒ ノ キ人工林 
地 ヒカゲノカズラ

HINOKI CChamaecyparis obtusa> 
artificial forest on B»-soil <Prof. 5 
ground flora CLJcoPodium. clavatuwt f. 
ibbonticumう

Phot. 11 Bn-soil(Prof. 6> Phot. 12 Prof. 6 付近の ヒ ノ キ人工林

HINOKI (ChamaecyParis oblusa) 
artificial forest on Bn-soil (Prof. 6>



—Plate 4- —Plate 5—

Phot. 14Prof. 7 付近のスギ人工林ド

SUGi CCryPtcmcria jaPonica> artificial

Phot.18 Prof. 9 付近のスギ人工林

SUGI<CryPtomtcric jahonica)artificial 
forest on B::-Soil <Prof. 9

Phot. 13 Bn-soil <Prof. 7 Phot.17 Br-soil (Prof. 9>

forest on Bu-soil.(Prof. 7

Phot. 15 BK-Soil (Prof. 8) Phot. 16 Prof. 8 付近のスギ人工林

SUGI (Cryploneria jatontica> artificial
forest on Bi:-soil (Prof. 8

Phot. 19 Pun-soil (Piof. io) Phot. 20 Prof. 10 付近の天然林

Natural forest on Pi>H-soil (Prof 10).
TsUGA CTsugaSicboldii)
SAWARA (Chayaccyharis Picifera>
YANAGURUMA <Trochodeitdron aralio- 

des> etc.



—Plate 6— —Plate 7—

Phot. 21 BIr-soil (Prof.1lン Phot. 22 Prof. 11 付近の ヒ ノキ人工林

HINOKI (CCIaiiaecyharisoblusaう 
artificial forest on BIr-soil.(Prof. 11>

Phot. 25 B/H-soil (Prof.13う Phot. 26 Prof. 13 付近の と ノキ人工林

HINoKI <Cham.ccyParis ob/usaD
artificial forest on B/in-soil. (Prof. 13)

Phot. 23 BII-soil (Prof.12) Phot. 24 Prof. 12 付近の ヒ ノ キ人工林

HINOKI (ChamaecyParis obtusa> 
artificial forest on RI-soil.(Prof. 12

Phot. 27 Blu-soil (Prof. 14フ Phot. 28 Prof. 14付近の と ノキ人工林

HINOKI CChaJiaccyParis ob/usaう
artificial forest on B/m-soil. (Prof.14)
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I 調査区域の概況

A・ 位 置

この経営区はFig.1 に示ナよ うに破 ユリ. 皿南照,北統 35°15'～35-27', 東経 137°17～13739'にあつ 

て,大小5団地の国イは台市』10,017.66 

ha である。そのうち帝イ川売,中沖J, 

P木Uﾡ,上村山の各田行林 C1l9,131.22 

ha> は一 壊となつて忠那山境に,他の小 

団地―浜山,ホi山, 一田国有林 C366.17 

ムク),明知国イ林(130.51haう,I国イ林 

(149.72haう,小里国布林 C238. S3 Jia) —— 

は丘改地ﾡに位回する。

B. 気 候

こ の調区域の気候条件はTable 1 に示す 

とおり一である。4降Hitは,地山団地では 

2,500-3,000m:m, ﾡ山, 水i山団地では 

2,000〜2,5000ァ:., 他の小団地では 2,000 

m:.である。また,L那山団地でよ4, 5, 6

月に降種や西明が多い、。年平均久通は池那山団地では 11°C前後, 他の小団地では、13～15°Cである。 

風向は春季 Nw-SW, 更期 NW-SW-S, 秋期 NW-SW, 多期 N-NWである。

C. 地質および地形

(1 ) 地 ﾡ

消期山団地の大半を占めるのは花は岩類で,U勝山, ﾡ山およ び阿品の上部に花雌ﾡﾡお:よび石英斑岩 

が分行 している。古生岡はU耶山商部の中取やﾡ山およ び阿ﾡの商北中度部に比桜的広 く分布し, 合川, 

こ節ヶ入および内木茂域にも小部分介在している。節三記層はわずかに白井択沢上部のﾡに見らiれる。L 

山団地の作磁岩は主と して バエ二 凝疚” 明安花陽おおよび両.,".：.第である。古;生尚は、頁始・粘板料・ 

砂岩 ・ 角岩およ び変成岩で,中川流域の一と沢・ 岡カ リ 谷および内協本谷では行灰岩が介在する。

水あ山およ び城山 I団地は大部分が級忠燃岩で,花協i営 と 占生/がわずかに分布し,並 た水品山付 

近には不ずﾡ岩が分布している。第 記は木ノ 実峠付近 と 富田 付近に分布する。

明知 •小原便地はいずれ も花除岩である。

小川国布林は花脳岩5よ び古生ﾡ (砂> で上部尾根に第三紀的が分布する。

2) 地 形

放山団地は落合地呼から三階山で 2,000»:前後の ドーム型の民ﾡおよび年期前の凸形山取を連 

ねているが, 三階山か、らﾡ子山・ ﾡ山・ 円品・ 三森山 ・ 掃木沢山 ・ 荒ヶ峰山とその支脈にゆ くにしたがつ 

てしだいに低く なり・ ドームの小起伏の多い幼年期的地形を形成している。中津川流域の下部は最も開術 

が進んで上地域と対象的である。商部地域は飯田洞川流域の白井沢 ・ 阿岳 •令川の一部忆侵蝕の盛んな



—32 — 林野土ﾡ託査報告 第6ラ 経営区の土頭 (i野 ・谷H> -33-

ところがあるが:, 一殺に多少開析され 

た幼年期緩斜地形である。Fig.2 に示 

した地形成長曲線から推楽されるよ う 

に中神津川域とそれ以外の地域は侵ﾡ 

状びや地形が興ななっている。

数山・ ホg山 (商扱商5 500-960 
は山頂お よ び設線に ド ーム地形が残つ 

ているが,山ﾡは侵触をと受けてﾡが多 

い。

明知 ・・ 小川は丘陵地形で,小 

mの一部には壮年期的地形がみ られる。

D. 地表の形状

地の形状を次の うに分けて説明する。

区分」 地 表 の 形 状

I 認傾iaのie供および微券で地表の移」が、らiれicい.。

I 傾斜iで地求の移動は少ない。

mI 地表お よ び土打q の 侵触の いちじるしい急親地。

N 41l下部の山地および河"び地で地求の移動はない。

(1ン 帝合川域

この流域はいわゆるシラナギの崩壊地のあるところで,2林証の中段級斜地以外は国i地が多い。文化 

4年シラナギの大ﾡで釜沢川の大ﾡ通をお こし,ま た近年では昭和 7 年 8 月 の豪問に よ る山沙場, 製 

在も小規撲な崩壊が行われている。シラナギ別数地以外も岩石地が:多く, 1林びの下部はﾡ生によつて安交 

定しているが, 石英責岩の人頭大岩片の団による ものである。その該区域は約96aiにおよんでいる。

c2 中神洋川識域

I はﾡ斜度30°以下で,上部の尾根筋や中取識線お よ び上地域の下部後線にス ら れ, 大半のa岡iが I 

で30～40° ○傾斜である。岡カ り谷および一と沢の下部合流点付近 (8・13 林事 と地獄谷の真布 (37 

林則6 は特に地表,土ﾡ, 逃ともにや地こりがい、ちじるしく, かつ広範囲にわたつている。これら 

は川に属し傾斜35～45°におよんでいる。前記以外にも崩地二りは局部的には随所にみられる。最近 

役採地の羽度の地二りが設※されているが, こ北は主として花ﾡ岩地"の大ﾡ面だけに限られている。 

37林班のtノ キ人工林では古生旭土ﾡが、花ﾡ岩の上をたってかなりェ欠拠を起している。また,-一之沢上 

部の 10 林証には石英斑岩の機供的なな風化によつて山を起している岡がある。IVは傾斜 30°以下で 

ある。

(3う 円木川域

一般に!が多く傾針303以下である。IIは中津川読域と進って山ﾡが短く傾430°以下である。しか 

し,用 面下部の傾斜地では多少の表面使敷がみられ る。Iはロ ク ・沢・ 辻ヶ沢の親面に若ドその傾向がみ 

られるだけで, 地りやはほとんどない。IVは型沢・阿木本谷に広くみられる。

(1ン 飯田河川流ﾡ

: *上流夏戸峠付近か、ら叫木川流域との堺 ・ラ谷・岩ヶ谷の上部りにわたつて!が 

布！•さらに所谷 I 二 ヽ親いてい る。山Iが短く 丁度模を伏せた よ う なな地形で, ほとん どが報徴の花 

尚岩であるために各面下部い〜ずiれもmに, 傾斜 352J下の斜面や山I開のつ長い、新はIに属する。領針 

10°J1 上の各miは林班のﾡ所にイF在し, 英画侵触ない、し小拠ﾡの欠談を起している。52, 53, 56おょび 

57 林班には砂び工:やﾡ林によつて一前的なな防止に成功した簡もあるが, いぜんとしてこれらの位便は 

進行している。Iはイ バラ谷上部の沢/,桃木河の斜下部と沢器しの増武地にみられる。

「/谷の大さい尾損筋 なない、しも針でiに風し, フジ小出沢および可木Iからジンキ洞・大フカ沢 

にかけて部分的に皿を介在するが,細斜30°以x下の命価iIlに風する。阿品本谷上流地域は, 層でH 

纤 15〜50 のakにﾡi地を形山し, 卜部的9に小規ビにﾡが行われている。一眼花幌岩の受働第面が多 

く,特に65林I,フジ小ﾡ南市から三林沢・ヒリウ沢にかけては傾斜35～503ィ ,随 に受性 

によ る小期送地が発生している。傾斜30-35 の斜面は粒化した花博心理化物. が堆積 して,やや安定な土 

ﾡ化したものもあるが, 多く ほいぜん不安定で未熟な土壇 断面を示して いる。NはF都本谷に添った 6, 

64,66および 70 林班の斜面下部や平地にみられる。

前ヶ入沢は,ドI卜沢・『に比べてmが少ななく, 受触斜の下部に小部分現われているにすぎない。一 

ﾡにIIに属し, また沢添いにはNが多い。

c5) 合川流域

上部は1およびIであるが, 下流部 s9 および 90 ] Iiの中D以下はﾡ散花機岩の設械的な風 

化による名像な岩不地を形成している。中流地域から奥の山頭にかけて局所的にmが型われて小崩壊地を 

つくつている。

(6 その他の小団地

城山 •水品山 •常田は ドームの'" に1が,(斜面iにIが,沢の奥の急斜地にIがみられる。北 

面の 100,101, 102,103 班の下部および110項の木ノ災峠付近は押出ないしはﾡ徴したものか, ま 

たはﾡ 紀の丘肉地形で地炎は安定している。

小 ・明知・ilの花脚沿の受触斜画下部はmIに属し, 小の小崩ﾡ地は花端岩・生ﾡと もにみられ 

るが, がいしてIに原する。

E. 林 況

本経営区全面試の約37%, 3,7002 が人工林で, 天然林は 54%, 5,400h0である。また竹林5hcが 

富田国有林にイ在する。

人工林では ス ギが 220a で人:林の約 6%, ヒ ノ キは 3,200 ha で約 85%, カ ラ マツが 37 ha で約 

1% を占め, その他アカマツが:200ル2で的5%のはか, クロマッ, クリ, サワラの造林池が小面秋ある 

が, ヒメコマッ, モミ,ツガ,サワラ, その他の広优描が仕入している。

明治 25 年に城山 てスギを植新していらい,かェ り大而旅に ヒ ノキの就栽が行われたが,最近ではカ ラ 

マッの 殖裁が積極的に 行われて いる。造林地のは額は沢ﾡのル試地 を除いて 一般に不Rで お る。

犬然林は.も那山団地ではダケモミ ・ツガを主と しその他の針葉樹ではサ ワ ラ,トウ tが多く , 広葉ﾡで 

はブ, ミ ズナラ, ミ ズメにつでカェデﾡが多い。林常は 140-200年,平均 170 年前後,hg 当りの 

苦積は100 -300 ノガ,平均 200 パ であ る。一般に林相は政西で殊に峯筋は脚開し無立木地やサ ッ 生地 もス、
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られる。地には金地域にわたつてフシブトザサたどのササ頑が優茂している。茨山・小』・ 

国有林は市高:900m 以下の武認な地城で7 カーッ, ヒ メ コマッ,ヒ ノ キが:大半を占め, 広葉市ク り, 

ナラ類が主でカシ, シイなどの入も少なくない。

I 調査および分析の方法

A. 調査および土壌の分題

こ の許在は国有林林野土単調方書(改訂楽>に悲いてとりまと めた。

ﾡ地区内の搭合U那および中遺票の上流ﾡ部は跡交因ﾡなために他の地区に比べて調子のﾡ『をお 

とした。ま た植生, 地形 どの付#がはすべて日測に よ った。

B. 空内実験

ﾡ化挙分析は次の %の外は森林土型語イ方法法書に よ って行った。

pH……ァ ンチモンﾡを用いた。A および B,愕は 2.5 倍,Hﾡは5倍量の添流小を加えて 1 時げ歩

した。

ﾡ株損央量... 風究田土1g を壊禍て出無し,その改量からﾡ席細土の水分量をむじて総損失lとし

*:。ﾡ業後の <NH,.CO. ﾡ和治液処那は行わっなかった。

c. 土壌図の作製

前記の訴結果にがいて 20,000 5の 1 地形図に各土頭型の分布ﾡ囲を岡示した。図示力法は国林# 

野土ﾡが査方法法書 (改前案> によった。

ロ 土壌型の種類と性質

A. 土壇断面の形ﾡ

訳査が孔 2G3 価所の う ちお もなもの を各土壌郡別にあげる と次のとおりである。

植生訳在: C10ッ:* 10:はが益の範囲を示し,高5木階の各団間につい、ては胸み面ﾡ Cem:ン, 世くッウ 

および本数を記載した。たとえば, 15*10C2 ンは15c7:*10m:C2 本うである。また低木階, 木および地炎 

階はﾡ物名 と出現頻度を示した。 ・

ProfileNo.37 残積(Fig.3ゝ CBA型土頭ン

位置 岐品県中津川市大学字中川字U那山 中津地 35 林班。

地形 根くFb,ン": 傾斜 35う, 方位 N, 海高5 1,000.., 母材料 花幌豺。

林相 ヒノキ,ツガ, ヒバの天然林。

L 1-2cm: ブナ,ホホノキ, ミネカエア,tバ, コブシの新鮮な諾葉。

F 3-4c: 腐朽ﾡ, 商に雌積, 細根多。

II 3 4cm: 市な粉状なないし救状, 潤,僅少の照。

A 5 7cn: 怨橙一演平色*,,  細い粒状横沿,砂土, 後,小陽多,根系ばッガ, ヒバが多い。

'1 ﾡ性補ﾡ森材士(傾斜地

*2 地形区分は p. 65 参照 <以下同様)

・3 色名は枳準色名帳 <東京営林局) を用いた。

那経営区の土型 (向野 ・ 谷ロン -35 -

R:根5:イG: 石秋土

Fig. 3 Prof. No. 37 B.、-soil.

B 25-2Scm: 淡位一京樋空, 粒状術述, 砂土,単,$こ, 中 

河根多,小附に富む。

C,明性一賞平色, 腕弱な花屈岩笈化物て根系の分布はない。

請生〔10n:*10.:

ヒノキ 17*12 く1う,S-10*7 〔2>,ツガ ミ0*32 て1う,10*  

25〔1う,24--28*1S  20 1 2), 6-SX3-6 C2), とパ 29*27  

(1う,16*12(1 ン, 6S*5-6C2 う,4*2.5-1.5(3 う, り ョ 

ウプ 9*10 こ1ゝ,4-5*4-5(2 ン, ソョゴ 10xSel),17x7 

<1ン, プナ 17*15-20(2 う, ハウチワカェデ 7*6 く1う。

コハウチワカエデCr* ン, コプシCa* ン, ミネカエデCva"ン, コハ 

クウンボク(aン, コシアブラ 8・), ミヤマシキミCrン,コバノ 

トネリ=(rう, モミ<rう, リョウブ(fン, アセビス。〕,ブナ

<r>, ウラジロョウラク(rン,ツガ稚樹<o, ヒバ稚ﾡ(a>, ヒノキﾡﾡ<rう, モミ稚ﾡ(O, ミ 

ネカエ デ稚樹 Cvaン, シシガシラ てre

Profiie No. 158 残試土 cFig.4う (B、土ﾡう

位l 岐 阜 県恵那郡本郷村大字富田 水出出国有林 103 林い・小班。

地形 極針山(Fa.ゝ. 何斜 203, 方位 N4o?w, 市扱商5 600x, 母材科 花樹岩。

林相 = ノ キ不央造林地 C22～40年う。

L 2cm: カマッ, ヒノキ, アせビ,リョウプの諾葉。

F 1-2c: 関朽ﾡ,層状に推ﾡ, 毛供多。

H 0-5c: 田一責ﾡ色, 粒状, 監, 乾,細毛摂密, とこ

ろによつては H を全く欠除することがある。

N 5cw. 除-黄纯包,普状, 送, 典,紀毛根多,空誠をみ 

ることがある。

B 23cm: 請貨一t色ない、し暗ﾡ一賞色, 都分的にをあみい 

は軟,粒状情込, 上部に弱い塊状描造がみられる, 

砂ﾡ頭土, 石風に乏しい,中細根多。

Cl 出後ないし黄色,程卷な砂底土, 一純。

植生〔10m:*10: コ

ヒノキ 9-11*6<3,7-8X5(7,3-5X3  5〔7う, ヒメコマツ 6 S*5-7(8,3-X3-

4(3, アカマッ 20*8<1 う, ッガ 2x2.5 CD, ャマウルシ 1-2*3-4(4 う, ダンコウバイ 1 

*3(7o

スズクケ(aう, アセビ(fう, クロソョゴ〔fン,ツがCo, リョウブ(0う.ウラジロョウラクC0ン, 

イヌツゲ(oう, ヒノキ Cr), ッョ ゴ Cr), ムシカリ Cr, グンコウパイ <r, ナンキンナナカマド 

Cr, バイ カッッジ Crン, オオパスノキ Cr>, シシガシラCr>。

Va さわめて多, a...... 多, f……中問, o........少, r....... 稲
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Profile No.194 残桜土 CFig. 5う (B土ﾡ

倒K 岐血県土似稲津村小 小用121材

地形 板絡な足出 が返) 領斜 16, バに S18W, 

林相 アカマッ, ネズミサシの般生する防火線。

海5 こ00:, 母村 第三:おこパie

価生 C10m:*10m:〕

ヒノキ 20-23*12-15(2う, 12-14*8-13<8>, 7-10*5-9(3う, 3-5 x.1-5 C?), とメ=マ

ッ 32*17(1う,17-21*11-14(2う, コシアブラ 12*10〔1う,7-9*S-10(2う,3*6(1う, ク 

uソョゴ 5-7*5-6(2う, 3-4*4-5(2>, シャクナゲ S*4(1>, 3-5*3-4(17う, ミズメ

Fig. 5 Prof. No. 194 B-soil.

F-H 1 c: カマッの 技ﾡ訓 く 推積,部分的に朽状の

H。

A-<M> 2-3 cn: 歯糸第は図 X で:i•ない,細散状いし徴 

堀沿, , 亜ﾡﾡ土ﾡ, 乾, 商し。

B 22cn: 資I一賞徳色でや定ず球をけびる, ﾡ状慨 

沿, やg, 下部は上部に比べてﾡ密, , 亜知ﾡ 

甲土, 石商なし。

C, 12cル: 4:場, ﾡ内報色, 堅,潤,亜地寛加土,

根系わずかに分布,石礫は少ない。-

C: 30cm+ 石iw, 風化の進んだ ほかい ゆみ および際

方と片岩,角泊の円祿,熱土の例ですこぶる限密。

植生〔5m:*5m.〕

アカマツ«城生。), ネズミサシCﾡ生○う, ソョゴ(oう,

ミヤコザサ«a) ヒサカキ(oう, トウゴク ミッバッッジ(0), 

ネジキ(0う, スノキてrン, イヌッゲC0う, セビてrう, モ 

チッッジ(rう, サカキ(rう, ススキ e£ ). ハナゴケ(oう,キ

2*4 C1うo

フシブトザサ <f,ハイ シキミ 〔fンo

Profile Ne. 2CS 残ぞ土 <Fig. 7)

ゴケ(r>。

Profile No. 50 残上 CFig. 6) (BI リﾡ1

CR

10

20

30

40-

5

60-

0
R:根 Gn:花は労の風した 
砂土: Bl:拠状沿

Fig. 6 Prof. No. 50 Bn-soil.

位 ﾡ』送郡別木村大学可木九 「木45 林班: 

地形 中腹くFb.ン, 傾斜 25, ガ位 S10'E, 海校が5 

1,420., 母材料 花機岩。

林相 ヒノキ,ヒメコマ ッの天然林 (=次林う。

L 2cm: ヒメコマツ, フシブトザサの 菜葉枝およびシャク

ナゲ,コシブラの葉。

F 2cn 勝朽ﾡ, 黄色の荷糸がある.

H 2-3cm 然黄-後平色,団粒状,黄色の閃糸がある。

A 6cm: 浜一真商色なない、し黒貨一協平色, 粒状構池に団

&状情泊をまじえ, 憲,石識にとぼしい。亜ﾡﾡﾡ士, 

中細棋多。

B 22cw. ﾡ協一真祉色, 紋状構造,敝,i, 石ﾡ, 細砂 

質頭土, 根はB超まで分布。

C, 40cm+ 明性一平色, 花幌岩の砂燃土,堅,洞。

R:根 S!:不
S.: 風化の進んだ布

C :粘:パ
Fig. 7 Prof. No. 208 BI-Soil.

{.置 酸草県土触郡福津村大字小里 小星 120 林氏。

地形 4根(Fasう, 区斜 1s, 方位 N40W, 技高 

510.., 母村料 第三記ﾡ。

#相 ア カ マッ を主 と した天然林の伐採雌。

L 0-1 cn: リロウブ, ソョ ゴの搭ﾡ, 多少表「I:侵能を受け 

ていると思われる。

B, 22c: ほ― 黄色,粒状柄造,怪堰土,やや野,問, 径 

5 cm以下の堅い円範を含む。

B: 22cw: 淡賞版一賞福色, 特別のM造は認められない,砂 

ﾡﾡ土, 堅,品, 根はほとんどなく,石ﾡはﾡ化の進ん 

だ砂岩がやや多い。

c 式一賞色, 基土, ﾡ,問, 石岡は軟弱化した砂岩 (S.う

と 義で創れる秘度の風化砂岩 cS, がある。

柚生 C10o:*10m:
カマッ(般生1m:以下f-aう, スズタケCaン, ソョゴ〔fン, 

ィヌッゲ(fう,TセビCoう, とサカキ(0ン,リョウブ(oン, 

サルトリイバラ(0)マルパノキ CO), スノキ(0ン, ヨナク 

cr, クリ crう, コァジサイ <rン, ネジキ crン, サワフタギ 

cr, シロモジ(rン, トウゴクミツバッツジ(rン, ススキ 

cf), ショウジョウパカマ(0う, サルマメく0う, クルマバハ

グマ(0ン, コウヤボウキてr, ササュリ <rン, ワラビてrう。

Profile No. 98 浅式土 CFig. 8う CBIcW 型土』ン*!

位置 彼県照川那識上村学字上村山 上村恵那 73 林班。

地形 昭根(Fa) 傾納 30, 方位 sso°E, 都扱高 1,100w:, 母材料 花機岩。

林相 天然林の伐期也,フシブトザサ1.5m: (vaう。

L 1-5cm: ブナ, ブシブトザサの菜桀。

F 1 C: 商朽ず。

F-H1-2 cn: H を部分 的に 混える層朽我。

A 5-6cn: 暗証一ﾡ色, 弱度の粒状構造,品, 頭土, 石繰少なくササの根が特に多い, B.

*1 性初色森林: (級斜地
1 やや性な Bn型リ土掘
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B

超との推移状態は不整で判。

27cn: 暗協一賞平色, 阳度の粒状榊砧を呈し,敗, こ, 

石路ななし, 亜切ﾡ団士,中田慣多。

30ci協一賞色ない.しロ田一賞平色, カべ状。ﾡ,t, 

石同少なく, 細砂ダ頭士ない・しﾡ区頭土,中田損::こ 

の他までである。

歴一黄色な いし湯 曜一黄バ ・問色,係,小

砂R量土。

Profile No.1 士 CFig. 9) <Bi; >*1

位武 候*-県中津ル而大字中部川 中沖遺那7 班ヨ小班。

地形 斜I下部 CFc> 傾番 30, ガ s30w, 海拔

850:, 母材料 花岩。

林相

F-H

R:根 Or: 有桜物
Fig. 8 Prof. No. 98 Buw-soil.

ス ギﾡ叔地 C15-17年う。

3-5cn: スギの落類。

3-6c: 勝朽斐とHのつたもので,Hは上部.ま細粉状 

下部は団粒状。

16-20 cn: 上部はﾡ ・黒協一賞色 なない、し川協赤一位契 

t, 団粒状沿, 下部は撤, 暗田賞一位鈍色, 羽座の

ジャノミズCr,オカトラノオCr, カナクギノキCrン, タジノキ Cr), シラクチヅンてr, ツル 

ウメモドキてrン,アカソてrン, クチスミレ(rン, フジ(rン, キイチゴCrうe

Profile No. 125 崩曲士 <Fig. 10> CBn土団>

位t A支LL規郡上村字上村山 上村那 S」林項い小班。

Or:有機物
Fig. 9 Porf. No. 1 BJ-soil.

ぢ状べ造, 品., 砂質顕土, 石/は少ない,中徳根多, 

Blと のlに スギ枝葉の粗快飮を混えた薄いとが介住 

する。

B 7-10の" 黒険-黄色,カべ状,軟,混,五の少ない砂 

土,根系多少あり。

A' 17-24 c: ハ収一賞賞浜色に式状の暗協一賞ねきお り, 

カベ状,温,棋系若P, 石際少なく砂土。

B' 30-38cn 濃根―黄平色,カベ状,整,湿,砂士,石保 

多, 若干の細ﾡ分布,関朽ﾡのル囲に有根物がみ退。

C, 花偉岩の風化砂除

ﾡ生 C10m:*10〕

スギ C後法のﾡﾡ折解を参照。

ムラサキシキブCrン, スズクケくrン, ハクウンボク(rン, 

カマッカてrン, イヌガヤCrン, ハリギリ Crン, ミネバッCrン, 

コアジサイCrン, ミズナラCrン, YマモミジCrン, コバノト 

ネリコ Crン, ヤマアジサイ Cr>, アオハグ(rン, ヤマボウシ 

Crン, スルデCrン, フジキCr, ツルニンジン(o,ヤマジ 

ノホトトギスCoゝ,チヂミザサ(oう, イクドリCoう, ギョウ

地形 沢CFc.う, 傾 35°, 方位 N26°E, 河抜5

1,220.., 母材料 花道岩に古生制が強漬 した もの。

林相 ヒノキ, カラマッの 前求地 C16-18年) ・

L 4cn: トチ, チドリノキ, ブナ, ミズナラ, カラマッの請 

ﾡな諾葉。

F 2c:ビ朽ﾡ。

A, 9c 暗椎史一楣鍾色,団粒状捕造,勝, 湿,砂質用土, 

a 2cw以下の花端ﾡおよび片麻岩の際を合む, 

太中根多,カラマ ッの外生菌ﾡがある。

ヘ, i6ow. a品x-tEne, カベ状,ぬ 弘, 砂取風士・ 径 

30cn:以下の柱, 板状の 片席岩 多く,花尚岩の迷片をわ 

ずかに合む, 中知映多,B畑への推移は不明歌。

B 36cw 魚播-黄色,カバ状,軟,溟,砂質塩塩土,d 

5e:以下の花機料多く,片麻岩の岩片が少量,上部 

に若干の根系分布,C,への推移は不明識。

c, 黄懐_黄色,径 5c”； 以下の花強岩の岩片すこぶる多く, 

ﾡﾡな砂部土, 品。

B

R:根 S:石
ENI: 外生営棋

Cr: 団粒状過

*1 逆潤褐担能林土

Az

Fig 10. Prof. No. 125. Bd-sojI.

植生〔101X10が〕

カラマッ 16*10(1, 8-10*7-8(2う, ヒノキ 5-7x4.5-5 C3), サワグルミ 2-3X3--4

(2ゝ,ホホノキ 2X3C1), チドリノキ 2-4*3-4(3う。

チドリノキ(o), ニワトコC「ン, リョウプく『ン, トネリゴ 

9, クマシデCr,リョウメンシグCTン, ジュウモンジシグ 

(rン, ク=ッバ(rう, ヘビノネゴザ(「ン, ヘラチョウチンゴケ 

Crン, マンネンゴケ <fう。

pronieNo. 239 崩説土 cFig.11> (Bi 型士頭ン"

位帆 ﾡR県座断上村学上村山 上村護売 56 林班ろ小ﾡ

地形 中度(Fb.), 傾斜40°, 方位 S, 海抜高。

740w., 母材料 花端着。

林相 ヒノキ植最地(59-60年う, モミ,ツガの塩樹多がく, 

クリ, アセビ, ミズナラ, クロモジ, コアジサイ, スズタケなど 

が4生帝。

L-II 1cm: ヒノキの落枝葉,地表に課がある。

Cr, ヤマアジサイ CF, キイチゴ

Cr, テバコモミジガサ(rゝ, イノデ

R:根 S:石

G : 石株土 N : 堅県状柄迫

Fig.11 Prof. No. 239. Bn()-soil.

"1 やや性の BD 型上ﾡ
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Al 5cn:黒一賞浜色, 粒状構造,敝たいしやや豕,調ないしゃや競, 阳羅の多い眇口用土,中細黑 

多。
A: 5cn:ﾡ一賞色,粒状順ﾡで一部に堅果状橋沿が:ある, やや秋,刑, 細解の多い砂貿」土’ 中田 

ﾡ多。

B 20:w 暗位一人徳包,特別のい沿を認めない,軟, 洞, 細際の多い・砂商で供系の分布は少cい。

CI 半風化の花M岩砂群。

Profile No. 166 土 CFig.12ン (BI") 型土掘

ft盤 般単県1郡本郷村大学字宿田学永i山 100 休班。

地形 出地<Fe,), 傾斜 153, ガ(: N80-E, 両数で 650:, 母村料 花ﾡ端。

林相 ヒノキ を主 とす るスギ,アカマッ,ヒノコマ ッの天然林で生ﾡ良好, 無樹の発生が多い。

L 新祥な ヒノキ枝葉が散在。

F 2-4c 腐朽満, 細損多。

H 1-1.5cm: N状 <団粒状をえるう, 久力 表向技候を受 

けた形がある。

A 1-5cn: 無橙一期R 色,粒状構造, ィi際の少ない

砂貢植度土。

B 20 36cm: m証一賞色, 特別の4池を当めない, 砂ﾡ知 

出土, やや墜C軟部ありン, , 花拠の逃命や半風化 

状の行際を提える。

A' 56-58cn: 黒®一買黄濁色, 石礫の少ない■質機城土,ﾡ 

i, カべ状 a$; に格色の塊状構造がある)。

B' 22-32cm: 無松一•火色 と 白 I登ー黄巡りが交膚,カベ状, 軟, 

通, 膜を含む砂質埴壊土。

C, 眼 黄色,高, 商, 径 15cn: 以下の 石 院多,E取規士。

植生〔30.:*30m:
ヒノキ 35-45*23-28C6う, 25-30*25 27C13う, 20-25 

X23-26 C1D, 16-20*22-26C8う, スギ 35-40*27て2う, 

30-35*23-28く5),25*27(2う, 20x20 26て5う, カマ 

ッ 38x21-26 C2う, ヒメコマツ 31-36*25-27 C3う。

R:供 S:石i
Bl :塊状柄沿 Sf ： 部

Fig. 12 Prof. No.166 BiC)-soil.

ツクバネCaう, セビ(aう, バイカッツジCaう, スズクケef-1* り, ヒノキCa, クロソョゴCf-, 

ヤマウルシ(fン, ムシカリ Co, クカノツメCo, マルパノキCoう, ヒメコマッ Co). スギCoう, ノ 

リウッギくoン, コシアプラエ。), ネジキCoう, ナンキンナナカマドCoン,ツCoう, ホッッジてoう, 

ウラジロ引ウラクCr, スノキ(rン, サルトリイバラCrう, リョウブCrン, ハイシキョ Crン, イヌッ

ゲCF,クリ(『,コックバネCrン, オハグC『, コデジサイCFン, グクロモジC『う, タムシパ 

Cr>, ホホノキCr, ソョゴてrン, ミネカエヂCrン, アカマッCr。

ツルア リ ドホシ Ca>, シシガシラ Co, ショウジョィウバパカマ Cr,ツルリンドウ Cr>, ジンパイ ソ

1 1……济生

恵那近営区の土理 <前野 ・ 谷ン

ウ(r>, ホク・<rン, ススキCrン. エ ビヅル C r>s

Profile No.4S 残式土 CFig. 13う BE 型土第>

( 改 " 県恵財例 木村大字河木 内本恵売 44 林班。

地形 中ﾡ下部CFb,, 領年 23, 方位: s20W.

両数る 1,220..., 母材料 花関4。

相 ヒノキﾡ裁地C23〜27年)

F-II 2cm: フシブトザサのﾡおよび ヒ ノ キのﾡ葉のﾡ朽物 

にHを 祈ドえ る,地表は期い 出他を 受けて いる よ 

うである。

A Gcn: 昭股一黄濁造ないし煦ほ一共平色,空区多, 大 

刑の因粒状構造,感, 起, 1減の少ないﾡ士, キハ 

グの根多,上部;こササの枯死茎。

A: 17c: 暗後一黄平色ないし濃協一黄淡色,大型の団

粒状問辺,ﾡ, , ﾡ士, 石w少ない, おﾡの班 

に腐価か滲入 して おり,キハ グの中田供多。

B, 30c: 賞茶色, カべ状,吹, 起, 石成少, 壊土ない 

し亜ﾡ出士, 界 系 0 分 布 削 少。

B: 67e:+ l一賞平色, カべ状, 載, . 堀ﾡ望士, 

根系はほとんどない。

植生 C10.*10ッ:コ

ヒノキ 16-18*10-13C5ン, 12-14XU C3), s- 

10*8-9く3う,キハダ 9-11*12て2う, 5*8-10<2ゝ, 

エゴノキ 5*7C1ン, ミズキ 4*8て1う。

フシブトザサC1.5m:うCaう, ムラサキシキブてrン, ッ 

ルデマリ Cr)0

Profle No. 68 削武士 CFig. 14 <ﾡ供士)

位区 彼県県Uの部府木村大字河木 内木山那44林班。

地形 平地CFc.ン, 傾 4°, ガ位 s24・w, 

海抜高 1,140m., 母材料 花識岩および砂料。

ミ ズゴケ層 10-17cm:。

怙死した ミズゴケ因 7cw: ボ本類の損系あり。

泥映l 10cn: ミ ズゴケﾡ供で若下の鉱物ﾡを含む, 

昭賞一協質色, 石前なし, 池,草本類の 

視系多, G. 他との境界部から湧水。

c, 26cm: ほ一埼銘色, 泥状, 過海,細砂ロ館 

土,小際多, 草本類のﾡ死したﾡ系が非常に

*1 弱性祀色森林土

-41-



—42 — 林野土ﾡ査報告 第6考 放売ﾡ営区の土ﾡ C向野 ・ 谷口ン —43 —

多い。

G： 25cm: 黒一賞究色, ﾡ状, 選品, 出にないし亜ﾡﾡ頭土, 花樹ﾡおよび砂岩の小際多,ボ 

本類の咕死した期系多。G.-C, ﾡにかけて樹岡不明の描死した針葉団の粋がある。

G.-C, 16cm+ 興黒置一貨色, ﾡ状, 過湿,亜区頭土,小部多, 醇附塊があ る。

植生 C50m・*60m

サワラ 9-12*6-12C5う,5う-6*4一5て7ン, グケモミ 14*10〔1ン,5 7*2.5-5て2ン,アカマ 

ッ 19*8C1>,ヤマザクラ 4-6x8-14 C3), ウリカェデ 9-11*8-9(2う, リロウブ2*3て1う, 

イ ヌッゲ <a>, ノイバラ Caン, ノリ ッッギ Ca,ミ ズナラ co, ォォバヤナギ Crン, り ョウプてrン, 

ヤマウルシCT>, ヤマッジCrン, フシブトザサCrン, アオハグてrン, ミヤマガマツミ <rう, ャマ 

ヘンノキCr, レンゲッツジCrン, ウッギCrン, ミネカェデCrン,エゴノキCrン, キイチゴCrン, 

ツルウメ モドキ Crう。

デプラガヤCvaう, ススキCvaン, ヒメシグCva>, ミズゴケCvaう, スマトラノオ(aン, マンネンゴケ 

Caン, ワラビCfン, アケボノソウてf, アキノウナギシル <tン,ハリスゲてfン, イクドリCfう, コ 

マツカサススキてf, アキノ ゲシ Co), カキ タン co), チグケサシ Co,ョノナC○ン,ミャマカンスゲ 

Coンリンドウ Crン, ゼンマイ Crン, ショウジャウパカマCrン, ャマアザミ Crン, シシガシラCr, 

ウツガグサCrン, アキノキリンソウCrン, ムカゴニンジンCrン,オオバコCrう, マアザミCr, 

オトギリソウCr, キンミズヒキCrン, ミズアケビ Crン,ツルニンジン Crン, スギナCrン, ホクルイ 

Crン, ウマノミツバCrン, コオニュリ <rン, ナルコュリ Cr,アカバナCrン, ヘラオモグカCrう, 

スギゴケ Crン, ゼニゴケCrう。

Profile No. 27 残密士 CFig. 15> CPur -土壇a

位置 彼ﾡ県中津川市大学字中川字地那山 P木地那 33 林班。

方位 N80E, 75 1,260., 母材料 花崗場。

林相 とパを主とし若干のッ, ヒノキをえる然林。

L. 4cm: 新鮮な ヒバの落葉。

F 3cns ﾡ朽端旭。

H 5cw 想点色,湿,ヒバの界系多,石面を含む。

A: 5cm: 橙一央鈍色,粒状状造,微ないし 快,M,砂H型士, 

ﾡ 5cw: 以下の彳話：を含む,ﾡ系少。

B,20cm: 濃一貨平色ない、し協一賞色で帯赤色が独い, 特別 

の描造を認めない,懸ないし秋,湿,砂Rﾡ, d5c: 

以下の不iぶ多,中細多少。

B. 32c:+ 開協一賞ﾡ色で帯順ﾡ名, 特加の情ﾡを役めない,

ﾡ, 海,石礫にすこぶる自•む砂口壊土,中極出多。

Profile No. 74 残積士 CFig.16) (Pwェ 土頭)。

位量 岐舉県中津川市大字中津川 中洋忠那 10 林面。

麻
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20

30

40

5
66
70

20,

'(/,・'6

_o
/ ・ 

_._.4○.

700
OA

地形 北西にのびる平ﾡな尾投(Fュ>, 5 2,100”：, 母村料 石ず式岩。

Cm

10

20

30

R:ﾡ Fi： 罰目

Fig. 16 Prof. No. 74
Pwi-soil.

林相 シラベ・ トウヒの天然林。

L. 0.5cn: トウヒ, シラベ, アプラッッジの范装。

F 0.5-1cn: ﾡ朽葉。

H 4cn. m田一賞浜色ない、し黒U一賞浜色・ 無構造, 

出,細毛界すこぶる多。

A 3-6cn 若松黄一脆沌色ないし濃①黄-悽葩色,カベ 

状,ﾡ, , a土, 田損多少あり, 石試を合む。

A.-てB,) 2-5cn: 淡賞一貧契色とﾡ一賞発色が雲状あるいは 

に変ﾡ, かつ, ﾡ貨一究色および八ﾡ一英究色

の責点があ る, ま た径 2 の丸球状の鉄の集試物と思われ るパー賞ジ色の ものをみ る ・ 

力状, u, 壊土ないし亜埴口城土,石南少。

岩の割れ 日に鉄, 右機星の集積若干。

ﾡ生〔10*10:コ

シラベ 19 22*5 8 C2), 12-15X3-4 «2), 8-10x2-5-7 C5), 3-6x1- 2 C3), トウヒ 14

-17x*7C2ゝ,アブラッッジ 4-6*2-3C3う,2-3*1-2C6),ムシカリ 2-4*1-2C2ゝ。

ケブラッッジ((,ムシカ! coゝ, レ9ccrう, ムラサキヤシッッジ(「.

ゼンクチバナ(Va),ミッバオウレン CvaD, ﾡ古類C3岡金面に発生)CYコ, エゾシホガマ Ca).

マイヅルソウ 〇), イワカガミC。), ゴョウイチゴてrう, タ

F 
H 
A:

8

B.

ムシバCrン, ツルリンドウ Cr), ホソバノトウゲシバCI, 

シ・ウジ・ ウバカマ <r。

Profile No. 57 残積土 CFig. 17) CPwI 廩土恥

位置 (ル県1郡宛木村大字列木 円木J那43林班。.

地形 星松 cFa,, 傾斜 36°, 方位 S54°w, 海扱高

1,330m, 母村料 石英表岩。

#相 ブナを主とする天然林 C伐採中)。

L 3cw: フシプ トザサの茎葉にブナ,=メツガの諾葉を 

える。

F 3 cw. 腐未燃が密に堆積,コメツッ ガの球果あ り , 細ﾡ多。

H 2cw: 熱点 色,ﾡ物徴をえ, 団徴状, 細ﾡ多。

ACA,) 12cw. 熱版一黄平色ないし暗 權-黄風色,大型の団 

粒状構造,根の府辺に弱い塊状优造の形成がみ らiれ 

る, 懸, 湖,ﾡ士, 石eは乏しい, 太中細根多, 下

R:ﾡ S:石

Fig.15 Prof. No. 27
Ppr-soil.

1ポド ゾル

・2 低品ポドソル

R:根 Or: 有桜物

Fe: 鉄集積部 Bl: 塊状欄沿

C : Cﾡと回色の土ﾡ
Fig. 17 Prof. No. 57

PwI-soil.

部は溶脱作用を受けている。

28cn: ﾡ戦一賞平色ないしi一ﾡ色, カべ状, 岐 

附,砂質壊土,ネ:•少「 >や都れ目,

朽視の応辺に有ﾡ物がﾡ近, B:ﾡとの境界部に岩



-44一 林野土ﾡﾡ査報告 第6号 那経営区の土ﾡ (野・谷Hン

片の風化眩があ り, 下辺に鉄の集積があ る ・

B: 22cm:眼一賞色, 無構造,湿,砂質地境士, 行際に乏しく,根系の分布に； とんどない,

cs 砂究風土, 既, 潤。

Profile No. 131 <残積士ゝ(Fig. 18) (BI 土墨ン!

N : 緊状沿
Fig. 18 Prof. No. 131 Bl-soil.

L- 
-FH

A

C1

(&K み)

R:根 G: 不咲士
Fig. 19 Prof. No. 11 Im-r-soil.

位l 「早県U郡岩村町等字装山 城山108林班。

地形 品供CFa.ン, 傾斜 6, ガ位w, 商表高 s2ou., 受 

料 花磁岩。

材相 = ノキ植税地 (50-51年う, 生育不良,ミヤ コ ザサが:非% に 

多い。

L 3c: アカマツ, ヒノキ, ホホノキの校ﾡ, ミャコザサの 

業類。

F-H 2cm西朽満にHを加える,白色の商糸がある。

A 20cw 暗燈殻一眸色でが色強し,上部は堅果 状 横砧, 

下部は粒状構造,感の部分を提える, 協, ﾡ土, 石 

みげ少, 系定や多。

B 10C,"+ 濃陵一必平色(明るい色), カベ状,やや罄,潤, 

石w少た く ﾡ区顕士, = ノキのﾡ系多少あ り。

Profile No. 118 り士 CF:g. 19 (Iu-T土旗ン。

(ハ世売面上村学上村山 上村川那73 林班

地形 中腹(Fb.ン, 伊33°, 方位 S7o°E, 海扱商 

940, 母材料 花燃岩。

材相 ッガ, ミズナラ, プナの天然林.

L 4cmt ミズナラ,シシガシラの葉。

F-H 0-1cn 隣柳にわずかにHを乱える, 細出多。 •

A 18cm 請田一賞色,孔阪に御み。直状欄池を品する.

懸ないし較, 品,石w (径 3cm以下ゝ すこぶる多 

く, 砂機土, 中細供多。

C 脆弱知憲たお礫資科士,潤, 状に福 1cw 以下のw 

の的が介在,.! •部に細出若•ド.

植生 C5w:*5m

ッガCfン,サワラCfン, スズクケCfン, ムラサキシキブ

Coン, クマイチゴCoう, ェゴノキて0う,ヤマでミジCoう, 

コハクウンボクCoう, ニンコウカエデCr, ミズキCrン,

イヌッゲCrン,ハウチワカエデCrン,バイカッツジCrう, リョウブCrン, コパノガマツミCrン, ト 

ネリコ(rン, トチCrン, ミズナラてrン, ソョゴCrン,マンサクCr,ホホノキCrン,シロモ ジて+,

•1 色土

*2 忠斜地移動型の木ﾡ士

モ ミ <+>,サワフグギ て+s

キイチゴ(vaう, シシガシラ(aゝ, テイカカツラ(o, イワガラミ Crン,ツルデマリ てrン, ブジス 

ミレ <r,ヤマアザミ Crンs 

(Im-T り土ﾡ>土 <Fig. 20Profile No. 223

Im-r-soil.

f置 険加県恵那跖上村字上村山上村忠那 6S ド班小班。

地形 a面下部路地CFe.ン, 何斜 40°, 方位 Ni0°E, 

投75 1,000m., 母村料 花脚場。

林相 ヒノキﾡ載地C33年>。

L 0-2cm ヌルデ, ヒノキの枝諛,地表に：H奔% 表面侵他 

を受けた形跡がある。

A 5cn m赤一t色, 司状出造,ﾡ, , 礫に富む砂口 

崩土, ポ系多。

B, Sc 砲僚―黄従色,粒状構造,敗,潤,礫に富む砂口鬼 

土, 棋系多。

B: 20cm. 小帝一黄色,特別の描造を留めない,誠, 潤,ﾡ 

に高む砂土, 根系多。

A' 15c 川登一典平色ないし暗梭一血烈色,特別の概ﾡを 

設めなない, 渦, 附の多い 心土,ﾡ系少。

B'20cm Et一資平色,特別の織込を認めなない,就, 問, 

ﾡ口砂土, 根系なし。

B. 土遍型の特徴 と植生

調イに地域には B・ Bb. BuCWV) ・ Bc. Bn. BIou) . BE.泥炭土・

PmI・ Pm ・PDm ・ PG・PwI ・ Bl ・Im-T の 1門2亜をどめたが, さ ら に各土坂 型ごと にその特獄 と 植 

生について述べろ。

1. B 型土ﾡについて

海扱高1,500M以上には出訓しない、。形的には団地と低地小団に大別されるようであり, そ 

の出ﾡ地形も両の相迎がみ、られる。すなわち,J山団I地では大さいB根やドーム山頂には項われず, 

分候した末端の稜線や谷にのぞんだ四出部に限られ,線状あるいは狭い帯状に分布する。土ﾡ断面はAﾡ 

はあまり発達せず,Mlの発野者ではない。F, Hﾡあるいは F-H 梱は比較的 M く 推移している 

が,HMと欠く場イもある。花脚掛地で土風が視く楽価侵他を受けている場合はF, Hを欠くことが 

ある。低山地帯の小団地では尾根筋をあ範囲に' または丘陵地の」:部をほとんど占めて現われている。そ 

の形態もF,H畑核的うすく, 主た人ﾡも比徹的発達しない。Mﾡの発述は落しく, M用を形成しな 

い場令は菌糸物によって A 照が'世われている。また, BMはやや照宙である。花悔岩地带の急料地で表面 

ad本受けて る類Aは恵那 山団地 と 同^に FあるいはH超を欠 く か,F ・H層の進積がきわめて問い。 

植生はヒノキを主とする群落が多く,ヒメコマッ,ツカなどにミズナラ,プナが混っている場合が多 

.。低木階ではアセビ,ソョ, ネジキ, スノキ,バイカツッツジが非常に多い。トウゴクミッバッッジ, 

ュ ャマウルシ, リョウブなども少なくなく, ヒノキ, ヒメコマツ, モミが良く発生している場合が

クククン2
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ある。事本および地式階ではツルアリ ドホシが最も多くシシガシラがこれにつく。スギゴケ類, シラガゴ 

ケなどの蘇哲類も発生している。

スズクケ, リョウ ブは然林上 り も 人工林に多いようであり, ¥ た人工林でァ カマッ, ヒノコマッの優 

入しているところはﾡ裁木が被圧されている。

2. Bp型土ﾡについて

西抜で 1,500m.以下に出ﾡし, 地域的にその分布状態は最も広ﾡ囲を占め, 笑岡の山哉, 大きい山度 

や Por 型お上び B 型土ﾡの現われる下部ﾡ面に出現する。

断面形態はLあるいはHﾡは厚い、場合でも 5cmr内外で比越的穂く, 一部ではH一A/を形成するるの 

もみられる。また,花偵 B: 二の康令とい F,H層の消誠/ほとんどみられ

cい。幽糸および直糸柄はB、刑土ﾡどの死達は示さないが, F,HおよびAﾡの上部にずかにUめ 

られる場合がある。B/ 造を呈するが,しぱしば笈果状/造,的には躬度の塊状板造を呈する。

植生はヒノキ, モミ,ッガ, ミズナラ, ミズノなどにリョウブ, ミネカェデ, プナを混え,下Kﾡ生に 

はフシブトザサ, シロモジが:られ, ブナ, ミズナラ, フシブトザサ群ﾡをなすことが:多い、。低木諾はム 

シカリ,リョウブ, シロモジ, スズクケ, コデジサイ・ ミネカェデェどで,沿林地ではフシブトザサが少 

なく,リョウブ, "セビ, バイカッッジ,ムラサキシキブ,ミズナラが多くなる傾向がある。草本階では 

天然林, 人工林ともに, シシガシラが多く, ショウジョウカマ, ワワビ, マップサ, キイチたどが主 

なものである。 •

3. BnGw)型士ﾡについて

花幽岩地帯の平垣な尾根および河小段丘の古いﾡ積地に現われ, その形態は両者相異なるが,こ こで 

は Bne ・土ﾡよ りやや部性にﾡい、ているという点でじ亜型に合めた。前者は高高 1,000,"付近の平 

坦な山項に出現し,PwI 型土度の出ﾡ地形と類似している点が多い。後者は BIo) 型土崩 に近い と思わ 

れるものである。

4. Boﾡ土壇について

この調変では白井択上流のス e ウ山I南mド ーム地形上および淡木山の西市核部に小面積分布するだけ 

で, ごく都分的なるのである。Fお上びHﾡは背くﾡﾡな秘状で, A・B・Cﾡともに直番 2-3., o 

整果状構造がよ く 発速している。

植生はBn型土出の場合と大差が:なく, ブナ, ミズナラを主とし,下順植生にはフシプトササがのい、。

その他ク り などもみらiれ, フシブトザサは他の土盛取よ り も丈が短かく 1m 以下である。

5. B。 型土頭について

Bp 西士基は斜下部, 押出地お よ び小段丘に帶状あ る いは兼状に現われ,主たドームの損筋に小部分 

現われる場合もある。後者は海拔Mが噩く,尔時世忠状態や,法を合んだ風面な、どの特殊な気象条件に 

よって生成されたものと思われる。各腰位の推移状態は漸変的で,B超はカべ状の場合が多く, 名4下 

前の花幅岩風化物の堆積した未然な土壌は石成口で描消は不明映である。またFﾡ,H層を欠くこ とがお 

る。ドームの尾根にみられる残積土の場合はB畑が力べ状で深く,ﾡである。

植生は天然林ではヒノキ, ミズメ, ヤマモミジ, コハウチワカェデ, モミ, トチなどが商木階にみら 

れ, 人工林では ヒノキ,スギ,カラマツの植栽木のほカシ トチ,ツガ, シラ カンパなどが侵入生育 し,亜 

超木版には ミズキ, ホホノキ, ミズメ, チドリノキ, シナノキ,ハクウンボク, サワグルミ, ウリカェデ 

などもみられる。低木諾のおもなものはリョウブ, フシブトザサ, ムラサキシキブ,スズタケ,ヤマアジ 

サイ, キイチゴで, ニワトコ, シロモジ, ノリウッギ, コアジサイ, フジ, タラノキ, タマアジサイ, ハ 

リギリなども発生している。立本および地式階はシシガシラ, シラクチシル,ツルデマリが多く,イタ 

ドリ, ヤマジノホトトギス, スゲ, ギョ ウジャノ ミズ, オカトラノオ・リョウメンシダ, ジュウモンジ 

シダ, イノデ,ツルニンジン, カソ, ミズヒキ, ヨツバヒヨドリなどもみられ, スギゴヶ類, マンネン 

ゴケ, セニ ゴケ頫の解苦類も多い。

6. Bucd)型土ﾡについて

こ ○土拡はBn 土頭の領抑で, 下部は沢筋の Bn 飛土頭に, 上部は Bn 型または Pnm 面土眼に接して 

斜中腹部に現われ,扱針の低い横線では目根筋近く まで現われることがある。形園は Bい郵およびBn型 

土 壤 の 中間的な ものが多く,成相状態は BD型土壇に近似している。Ao 胸は薄く,a 図は粒状術造の場合が 

普通でお るが, 弱度の堅果状情逃をえている断面もみられ, BMは上部が酸状帰込, 下部は力状の場令 

が多いが,上部に緊県状ﾡ沿の現われる場合 も しばしばみられ る ・ 各超位の移状熊はやや活文的でお る。

ﾡ生 Bn 型およびBv型土噴の混つたもので死混両性のﾡ物が、らiれる。為木階でミズメ,ブナ,ッ 

#, でミ, ミズナラ,ミネカニデが多く, ヒノキ,サクラのほか低山地帯ではクリが生育している。低木 

Pではフシブトザサ, スズタケのササﾡが密生している場合が多く, コハクウンボク, リョウブ, シデ 

類,クラノキ, ャマッシなどがみられる。草本および地淡階ではシシガシラ, シラクチシル, ャマブド 

ウ,ツルデマリ, スギゴケ翔が多くみられる。

7. Bc 郵および Br 土摂について

Bi: 型および Br土ﾡは分布面試がきわめて少ない。したがつて, 土ﾡではBE-BF 型土珮図として 

一して示した。BtW土頭は沢添いの崩び土に機状・ または屈部的に点状に分布する。Br型土も岡 

様の分布を示すが, また旅の奥部殺斜地や小尾根の残根 土 に PwI 殿土臓に接して出現する こと もある。 

前者は B: m土ﾡと両様にAo畑は発せず, 選元色強い、CB"型土頭のが独いう。Br ・土壇では局 

部的9に逆状の秘調なグライ化/作勝を受けてい、ると思われる土ﾡ 〔B-GD〕を見ることがある。後者はF, 

n超は引すく, い田のBﾡを特破とする。こ北%ﾡﾡ園の影響を受けたり, または湿気の多い風術 

ox 5 た付究な気級状によ るのではないかと逃的きれる。

ﾡ生は前述の同機Mに出現するBr那士歴ででミッジガ・ Eノキ, ミネカニデ,アブラッッジ,リ 

ョウブなどが見られる。BKおよび界筋のみ•型土氓ではサワラ,ブナ,ミズメなどを主林木として,ミ 

*キ, キ人ッ, 子ドリノキ,ミズナラがで木所を,チゴノキ, ムラサキシキプ,フシプトザサなどが低木 

隣を,ッルデーリ,スゲ類, シダ類が草本階を形成して'•、る。またサワグルミ,トチ,カッラ,ハイイヌ 

ガ十が御書をなしているところもあり,タマアジヴイ・"グルマソウも笑茂している。

8. Po土ﾡについて
Pwr 型.Por 型土出は1那山頂に連なる尾収筋おび大さい谷にのぞんだ小児ﾡのﾡに現われる。 

P。 浪土城は PwPM 眦tsaの下部および Br 型土城の上幽こ現われ, 急箔な小尾根の背には眦れ 

ず寒冷な後務地形に多い。

材座生はこの土度型の分布する大部分が恵【一の・ウヒ,シラペ, コメッガを主とする亜高山帶から 

w山tにおたる地壊である。そのうも, 下部のPM型土壌の分布する地域はプナ,ミズナ九ダケモミ, 

ツガに ヒノキ,ヒメコマッを混え,下橋植生はフシプト ザサ,スズタケである。その上部のPnrから,Pun
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土ﾡの分布する地域では 1,600:付近から ト ウ とが見られ, 1,700!に述する とシフベが生育し, 

PnH型土頭の前生に比べてヒノキ, ヒメコマツ, トウヒ, シラべが多くなり, ササ類は少なく,かつ丈も 

低くつてッツジ類などの低木類が多くなる。Pn型土ﾡの本階にはツルッゲ, マイヅルソウ, オサバ 

グサ,シシガシラ,ツッルアリ ドオシが多い。1,000m.内外の小比択の背に局部的に現われる PmI土:B 

の桃生ほヒノキ,ッガを主としたもので,クロソョゴ, ヤマウルシ, リョ ウブの高大な ものもみと；,低 

木階はアセビ, ッラジロョウラク. イメッゲ, アクシパ,クロモジで,荒本ﾡはほとんど発生をcし・。 

また,中津川流域には ヒが:純林状をな したと 二 ろがあるが, (かに ヒメコマツとヒ ノキをえ下版生 

はない。

9. PwE 型望について

消び山団地の部抜商51,300m以上の平地に尾供にﾡわれ,Bn 型土 度の 上部に分布个 る。主としてフシ 

プ ト ザサの落葉によ る比紋的い・FM と HMがあ り, A超の上都が団散状仰通を形放1 て岡田のな入がか、 

なりみられる場台もある。A. B両崎はﾡﾡないし亜ﾡ質-でカべ状, BMi PmI墳 B船の色に 

例ている。点那山の山頂部平坦地に現われるものは土壊が设い。

植生は斜類世林と広葉樹林の2つの植生川がみ、られ,(ほぼ1,600rを廃にして, 下部はブナが主でミズ 

ナラ, シラカンパにグケモミ,ツガをえ, 低木階はミネカエア, ナナカマド, クラノキが多く, フシブ 

トザサが採茂している。上部トウヒ, シラべ, ダケカンバが高木階を,アプラッッジ,ムシカリ, ムラ 

サキャシホッッジ, クムシバが低木階を, エゾシオガマ, ゴゼンタチパナ, ミツバオウレン,マイツルソ 

ウな どが草本階を形成し, 世表にに講苦類が.多い。

10. Gi土度, 泥炭土および PG 型土ﾡについて

GI土振および炭土は小段丘上の平垣地, あるいはも斜地べ沢の奥部町地常に局部的にﾡわれ, ミ ズ 

ケデ映/, グクイ曆 を形成している。P。 型土頭は中港川上流の供に近い協斜地からﾡ部にかけて小 

面試現われ Pwェ 型土型に近いものである。

G軍土嵐および泥炭土の植生は, 地内およびそのル辺にサ ワ ラが点在し, デカマツ, ウラジロモミ, 

カワャナギ, ヤマハンノキなどの中径木がみられ,低木階のおもなものはイヌツゲ, ノイバラ, ノリウッ 

ギ, オオバヤナギ,レンゲツツジ,ッッギーで,草本階ではブラガヤ, ススキ, ワラビ,アキノゲシ, ョ 

メナ, アキノ ウナギシル, アキノキリンソウ, ハリスゲ, イクドリ, ヒメシグ, ヌマトラノオ, フキ, テ 

キリスゲ, カキラン, チダケサシ, アケボノゾウ, ムカゴニンジン, シシヒゲソウなどの起性ﾡ物がﾡ茂 

している。地表階には全面に ミズゴクが密生し,マンネンゴケ,スギゴケ頬, セニゴケ類,ムシロゴケ 

どの蘇苔類が多い。

Pc 型の植生は,ブナを主としミズナラ, カエデ類,クリのほかヒノキ, ゾカ, グケモミ,チョウセン 

ゴヨ ウ マッを若干混えている。低木階はフシブトザサが密生している。

11. B型土度について

第三記船丘険地移の欲部お上 び白井沢の斜面下部に現われ る ・ a地区には分布が少ないので形鵬的特 

徴を兄いだしえない。

植生は白げ弁沢のピノキ油地ではず寄に優木が少なく,ミヤコザサ,スズタケのパかにッッジ那,ホ* 

ノキな どが点生 してい る。第一紀岡丘陵地帯ではア カ マツの侵入 しているとこ ろがあ る。

12. Im-T土ﾡについて

花ばがグ地すの(1年1角130°ム上のや新面iにわっれる不ﾡ移動性の土頭で, 大きい山ﾡ部から山ﾡこか 

けナて, あるいは受性命面iや山I喋の畑し、上針画の下諾にられる。薄いF旭あるい F-H畑と砂際買の 

Aむ;よびBMがある。F,Hﾡを欠除したり, またしばしば太分解の有ﾡ物と花ﾡﾡの風化砂を混えた 

Aゼが:団してBMをべく場地イがある。 Profile No. 11s および特に No. 223 この土ﾡ型では定定安 

定 した もの で,土ﾡﾡの分化およ び土ﾡ 化が行われて いる。

C. 土壇の理化学性

1. み料の採販商所 cTable 2う

2. 理的性ﾡ cTable 3う

3. 湖よに分析だ (Table 4)

. 化学的性賢 cTable 5

IT 土接型の分布

土nの分布状況は, 土頭図に示した と お り であるが, さ らに詳細に説明を加え ると次のとおり でお 

る。 cおs, 土単深ﾡ CAM+B尚ゝ を説明上次の「階に分けた。

a 30c.!下 b 30-60cw c 60-90ci d 90～120c e 120～150cm

f 150c 以上

A. 各地域の分布状況

1. ・ト津川域 C3-39 林MD
n 用土部  中下説:の谷にのぞんだ小損の悔に線状に, また, 7・S林Hのxうな大きい、上界斜 

miのi線に状に発述している。いずいもa一b, , 時に花雌岩を母村料とするときは砂w質-でかっ 

ﾡ書である。32.33.34 #班には 型现の分布地域内に Pun 郵土型が介在している。

BnJ土量 ……各林班の緩包地や大きい山腹の斜面上部; こ分布 し,33#から西の 39 林岡までは小尾 

根が多く, それらの総線に線状に分布する。23-28 班や・_上斜面のII度ではﾡロなない・し亜ﾡﾡﾡ土, 

b-co aqでは,「N土墳は陸的のある石ドにでんだ亜州賢歴士一ﾡ士でc,花良ﾡ土壇は改照に 

富んだ潮帥貝然土で a 一bで欠護や求士のた り を生 じやすい。

B。 羽望.飛話いのM士にかぶられ, 八ス邮 :谷流域およ び一と沢から上流の示添いの用状土 

お x び神小丘にやや広範圏に分布す るが, 他は線状あ る いは帯状分布で場 る ・ 新旧の土頭話みが:mなっ 

ている場合が多く,石ばに高み勝事で,市生M士ﾡや量制地の花総岩筋間1上は重如買護土一坂士, 花M 

対の木系なM土はewHで, d-e。地獄谷の」進部には小面積の欠如よる堆科土があ り,改Rで 

不安定なものである。

BiXd) 啊趣  i中魔部に分布し, 33 株斑「画でヽ分布面笛がやや小さい。上制峋:の拨餌地で 

は八右岡門谷,一之次などとともに地ル核的広く分布する。尚生超土ﾡでは不Wの多い、改ﾡ土ーム,い 

-c。以土振では一般に者のゆい砂ﾡ度士であるが, 銀斜地では重ﾡ口盟士一振士, b-d。

Be 妣 城……39林, 型嶽谷下流部に線状に分布するほか,炎放各沢のごく小部分に点在する。.岩 

石が多 く 砂質,b-c。Br那土選はほとんど分布しない。

P。 和品... Pnz 刑土城は 32・33・31林班の渓谷に凸出した小棋のﾡに線状に分布する。左岸で
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Table 4 淘汰 分析 表 Nechanical analysis.

H』 
Type 

of soil

。話さ 

_No.
1 位
Horizon

ﾡ 砂 (9%>
Coarse Sand

細 砂 (%6う
Fine sand

・番C9
土

Clay

D. 10 A 19 14 32 32
B 74 12 6 8
c 75 11 4 11

37 A 71 14 7 7
B 67 19 5 9
Cl 80 15 2 2

117 M 56 15 14 1ラ

A se i8 15 12

B 74 15 5 6
c 80 9 4 7

153 M 31 1 12
B 54 26 11 91
Cl 67 21 7 6

Bn 203 Bi 6 35 33 26
B: 18 39 18 25
Cl 11 2 34 20

235 A 3S 13 IS 31
Bi 47 23 13 i6
B: 73 6 5 15
Cl 59 __ 9 19

Iuxw 216 A 49 2: 13 15
B 74 16 7 4
C' 77 10 7 6

Bp 1 A 41 26 21 12

B 77 19 3 i,

A' 85 11 3 0

B' 75 14 7 4

Ci 66 17 9 8

123 A 70 14 7 9
B 77 10 10 4
C 79 12 5

125 Ai 67 11 8 13
A: 51 18 14 17
B 58 7 11 23
Ci 66 17 8 9

2t4 A 10 53 21 16
Bi 18 60 16 7
B: 49 37 9 5
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Table4 (つづ き

土S型 
Type 

of Soil
Bucd

PoI

: 甲e。話言 
No.

I 7

13

166

l z

順 位
Horizon

A 
Bi
B:
Cl

A 
Bi
B: 
Cl

ノゝ

H
A 
Bi
B: 
Ci

項 砂<%
(OarSe sand

39
63
84
84

7
64
16
19

19
54
59
81 
70

-----------------------
網. 砂 學)
Fine Sa3nd

17
15
6
7

12
12

7
7

12

8

徴 砂(%>
Silt

22
1】 
4 
3

37
14
39
33

15
11
6

13
9

35
14
10 
3
6

税 土(9%>
Clay

23

7
6

33
3

12
12

21
17
15
15
12

39 
7
3
2
2

PwI 15 A 
B 
Cl

3
77
25

36
9

40

39
6

20

22
9

15

41 A 
B 
Cl

12
30
40

38
46
41

27
17
15

23
7
5

57 H 
A 
B!
B: 
Ci

33
37
15
13
14

35 A i
Az

C ・

20
19
18
18

Im-T 42 A

C下

59
61
87
68

10
8
3
2

8
4
2

i18 A 
Cl

70
79

20
10

5
8

5
3

222 A 71 17 6 6

223 A
Ba

72
65
77

11
19
12

10
13
6

各測定価の総和に対する百分率で示した。

Chemical properties.Table5 化 的性質

土
Type 
of Soil

P器。グ
No.

您建n Ko acidity
- %Loss on 

ignition
試 ※%
Carbon

帘 楽%
Nitrogen .

C-N 部
C-N ratio

B 37 会 3.i
3.6

85.3
50.

19.3
5.2

7.5
2.7

0.3ラ
0.09

19
30

111 | m 
s

.2
1.5
..8

30.2
16.9
5.1

1..0
12.0
S.9

S.8
5.5
2.8

0.26
O.21
0.10

33
158

B

3.2
3.5
4.

40.1
2も.2

78.9
9.6
6.3

3.3
a

0.85 51
0.23 :9
0.09 22

Bn 208 1 ・ 5.i
4.4

8.3
33.2

7.8
9.5

0.7
0-7

O.05 
D.04

:3 
7

235 A

B:

3.7
1.2
4.2

76.3
29.3
20.6

23.5
15.2
11.0

9.
4.1
1.4

0.52
0.20
0.05

18
20
27

BBCw) 216 A j
B .8

29.9
17.」

10.8
1O.9

5.6
_____ 3.]

0.26
0.16

22
2

Bn 1
N ・ 
pr

:2 

ご

23.6
9.7
7.8
9.2

22.9
17.0
16.2

11.7
7.2
5.9
1.3

0.55
0.22
0.26
O.07

2i
33
233
19

125 A
A:

4.8
4.5
4.Z

25.7
27.9
12.9

i5.
13.5

7.]

8.5
5.4
1.2

0.45
0.37
0.12

19
15
10

214 B i
B

4. i
4.4
5.0

35.7
17.3
3.6

17.5
8.2
6.9

7.6
3.0
L.9

0.52
0.22
0.13

i5

15
Bncd 7 B 1

B

4.2
4.8
5.2

5S.6
31.1
13.4

19.i
12.4
12.0

11.6
5.7
3.0

0. 46
0.31
O.14

25
18
22

13 B i
B

3.8
5.2
5.0

23.2
2S.t
22.7

43.6
11.6
7.3

7.7
3.5
1.2

i. 15
0.13
0.05

7
27
24

166 A 
B 
A' 
B'

4.0
6.6 
6.1
5.2

93.6
24.8
14.2
L6.6

19.7
11.3
16.2
8.3

9.7
4.1
6.6
1.0

0.33

0.20
0.07

30
29
33
14

Por 27 H 
A 
B!
B:

4.1
4.2
5.2

40.1
25.7

Z. !

77.0
7.4
6.1
8.5

45.5
5.9
3.3
3.2

1.49 
0.18
0. 12 
O.11

31
33
27
30

PwI 15 A 
B

5.2
4.9

63.4
6.7

22.3
24.5

10.1
10.2

0.93
0.25

i
41

41 A
B

3.2
4.

63.7
21.7

21.5
9.8

14.2
3.9

0.61
0.19

23
2C

57 H 
A 
おt 
B

3.7
4.6
4.7

96.2
64.3
30.6

65.7
17.2

9.0
S.8

40.1
8.6
4.8
1.9

1.68 
0.45 
O.21 
o.cs

35 Ai
A:
B

4.3
4.1
4.4

19.1
41.5
27.2

23.8
13.0
8.8

12.7
6.7
3.8

0.69
O.12
0.18

18
16 
2!

Im-T 42 A 
B

4.6
4.3

30.6
18.4

15.2
11.0

18.4 
.2

0. 32
0.23

57
_______ 8

i18 さ, 4.8
.e

16.0
7.8

7.6
2.5

2.9
0.4

0.12
D. 02

2
21

223 A 
B!
B:

4.2
4.イ
5.0

42.4
23.5
15.3

16.2
9.6
6.2

9.2
4.3
0.3 :

5.34 
.22 
エ10

27
20

3
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は海抜商 1,300ii ないし 1,500 J上の地放では上部はPwI型土銀に姿してPDロ ヤ土城が分布する。 

消新山に連なる行の尾損にはく分布し, PwI m 土级の下林を PoI と PnI土頭が変ﾡ分布し, さ 

らにその下部務抜高約1,500w 以上の地域では Pnm 型土域が Bn 型主たは Brくd)那土頭に接して分布 

している。また, 12林班などのように税ﾡか、ら線状に下降して分布する場合もある。a-c。

PwI 面・ P。 型土頭……志那山預一帯の平坦塩 と 大さい尾ﾡの最斜 る PwI ﾡ土頭の形態

前述のょ う に多少異なっている。b, ししば C, 亜ﾡﾡ一ﾡで, 関ﾡのﾡ入は判 くM中に全 く 石同を 

みないことがある。

Im-T 聖土ﾡ……8林班のﾡiお止び針ii下部に最も野でに形態が:う。られ, 一さ >下流, 

岩地間にも土脳区に区示するはどではないが,ル活的に分布する。a, 砂際区。
例装位路地……親 力 屬 り下部の花際岩地備には災岡侵他や土頭の綱, 紀座の地たりたどが:ら 

れMの危険性はのな く ない.。土型図に示した 8 ・12・13 林班だけではた く7・33・34・37・38 材班の 

一部, あるいはもつと広純囲であるといつても迫言でたいが, この調では最もその危除性の大きい場 

所だけを示した。この区域内では禁岩が鬣出して,現在治山工小が進められている力,今後,なおこの問 

の位色は進行する もの と 思われる。区域内の土城は Bn Im-T 土で下商はは一部に Dpxo)形土脳 

が分布する(Fig 21 参照う。

2. 円木川域 C41-51 材班ン

型土式...南西向の後斜な尾根に線状に分布 してお り, 藤 に富む砂質-細砂.P a の壊令が多い。

Bu 品土••••••新面の中政ないしは3分の1以上の斜m上部に分布する。43・44・45・47材班および 

42林話の花幽端地域はa一b,砂ロー細砂ﾡ。51 林新の上部は土脳化がんでおり, 田欧叱,c。下部 

には地表の荒れたところやB財を欠く浅い砂質な土域がある。41林班の生土墳は亜照質,a。6・ 

50H班は比教的深く,c-d, また41・42林班の不英式岩士機は石際に富ろ, c-d,いずれも亜煙区 

一堀ﾡ。47 林班の 占生柳土界で色讖が暗青色を帯びやや堅密な もの もあ る。41・49 ・50・51 #班の一部 

念鎧 地には花幌岩土域でやや不安定な Im-T 型土以に近い ものがあ る。

Be 型土壊...位田流川送域との分木物に Bn 谢土加 に囲まれて小面』观われるほかは沢筋の樹法土お 

よ び小区 丘上に現われている。この流域は全体と して地形が逸やかで 42・43・44・47・4S 林班の下部沢 

t・にﾡく分布する。比出の残試士はﾡ密で粘口なに場令もあるが, 迎砂理城土一壊土,a-b, 尾損筋の 

も、ル:で.. f。沢びいの別試土は石岡に富んで田砂, c ・

Bicd) 消土環……斜面iの中腹以下に BD 型土境に滨 して現われ,42 • 50 料阪では松施近く まで分布し 

ている。花微岩他域は一絞に土城 が浅 く,a-b, 安定した土壤では領貢ーない し 亜ﾡﾡ, 他は砂ロー超 

EHである。1・2林班の古生ルお;よび不英式岩の地域は石際が多く, 純秒ほー亞柄口,c-d。

Be 型土塀……局部的すであるが、4林班の中腹下部と41林の然な尾供筋にス、らiれる PwI 型土頭に 

近いものがある。いずiれも称ﾡでd。

G 型土壌..ﾡ平事業所付近の小じ丘上に Dn型士:頭に囲主れてG型土域が型われている。 状の遅元 

にがあり, c。

Pwm 土ﾡ…… sもに抜谷上ﾡの3から46林廷にわたる地域の斜面上部に PwI 型およが Bb 型土 

城に挟 ま itてt状に分布している。この地域はイ i天成岩土頭で, ィ iwの 多い細秒質ないし塩 式土壌, b。

Pwn B土頭…… #川流域および内研谷流域との分水ﾡに分布し,42・43 村我；； ーこ;. 4な注心•女 

り 下降 してい る。c-d,mﾡ一亜ﾡﾡCFig.22参照。

3. 銀田河川流域(52-86林ゾフ

銀田洞川流域をさらに白井沢,円品谷, 第ケ入示に分けて説明する。

a 白井沢流ﾡC52-60札I)

B、刑土ﾡ……南西向の碎に触•な郑mみられ,砂睽。 a。

Bn冽土壇……55・59林皿の上界符面上部の総級。尾根に埴質の深い残植土がみられるが,大都分は 

a-b,砂w買の花機場土頭である。金斜のためにず士が新して花は端の風化終が採出していること も

しくない、。BnoW土蘭は54林張の上部の小価の第三記ﾡ土眼にみらiれ, d。58・59#班 

の後線にはPuI ・土頭に近い Bn 型土積がある。

BoY土脳……54 林理の晒>と平歩な尾根および 57 椒Eの小沢の奥凹地に小面榜分布する。

B, 型M……株木洞上の排出川積地けはd-°, 出。一面下部の助 版土ではゆ双一 砂鏡質, 深さは 

一般に深い。土準図に示し得ないが Be『脈がそれにつて線状主たは点状に分布する。

虹期...石の多し、砂氏一相形H原士で中興下部に分布する。b-c.56・5・8oHHでは

分布面試が小さい。
p 型土城……57 林頂の小浜と斜面下都に小面積分布し, 晩に富む堅巒な刷積土,ﾡ土,f。
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Im-T 型土ﾡ……(年 30, 以上の斜面で多く 見られる。

樹設危険地……Im-T 型土風あるいは Brcd)那土頭の一部で, 欠度や弱度の地上 りを起している花例 

地帯である。母材および地形からみ、て中津川流放と同様に侵性つ造行が予想される。なお, この泡域 

にはBI 型土頭も介在してい、る(Fig. 23 参照う。

Fig. 23 白井沢流域 The topography of surveyed area (3ン. 
Area of Shiraisawa.

bう 内可岳谷流域(60-71林班

Ba 型土銀…… 白井沢流域 と 大ぶない。

Bn 型土斑…… 65.66.67・69林延の古生岬土頭のほか"は作機岩士壌で白井沢ﾡ放の傾向と同様であ 

る。61・G3.6 林班の中度場よびその下部には制試を重ねたC-dのやや源い土ﾡがあるが, 一般にb。 

古生財土地 は角底に富む細眇脾土,斜m下部の場命は6。70 林振小区丘上の旧い推積地には許の形 

跡がある小面積の Buw型土ﾡがある。

Bd 型土望……沢に添つた斜面下部の崩試土お よ び河岸小度丘に帯状;一 分布する ・ 61林班中腹部の凹 

地および緩命地には期根を般ねた砂礫土一砂礫に富む砂取31土 がみられ' e。 66 林班には古生層の用状 

推士があり, 細砂取一亜ﾡﾡ, e。

Br«d)通土頭……深戦はやや深くc-dで, 一部の胸積を出 i . 面下部の土理では e である。御面i中 

腹の比較的下部に分布 し, 66.67・68. 69 林班にはﾡ く 分布する。

Im-T 型土諸..  60.62.63.64林VFの何430-5° の阳面にみられ, りや欠装の改候をみせてい 

る。

•我危険地……70 ・ 71 林班をは じめ広 く 分布 し,また,65 林班の よ う にII脚の輝い、上界外斜面が空んiに 

&触をうけている。大部分が: Im-T 型土uでわずかにB"型, Ftズd)比土墳が:介在する。67・76 項に 

は古生督の岩石地がある(Fig. 24 参用う。

c> 節ヶ入沢流域C72-86林Iう

B、ﾡ土ﾡ……阿田谷流域と大差がない。

Bn ・土頭……花悔岩土度であるが後置地形のために一却安定'* 成図"、態を示し,白井沢,阿厉流駅 

にくらべて土援化が進んでいる。b-c。多く は残務土で亜倒域土-城土,一•部の拉曲土では秒H一細 

砂買である。73 ・72.71 林ﾡの接した認斜尾根にはBIくW)形土頭が分布する。

Bn 湿ﾡ... 地形はゆるやか、であるが,ほとんど上外斜面であるために Bn土取の分布する旧は狭
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く状に現われている。河岸小は丘や沢の奥部甲施地形の惘榜土はこれにね し,砂ロー細砂質, b-c。

Btcd) 消土聞 …… 73 ・74 林班および S3 林班から下流の各材 »る土頭はやや深く dでまる 

が,一般には b-c, 砂ロー田砂H土ガ。一般に中敗部以下にﾡわれ るが, s1・s4・S5 林班な どではか、 

な り斜面上部ま でおよ んでおり,80 ないし S6 林班では分布面試が大きい。

Pwn 型土状……焼山から阿心山,讽が山に連なる平坦な尾根に断钱的に*れ 82梱Eがその南端であ 

る。

G岬土国 s6 林班の沢添い平坦堆に狭く帯状に現われ,ミ ズ ゴケあ炭層を形成している。

Im-T 型土斑 72・73・86 林班の念館面に一部現われ,いずれ も 35。以上の急斜地である (Fig.25 

参照)。

及、型土城……小殿の微知こ現われ,砂質,a-b。

Br型土蹤……綾斜尾根の残横土は埴質-亜壊質,一人期植土は一蚊に浅く砂野一細砂質で,中誤 

では不安定な Im-T 土ﾡに近派いものがある。95 林班に小面の古生超土ﾡがお り,85.86. s7 林班の 

接した事崩な尾りにはc-dのﾡ質の 田士機がある。

Bn *環 ……沢筋の丽土で砂後死 93 林ﾡの実部では従田谷地形の下部に式われてい.る。8s •断 

90 ・ 91 林班は特に石礫の 多い E郡土でた る。°-d.

Bico)刑頭 96 林跡から上流の殿和也ではべ'や分布面積が広いが,91 林班から下流の急斜地では 

分布は少さ く 沢添いにﾡ状に出刃す る。砂ﾡ一細砂買, c-d。

p,郵土度. 88 • 89 林理の尾根に R 、 型土班と接し, あるいは囲まれて Pdi, Pdl, Ponﾡ土ﾡが: 

小面積ずつ分布している。
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崩逃危険地……89・90林班の一は細H化は分すの石別, または土砂別!である。この地プ ヒカイiポ 

こ富む Im-T 型および小面区の Bu型および 】WG 型土壊である(F& 25 参照う。

Pゥプフ
メテゅ3 \

岩
変
空

Fig. 26 ﾡ山・水品山地区 The topography to surveyed area (6-・ 
Area of Shiroyama and Suishozan.

.aんん."

お生と e r二tc ま 

た尚冬 パ にt ※ " 
オニ*に々 おは居

5. 炭山・ 水ﾡ山・ 富田団地 C98-110 体ﾡ

B、帝土振……民棋および斜面凸地を広く占めて,1-b,花雌姓国では砂ﾡ,ﾡ土頭では

ﾡ, 第三紀縣土以では地質であ る。

pn で土壊……B、ﾡ土ﾡの下 6tmi,小段丘,押出地にうわiれ,母材料・ 地形および深度も一生ではな 

い。花悩岩の針面下部の筋試土は砂質ﾡ定で,小じ丘・押i る古いび/のある一部の土ﾡで 

は,芸しく 堅巒か,ﾡを燃に傾い、てい、る場令がある。

Bn 型土度……沢添いの樹関土に僅かに分布し,石wに宿む。

Bro 型土壊……100林班の下部の民地に接する付 占い推書を重たBIくd)軍士慣があり, 花偽

岩の深い土ﾡでd-e, 砂江恠盟上。

Pni 型土墩……100 林班の尾根の背に B 型土域に囲まれて線状に分布している。

G型土ﾡ……101・102 ・110 林琰の沢筋に線状分布し,ミズョケ. ス ゲ泥觥を形成している。ときに 

は流敬した砂礫船が上部を覆つていることがある。

Im-T ゆ土珮 ……101 • 107 林班の沢の奥部,101 林班の急幻画にみられる びね・ 26 参照)。

Fig. 27 明知 ・原地区 The topograply of suveyed area C7・ 
Area of Akechi and Kushihara.

6. 明知・原団地 C111 116 林ﾡ
BA 理:上 堀……丘地形の上部に広 く分布し, a-b, 細砂ﾡ一亜ﾡﾡの やや堅密な花極岩土理であ る。 

Bn型土ﾡ••…B.、消土ﾡに接して丘ﾡ地形の中腹を占め, 細砂一亜H,b。平坦な池彩の浅積土は 

かなりﾡ冗である。

Bd 期土壊... 一筋の折頒土に限られ, 線状に分布する。砂質一砂人質, 川原はc-d,明知はcより

浅い。

G 灯 土求 111 ド項の沢筋にﾡ状に分する〔Fig. 27 参照。

Fig. 28 小星地て The topography of surveyed area <Sン. 
Area of Ozato.

7. 小J団地 C117-127 林I

B、……足根から中腹にかけて大半の向積を占め,花前岩土S¢は凸地ではaーb, 粗鬆な砂直ま 

砂梨質丘,扱斜地ではb, 亜畑質頭士。117・11S・119林ﾡの古生旭土墳はb一d, 亜ﾡ。120 

林地粳線の第. 海財土壊は幽的亜地翅®土。各林姫と も 小規奥な 崩送地を 含んでいる。

DnI土ﾡ……斜下; ni !•. 状または帯状に分布し, 120林ﾡでは上 .力: 粘

土質の第記ﾡ土出が:G刑土頭を御囲して現われている。124 林斑の斜面下部;ミ転落の岩石が多い。

上国…… 沢筋にわずかに線状に分布し,120 ・121 林班央部の第三紀ﾡの扱斜地城には沢筋あるい、 

は G 土脳のル囲にﾡわれている。砂薄質,c-de

Gi土H……119 林班上部凹地ににミズゴケﾡ伏をと も なって現われている。

Im-T型土加. 建7林顼に花慨おが前土化作用を受けて脆弱となり,急斜地となっている(Fig. 28 

参照う。

B. 流城別分布面積

流域別の土ﾡ分布れ面ﾡTable 6 のとおりである。

察考

A. 土塊型 と林木の成長

昭和 26 年Iに編成された選所任営区第次経業の頃地殿査で行つたﾡﾡ所解地点について土風 と 

供が木の皮長をおえてみたい。

1 .樹幹析解の供試木

各供賞木は述定されたﾡ旧地内の主林木について直箇階を大,中,小の3階扱に分け,名階級の標木 

とそれぞルt師解したるのである。供木とその立地の一兄求は Table7のとおりである。

2 . 供試木の立地と成」

成芸の比軫数例は ス ギは美漫経営区 ス ギ収優予逃ばを, ヒ ノ キは恵那終営区 ヒノキ 限 超予想表を,» ラ 

マッ長町照地ガカワマツ朴収【送 (乙) を使用し‘ 成 [ ねの比較表現は他林の所在地形 •土鬼型をー 

単位林分とおえて, 供炎木の成長量を収「求の1・ 2 ・ 3等地相当の単木成長量と比載した。供拭木の成 

共状態は Fig. 29-31 に示した。

ヒノキの成父は一般に Bn および Brcd)型土ﾡでは1等地相当, または1等地以上の成長を示すが,

No. 249 は材桜成に比べてﾡ商ﾡ長が低位にあり州段の何向を示し, また No. 239 は特に成長が劣
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Fig.29 材積総生長
B, Bn, B.. Im-T 土ﾡ 

Volume growth curve of ChamaecyParis 
ob/usa on B-, Bn-, B/- and Im-T-Soil.

" '2% 2s 30 *の *5 50 55 6 6S#

Fig.32 樹5感 Bn,Bucd消土頭 
Height growth of curve C. obtusa, C..jahoii- 
ca and L.. Kaemtpferi on Bp-and Bicd)-soil.

る。ilバは下版7 C25ci 以下> が虫店なない推試土であり根の分布がみられない。後者は加地の多いと 

こ ろで土壇が浅いこ とが原因と 思われる。Bx, Bn 土ﾡ——特に前者一は成共が劣るが, と もに浅い、 

太交な土:ﾡである。

Im-T 士風はしずiれも央好な成長を示すが, これらはIm-T土型としては安定した型である。B 

別土坦:上同極に良好な成長を示すが土壌の深い過澗ないし弱湖性の土塊である。

スギーで No. 1, No. 124 は幼齢で生典経道をうんぬんすることはむずかしいが,15 年以降はやや任 

ド味である。 No.126 は旧活時代の植殺であるが, 20 年以降の成長が証盛であ り前二者と と もこ 1 

等地相当の岐である。

カ フ マツは試植された ものでその成は 2 等地相当の ものである。

B. 土壇型と地形と成長について

前iのu長5よび1中の観業に逃いて Fig.35 の地形区分によって土壊型と地彩と成長の次 

考宗したいと思う。

Fig. 30 材積総成長 Bn. BICd 上ﾡ 
Volume growth curve of C. のうイusd, 
Cryptomeria japonica and Larix KaciP- 
feri on Br- and Brcd)-soil.

Fig.33Yi政 B.,Bn,B!,Im-T 脳 
Diameter growth curve of C. obtusa on B一, 
Bn, B- and Im-T-soil.
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Fig. 31 ﾡ;成長
B, Bb, B/, hn-T 型土ﾡ 

Height growth Curve of C. oblusa on 
B-, Bp一, B- and Im-T-soil.

Fig. 34 西75直社放長 Bn, B(d)消土単 
Diameter growth curve of C. ob/usa, C. 
;apoitica and I.. Kaehferi on Bリ- and 
Bi (d)-soil.
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Fa : convex slope. Fb : flat slope. Fc : concave slope.

ドg・ 35 ルか社ざの地ル
The schematic presentation of the topography on surveyed area.

Fig. 35 の地形区分は小出N氏の上谷, 平額谷, 下降谷の斜形を用いたもので, Fa 地形は上界斜 

価o, Fb 地形は平御締面の, Fe 地形下降斜画の形状をそれぞれ特破とする。同図に説明を時しため, 

そのうも Fa, は渓谷にやや曲面的でる り,a” は渓谷に平衡面で多少破を もっている。また, FcC 受 

他上列谷iの下部小欠谷にかぎつて線状にでさる試地である。地求形のI,I, III. I前法述の説明
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区分(32頁を照によったもので, 出規する土ﾡ型はその区分地形に多くみられるもので, で囲んだ 

ものは出現ﾡ度の小さいものである。

1に述べたよ ラ に八工林は大部分が ヒ ノ キ林によつて占められ, ス ギ, 特にカ ラマツ林はきわめて少な 

い.ので, 後二につい、てはじゆうぶんなc論試はむずかしいが, 樹ﾡ折解岡所および中の観ダにいて 

土語張と成長の関係をお2すると次のごと くである。

B、型士掘……Fns,Fb., Fa:地形に多く出現し, Fai 地形にも見られ, いずれも 土 樊は浅い。ヒノキ 

の成長は劣びでありいずれも3等地以下である。ヒメコマッ, アカマツまたばアカマツ,ッガ, モミ,ミ 

ズナラ, ク リ なェどの他のﾡﾡの侵入によつて桜圧されている場イが多い。

Bi: 型土烤. Fal, Fai, Fas, Fb, Fb:地形に多く出現し, Fcs,Fcs, Fc., Fg 地形にも見られる。 

BnI土ﾡのヒノキの生長は地形の相処によつて著しい相興を示している。Fs, Fe., Fes 地形では出ﾡ 

頻度ば小さいが,ヒ ノ キの成長はきわめて良好でいずれも 1 ぐ地である。このよう な地形は斜面iの下部に 

位！リし崩横地,押出心が多く,いずれも土歩は上險的深い。その他の地形では一般に成共は不良である。 

Fas, Fa. 地形では他の極神により被圧され短小となり一疝では消滅しているか,これは海拔高が為く, 

を思またはお気を含んだ反衝の影ガが大 き く 理冷多汉のためではな いか と 思われ る ・ Fas 地形では土尔が 

没くBA型土ﾡと大差はない。しかし,Fa. 地形中に介在する Fb,地形では2等地の成を示しているこ 

ともある。

スギは Fb.,Fba, Fet,Fcs 地形では3等地またはそれ以下である。

カラマツは, Fc. 地形では2等地, Fbi 地形では3等地の成奨を示している例がある。

BIcw)刑土頭…… 分布面積は少なく Fas, Fc。地形に見られる。Fai 地形の成長は天然林または伐跡地 

で資料がないが, 祐質の深い土地が生成されるので,おそらく 広葉樹に被圧されるか,あるいはササ生地 

となつて不良造林地をっくるのではないかと思われる。

Bn型土掘.Fes, Fa, Fc, Fez 地形に多く 出現し,Fat,Fb,地形にも見られる。Fc地形ではそ 

のt回, 土ﾡの深度などは Bn 型土塊 と 同垓である。ヒノキの成姓は Fe 地形では良好で,い.ずれも 1 

等地主 たはそれ以上の成及を示している。しかし,Fan 地形では前途のように郷命多面の気象条件のため 

にササ生地か風衝地となつて, 広葉樹に圧例されるのではないか、と思われる。Fb 地形の下部では ヒ ノキ 

は1等地の成長を示している。 ・

スギはいづれ も Fc 地形の場合は良好な生長を示し,1等地相当である。また,Fb, Fb:地形では1 

等地な いし2 等地の成長を示している。

カラマツは Fe地形では2等地相当であるが, Fai 地形ではﾡ面のために3等地以下である。

Brco)型士風……Fco, Fc, Fc, Fを 地形に多く 出現し,Fa, Fa., Fg Fc, Fae, Fe:地形にもみ、 

られる。ヒノキ林はFc地形では1等地内外の成長を示している。 Fat,Fas, Fa., Fbt, Fb:地形の特 

に上部では皮長は劣 り, おそらく2 等地以上の成技は望めな いのではないか と思われる。Fa., Fb. 地形 

はおそらく土ﾡの深度および前に述べた気級条件の影際が, また Fas, Fae地形は受独斜面のために地ﾡ 

および土以奴他が著しいことが成長の劣る原囚となつているのではないかと思われる。

スギは Fbi, Fbs, Fc., Fcs 地形では3等地または3等地以下である。

Be m: 期……Fe 地形に主としてみられ,Fe 地形にもみられる。Be 型土垠は分布面積がきわめて 

少ないために じゅ う ぶんな諸議は困軽であ るが, ヒノキ の成長は良好で トツクリ 病の症状は観なされなか 

つた。主た, Bド: 型土球では スギの良好な成共が期待される もの と 思われる。

Pni 土ﾡ……Fat, Fい地形に多く出し, Fa, 地形の 上部に もみられる。海拔高も高いので良好た成 

我は期待できない し,また, Pn型土頭の上部では人工関新はのぞめない、。

PwI 和土比 Fai 地形に限られている。風都地か, 風街を受ける谯生地となり, スギはもちろんヒ 

ノキ, カラマツものぞめない。

G 啊 H； 利土頭……Gr土ﾡは Fc,, Fcs 地形に, PG 型土頭は Fan 地形にわずかに分布する。G型 

土団は人工統によることは困ﾡであろう。Pe 型士ﾡは P。 地土塊 と 同様海找品が上位なので,その施 

繁はのぞめなない。

D/ 以:上壊……本津春地区では分布面検  も 少な く 標式的な ものが現われないので,詳し く は不明である 

が,Fes 地形で:はヒノキは1等地以上の広長を示している。しかし, 110 林班 Fas 地形の Bn 郵土嵐で 

深さ 30〜60cu,に旧い、帰色土的なェ土ﾡのあるスギ 62 年生造林地では,樹 髙 15m 前前後で成奨を停止し 

ている。

Im-T 土脳. Fas, Fa,, Fei 地彩に 多く 出現 し,Fc, Fb:地形にもみ、られる。 Fas, Fas, Fc., 

Fb 地形では土城の移動聞落が若し く 末熟なために,ヒノキの成長は劣びで3等地, またはそiれ以下,Fe 

地形では土ﾡが安定している場合はヒ ノ キは1等地のﾡを示ナ場合がある。

以 卜のよ うに 土珮那の 分布は地形お よ びそれに件う 土墳条件およ び気象条件と 関連 し,したがつて林木 

の成長と明ﾡx関性を示していると思われる。とノキは BLcd,Bn, Brの各土度型はFc地形で 

は成長量の著しい相興を示さず, 土間に対す る適 応 ﾡ 囲が氏いのではないか、とﾡ像される。しかし, 

Fa, Fa. 地形 <上部う の例に見られる うに知象の影や, Tas 地形の例にみられるように土頭浜度の 

影新 も無ﾡする こ と はできない。

C. ﾡ径の不良造林地と天然更新について

低由の不R逃林地なみる と土頭と地形との影響けかなり明識に出ているよう である。すなわち,ヒ ノ 

キの脱奨はFa,Fb,地形く主としてPm, PwI,B Bh, Im-Tﾡ土機ゝ;よびFb,,Fb:地政く主として 

Bn, Brcoゝ那 の一部, また Fel 地形の Im-Tぷ比上覧では不貴である。スギの成浜は既往の造林地が少 

ないが, Fbi, Fbi, Fc, Fe, Fe. 地形の B" 型および 型土環の一部では不良になっている。ス

ギばこれらの地形の 型土墳では1等地あるいは2管地相当の此であるが,Dn型およびBt(のゝ郵土 

aになるとその版長は著しいﾡを示し,3等地いし3等地以下になるようである。これらの賢社の不良 

沿林地や今後のV新対像地には, 土ﾡと地形を命わせ芝えて犬然ﾡ新によらばならない林地には一畑 

有利な計画をたてなけれならなし。人工更新とだ鈴型新のジ定と限界は, その時代の要求と主観的期待 

成共量の予型によつて過いはあろうが,ここで鈴ずる天然ピ新の範囲はスギ3等地以下,ヒノキ3守地下 

半以下の成長が予退さiれる林地を天然型新に依 したじと う場3。

この闘在の箱ﾡかeすiれ, 天然型新の土ﾡと地形とその期付樹間は次のように考えられる。

Fa 地形では,ふ 邪土訓には ヒメ コマッ,ッガ, ヒノキ な ど を,B" 郵土脳には ヒノキ, モミ,ッ, 

ミズナラ, ブナなどを。BD 型土塀にはモミ,ブナ,ミズナ九 ダケカンバなどを,Pn型土成にはトッ 

ヒ,シラ々, ョメッがを」部に, ヒノキ,ヒョマツ, ブナ,ミズナラ,ダケモミ,ッォ, ・バを下部に, 

*た,PwI 型土城こは トウヒ,シッペ,ダケカン"を上部に, 下部にはブナ, ダケモミ,ツガ,ミズナ 

ラ,シラカンバなどをそれぞれ更新樹柳の主なものとして良いと思われる。ただ注意しなければならない
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ことはフシブトザサ の証盛なに繁茂のために 天然型新がさまたげられることである。 62 班の上 ササ 生 

ﾡではモミの天然生種ﾡがササの葉の茂った高5さまで生育して, そこでﾡ死しているのを多数観災した。

Fb:地形では, B、土ゴ«にはヒメコマツ, カマツ, とノキ, モミ, ツッガ, ミズナラ などを, Bn 

土頭にはヒノキ, モミ, ッ, ミズナラ, ミズメ, プナなどを, BnCw)那士ﾡにはサワラ,ブナ,ミズメ, 

ミズナラ, モミ,ッガなどを, BI型土頭にはアカマツを主とする叫新が:能と思われる。

Fa:地形では, BA型士団はアカマツ, とノコマッ, ヒノキ, モミ,ツガ, ミズナラ, ブナを, また, 

Pni土掘ではヒノキ, とメコマツ, ッガなどを, Fat地形のPn土:ﾡにはトウヒ, シラべ, ヒバなど 

を主とする 更新が可能であろ う。

Fb 地形の BA型土頭では Fas 地形の B 叩土形の地合と同様に,Fb 地形の Pn亜土出はでFa・地 

形の Pp 型土城と 同様に考えて良い と 思われる。

D. 巡地の予想

以上のことから形区分と:ﾡ型を考え合わせてスギ, ヒノキ, カラマツの適地チ想ぼ(Table8う を作 

った。これの応用は大さい地形とその局所地形ととよく観ダの上, 樹岡, 期行成i, 地利などを明随な 

計画線において突行に移すこ とが:のぞま しい。

E. 地形区分と土壇について

地形による土ﾡの分布は Fig. 35に示したとおりである。

地形と土性についてはFa, Fa:地形では畑ﾡの(向をし, Fb, Fc地形の傾430°以上では砂更,

30 以下の独積土では境質に傾く よう である。また, Fb 地形および Fcn,Fcn, Fc., Fc,地形は石高こ 

富み, 砂際ﾡの場合が多く, Fb,堆形の特に用尼根の背や,Fat, Fal 地形でも山の狭い凸出地などでは 

石際ﾡ砂士のB、PnI 亜土振が現われる。Fab Fas Fbs,Fc,地形の傾斜角30°以上の銘miでは花 

崗岩が 風化 して離沏になつた 砂株質の Im-Tﾡ土頭が:多い。

土ﾡの深さは Fa, Fas,Fbs 地形では残積土および崩土ともにa,b, すなわち GOcn.以下の場イ 

が多く, c, d稀で, c, fはみられない。Fa, Fas, Fa。地形はa,bで岩石i地をみることがある。 

Fb 地形は Fa 地形に比べ て深くななりb, c の地合が多 く ・ ル試土では dをみるが:e, fになることはご 

く稀である。Fct, Fc地形はFe, Fe., Fco, Fc。地形よりもい場合が:多く, i前者ta, b,c,後 

者はb一fで間々の深さがある。

土城の技触; こついては,Fas, Fao, Fe:地形が侵ﾡを受けて成地や小規模の地たりが最も多い。加袋 

地と方位については, 規校の大きい中ホ川流放のFas地形ﾡ斜価があるが,小規模な筋i, 地りは方位 

によ る影響が認められない。林に花風岩土壊を堆技状旗や成財状態から,安定した もの と不安定な もの と 

の二者に分けると,前者と後者の限界は傾ﾡ30 で大別できるようである。前者は施業などによって土 

地保全上なん ら数際を さた さないと 思われ るも の, 後者は施業あ る いは白然伝触に よ つて川技地 り を起 

しやすいものである。

F. 施業に対する意見

1. 人工更新について

各樹価ご と にその期待成長の最低限界を ま ず決定 して, 製地に予想される林地生確と 期待成長 と 

がその林地の更新針面の基本とならなければなら たい。本調査によ ってそれの完全を期する ニ と はでさな 

いが,土壊図,Fig. 35 の地形区分, Table 8 の適地予紐表 と Table 6 ﾡ域別土ﾡ型分布面ﾡを参考に
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して, 立地に対しては一の形式的計画でなく価別的なェ1新計画がのぞま しい。

2. ヒノキーﾡ林卜の取扱いについて

往年ヒ ノキのﾡﾡが強調されて人工林の大部分がヒ ノキー斉林になつている。このことは花M"を母材 

とする受蝕地ないしは今後難するであろう と思われる地形においては 現 大な問国となる。すなわち, e 
ノキの一齊林下では地表施物が消滅して,表面張他;こけう独表必の•剝落, 土振ﾡの生り, さらに欠城を起 

すという現後を品するのである。現在ヒノキ林下では道の改置や野隊の通行に止つてすらその項役を生 

じているﾡ所も 少な くなルし, 好米の販扱いいかんに よつては土地の保全性を"川的に短締する結処にな 

りかねない。第五次経営案では中津川流域だけを第二択伐作業級と して特殊取扱い、をだしてあるが, = 

れは中溶川流域だけの間題ではない。領年/30°以上の花協土ﾡではこの点をだ分書意して, 取優お上 

び 更新にあたり,た だ一四の収優によ っ て土地の保全性を喪す るということのないこと を不望す る。対 

彼と してはきわめて消極的な択伐から計,広混淆林に導くか,あるいは安全な伐木集材方法が確立される 

ま でその収護を停止す ることであろう。そしてこのようなとこ ろには人工林の成立を里むよ り も然山新 

に よ る土地保全を考えていく べきではないか、と 思われ る。

3. 土地保全について ・

大規ﾡの山や地りは帝合』売のシラナギと 10 林理の端然奥であるが,特にシラ ナギの崩壊地は下 

流落合村や河川におよ ぼナ危ﾡが大き く普処が:の ぞま しい。

中津川流放のFas地形,内木川・銀田河川流域のFa,, Fbs, Fc,地形における受償斜は自然の俊ﾡ 

第面にある不可抗力的なものとしても,施業特に伐採によってその迎度が増大されていることは否定でき 

ない。今日まだこのようなた林地の不変に対して積極的な防際策や盗切な郷木災材抜術は解決を与えていな 

い。事業経営としてやむを得ない必極の小情と施業の咨债によって,依然と して森林.施条と土地保全との 

不均衡は等関税されている。そこで本闘の結川から二つの翼求を拠出したい。すなわち,収ﾡ担当者に 

は土地保全; こっいて収穫 命所と 収匿のガ法を収極の計画にあたつてﾡ重にかつ充分に検討 してもeうこと 

である。また林業工学部門に対しては, このょうな地, 地形, 地淡状ﾡにある森林の土地係金的な特殊 

な機械化技術の完成をﾡ求したい。

u 総 括

1 .昭和 26 年, 岐県県中津川営林区地経営区の土業を, その後昭和 29 年に部分的な再検时を 

行った。

2 .設査地区 10,017.66hae, 木f山脈の商端旭山から南西にわたる大小5団地, 商抜高5200w 

から売山頂 2,190" におよび, 前生は腰州性内陸航生から亜処州性で山t地"ﾡ生の分布をみる。4平 

均久は 11.2-15.0°C。4科水量は 2,000-3.000ww である。

3. S地区の主体は建那山団地の花機郷幼年期山城で,例数, 役蝕の著しい中津川流域,および落合 

川流城を含み治山上にも,森林礼契上にも,両者の不均衛性は特に重大税する残があった。しかし, 本調 

4では土地保全について じゅ うぶんな週布をな し得なかつたが, 土壊就術事項とあわせて関意して記述し 

た。

4. 調!布理1 区に紹めた土壊型は BA, Bn,Bo, Bn, Bk, PmI, Pmr, Pnm, Pwr, Pe, G, 泥以士,

B/,Im-T との 14 土顕飛で, BrCW), BI(d)型の二亜を設けた。

5. 土ﾡ型の分行は大略 BA 邪 10.7%, Bn 型 28.99%, Bn型 14.46, B.cの)飛】 24.4%, Pn 羽 

13.9%,PwI 6.4%で, BnCW),Br,Br, G, ﾡ炭士, Po, B',Im-T型土ﾡはわずかで計1.3%

である。また別携危険他は全面版 の 4.0% を占める。

6. 各土状刑の形態的特徴,分布状態,植生を明らかにした。また,土城型と区分地形との限係を検討 

した。

7. 仟土垠取について樹伸R淸?を行い,土第咽と林木の成長との關係について検时を行った。

8. 存区分布地形について出現する土琅型および土壊の深さについて検时を行った。

9. この査区城につい、て天然更新および人工政ﾡ(スギ, ヒノキ, カラマツ)と土城型および地形と 

の 関係について老家を行い,土地係全 と も 関連 して今後の施楽におい て関意すべ き点を明らかに した。
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Soils ofthe ENA National Forest.
CNAGOYA Rexional Forestry orrice> 
Michiyuki MUKUN。 ard Haruo TANIGUCII

This mamagimcnt unit(10,017.66hcンis situated on the south-eastern part of Gifu Dre- 
fecture, central Honshu. The main part of this management unit is locatcd on the nouiltalinl 
slope of the system of MMt. Ena Chigh altitude districtand its elevations vary from 700m. 
above sea level to 2,190m.. at the top of Mt. Ena. The residual partis located on the hilly 
region Clow alt district), 200~961 ,h Precipiatation and mean annual temperature are 2500- 
3,000m.,11°d in high alt. district and 2,000-2,500m..,13 Cinlow alt. district.

Widely distributed parent materials of the soil are granite, ard palaeozoic shale, clayslate, 
sandstone and cherL

In the natural forest (54% of the total area), the predominant tree species are as 

follows :

On the high alt. district, Tsuga Sicboldii and lbics itomtolepis are most dominant, and 

ChamtaecyParis Pisiferd, Picea je=ociisis var. hontdocnsis, Faous crcitala, Qttcrcus crisPtld, 
Betula carpinifolia and Aceraceae specics rank next.

On the low alt. district, Pinus dentsiftora, P. parviflora and ChanaecyParis obtusa are 
most dominant, and Castanea creiiata and Ouercus serrata are frequent.

In the artificial forest (37 % ofthe total areaン, ChamaccyParis Obusa are planted pre- 

dominantly〔85%oftheartificialforestン, and Cryptomeria.;aPonica (6%>, Pinus dcnsiflora 
(5 %) and Larix Kaepferi C1 %ン rarely occur.

The vegetation of the surveyed area and that on each type of soil are discussed in 

detail.

The soils of this area are classified into following 16 types: B.-C10.7%う, Br-C28.9%ン, 

BHCW-(0.7%ン, Bc-C0.1%ン,DBi-C14.49%),BICdD-(24.』9%う, Bt-Ctraceう,Pnr-C4.6%ン,PuI- 
(1.3%ン, Ppm-C8.0%ン, PwI-(6.4%ン, G-Ctrnce, PG-(trace>,PeatysoilCtrace,B-Ctrace> 
and Im-T-soiir0.2%>

BpCW-Soil is weakly moistened B“-soil, and Bl(d-soil is weakly dried Bi-soil. Ini-T-soil 

is the immature creepitg soil tliat occurs on the lower part of the slope of the granite 

region.
The morphological details, and Dhys:cal and chemical properties of each type of soil are 

discussed. The distributions of each type of soil are shown on the attached soil map.
The topography that prevails in each type of soil except Im-T-soil has the same tendency 

as those of previous reports： Forest Soils of Japan 1, 2, 3 ard 4.

The following facts are roticeable:

(1う On the granite region,the soils ofthe upper part ofthe steep slope that is Over 30° 

in inclination are urstable as the result of sheet erosion.
(2) On the steep mountain slope, lard-slides occur widely and the soils that necessitate 

precautions being taken against land-slide distribute widely.

On the relationships between the growth of planted ChamiccyParis ob/uSa,Larix KacmPferi 
and C. japor:ica and each type of soil in connectionwiththe topography, the following facts 

are recognized:

(1う The growth of these trees is very POor in the high alt. area resulting from the 

influences of the cold and humid climate. In these areas the planted trees are 
oppressed by the naturally invading hard-woods and Sasa.

(2> The growth of these trees is superior on BE-and Bi：-soil.

(3> The growth of C. ob/usa and i. KacmiPferi is superior on Brcd)- and Bi:-soils that 
bclong to the colluvial soil ard are located on the lower part of the slope, but 
their growth is inferior on the same types of soil located on the upper part of the 
slope and have thin soil horizons.

C4> Ou the other types of soil, the growth of the above species is poor, and the planted 
trees are oppressed by the invading hard-wocds or conifers.

The management plan based on the results of this survey is discussed in detaiL.
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調査区域の況

Table 1 ※象観河米 

Climatological data.

観測地 大野郡根村上ケﾡ(Kamigahoraン

A.位 覆 Mont, Jan. Feb. Mar. Apr. vayJune

1O 11

JulyAug.Sep. Oct. Nov.

12 全年 年次
Year

久々野経営区はFig.』のように岐班部, 北料 35°57'～36°03', 経 137 ”'～ 137。37' にあ 

つて,大小8団地 (53国有林, 19,534.06hのう にわたつている。これらの団地の大部分は采絞および御 

岳山品にあって中部国立公園堆域が多い。この加在: 上国土公固侍别地域わ よ び除波を: 勺いた 17, 4G6.03/a 

について行つた。

-3.9一3.3 O.t 7.2 12.1 10.6 20.6 21.5 17.4 11.C・ ナガ
Average

1 ' 
Niin. 0.1 7.5-10.5-11.1 -6.0

位 証 図

久
々
野
営
林
着
管
内
図

t1.6 15.2 :6. 12.7___I_ L

Surveyed area.

Precipitation

Dec. Year of 
obser.

• . . :

1C0.Cぽ が " 85.9 75.2111.914.4137.8221.2209.4100.4233.0156.0

初和i10 月 13 日, 教る2i5月 19 H, 初降二 11 月13 日, 終ﾡ雪4月 12 積野50〜100

観 高 山 河 候 所 (Takayama>

. %
Relative humidity 68.2 62. I 57.6 52.3 49.5

* 1
59.5 65.4 59.5 68.5 64.8 60.6

1 
70.。 61.7

ﾡ マ 再 同 
1ICV311ng 

wind direction
s SE SE SE SE SE SE SE SE SE SE SE

Month Jan.Fel.
3 3 5 6 78 9|101t 12 全年 年次

Year
Mar.Apr.Mlay JuneJulyAug.Sep. Oct. Nov.Dec. Year of 

obser.
こ平均

。 Average -2.4 -t.5 2.7 10.3 16.0 20. 1 2i.: 25.0 20.4 6.1 07 11.2 1900
～1944

1 ピ 1.7 2.2 15.3 20.7 25.3 23.5
1 30.9

25.5 19.7 12.7
・

16.1
1943

瓷
I Mlin. -9.7 -10.2 -4.5 i.: 5 13.9 17.8 'a.。 14.7 8.7 。 二。 4.6

～1947

降 水 itく:う 
Precipitation I05.C 77.・ 71.8 60.. 61.9 o.。 70.2 73.8 78.1 69.11787.1 19C0

～1947

. 座9%..
Relative hunndily 83.3 71.8 60.4 e.. 69.0 70.2 69.8 73.8 78.1 S0.2

•
69.1 1943

～1947

承で。高で

wind direction
NW NNW NW NW NW s S s NW NNW NNT NNw

B.気 候

こ の経営区の気陕条件は Table 1 に 示す とおり一である。

この地域は内降性気ﾡの特微を示し, 冬期および夏期の変化が烈し く ・ 主た昼夜の郷優のﾡもはなはだ 

しい。大坊国有林を除く ほかの団地は,來被および御姑につづく 山旅地黯に位置するので, W命な商5山 

気象の影晋が大きい。調査地域は, 一般に」上ヶ河のﾡ測位よ りも郷多湿で積当野も多いものとﾡ似され 

る。

C. 地質および地形

この地城の地mの水筆をなすもの秩父前生に-で, 映神田泉付近から池ヶ済部響付近を総ぶ線以西にみ 

られる石比と ともに主要な地hを形成し,その上部に乗我岳および御岳の火山の噴小によ る交山岩が 

み られる。

映のお も な野石は# 板岩, 砂場に どの砂岩頭および/料なな どで,引状の行灰岩を介在 し <複 

燃。工んし,またﾡﾡ作用を受けている。断ﾡおよび曲がはだしい。
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野変, 近,胡桃島,鉄ケ迷および金山谷の一部は秩生にﾡし, 大り谷, 内H多・ ft山l, 逆川沢, 

秋神, 徳河谷の一部は行英斑岩に属する。

御品, 乗骸品は これらの 尚生ﾡお上 び石英斑岩の裂け目, あるいは接触部から噴出 し た即行安山岩か ら 

なり, 古•生版および石英斑岩の上部を覆い, その流下した熔岩流の下相は井戸ケ駅,•胡桃島,千開尚, 徳 

河谷,長合本谷などにみられるような台地地形や, 滝, 幕岩と呼ばれる愚便を形成している。野変死帙,井 

戸ヶ断, 千闖博の一部がこれに用する。

地形は一般に即石 安山岩の地域は殺親, 古生ﾡおよ び石英後岩の地城は縁斜ないし殺ぶである。

D. 林 況

こ の経営区の林別面ﾡは次の とおりである。

Table 2 単f. ha 1915 年イ

ーニ
天然生林 人工 # 伐 映 地 未立木地 その他 合 計

で

%

普通林地 7,673.76 3,805.41 1 ・ 564. 74 316.66 13,360. 57 68

制限林地 3,729. 17 134.54 26.24 388.99 4,278.93 22

除 地 1,894.56 1,894.56 10

合 t 11,402. 93 3, 939. 95 1,590.98 705.6イ 1,894.56 19, 534.c6 i00

% 58 20 8 4 10 100

(1天然生林

海扱び51,000ァ: 以下の地域ではコナラ,アカマツを主とし, イヌブナ, ミヅメ, クリ, ケヤキ, サワ 

グルミ などの落菜も菜樹が大部分を占める。海抜高 1,000-1,500 « ではブナを主とし, ミズナラ, サワ 

グルミ, トチなどが多く,またヒノキ, ネッコ, ヒバ,ヒメコマツのﾡ歩合も者しく増大する。蘭扱高 

・1,500m, 特に 1,800n:以上ではシラベ, コメッカ, トウヒを主 とする針雖樹林によって占められ てい 

る ・ 海拔為 2,400 以上ではﾡ少 なハイマッ, ミヤマハンノキ, グケカンバなどとなる。林令は大部分 

が老令過熟林分でおる。

(2> 人工林

大坊本谷国有林における明治28年, 36年のスギ, ヒノキ池林地が最も古く, ついで片平,金山谷, 

鈍り【沢国有林に ヒ ノ キが植校された。植戦樹岡は従※ ヒ パ キﾡ重のﾡ向が強く ・ ス ギは久々野担当区部内 

以外は昭和になって ょ う や く 植裁がは じめられたにすざなない。カラマ ツは古く から植載樹岡 と し て視さ 

れ, 明治 42 年から植栽が行われて■いる。

人工林の皮育は高所,ﾡﾡ通り, または風術地などの小局部を除いておおむね良好な成載を示し, い 

造林地は一般に良ﾡであるが的に鈍引沢, 大坊本谷山, 近城などは優良である。

樹種適択の面からお楽する とスギは適地を過んで小面積ずつ植したためか比該的良好である。ヒノキ 

は高拡 1,300: 付近までは良好な成育を示しているが,1,500»:以上ではい、ずれも要締して皮林は望め 

cい状況である。カラマツは大体旗抜 1,700m までは良好な成育を示し, 非戸ヶ原, 千間ﾡおよび胡桃 

島の一部は特に良好である。

久々野経営 区の土壇 Cぷ川・ 谷口 ・ 柏ボ> - 79 ー

I 調査ならびに分析の方法

A. 調査および土壇の分ま

この,N 森は国有林野土爆記進方法若 (改前楽) によった。植生, 地形などの付ﾡがらはすべて目ﾡにょつ 

た。また,国立公岡の仙型林地の調は前性をおとした。

B. 室内実験

理化挙的性口は国有林野土ﾡﾡ1ガ法書 C改膽) に L たがって次の実験を行った。

Ca> ﾡﾡ的性項

ci> 内 然状態の理学的性質

<i ☆分術

Cb 化的性ﾡ

ci ) pH の清定

ciiう 附 投領度の定出

ciii 全映素の定

civ 全ﾡ素の定

C. 土壇図の作製

調資料にがい、て2万分の 1 の経;物図に各土琅の分布範囲を図示した。図示方法は国方林野土壊:樹ミ方 

法書 (改前楽) によ つた。

I 土壌型の種類と性質

A. 土壇断面の形譲 

・ 

a式試孔 78 協所の う ちおもな土ﾡ型の代変所と挙げる と次のとおりである。

植生の項で [20*20m コ とあるのは證査方形区の範鹿を示したもので,で5木階の各ﾡ和は胸が直社 

Cc”り,樹高 8り および本数を加倣した。10-12X20-2•1C3) は 10-12cmX20-24M C3本)を示 

す。また低本階,本ﾡ,地階は欄物名および優占度を示した。土風の色は森林立地は話会発行の色名 

帳を用いた。

Profle No.10 CFig. 2う

土ﾡ Bae,, 地形 積ﾡ式 占い別耕土,(置 野国有林129ろ 林小ﾡ, 細28°, 方

向 S72°E, 海扱51,470 m., 母村料 砂岩 お よ び即石安山岩。

L. 1-2cn: 新ﾡなカラマツ帝葉招。

F-H 2-5 c: 半ﾡ朽闘商, Hは不明ﾡ。

M(B,) 3～9cw: M糸判順, 無立 状柄造,ル,統, 石廓に乏しい,歩質地土。

*1 性:ﾡ色森林土 <傾斜地型
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B: 9～11 cm: Isabella Color, 粒状欄沿が発し局部 

的に羽度の堅果状慨述をえる, ﾡ糸に富み, 白色 

の菌糸税の小斑が介花,細供多, 軟ないし堅,物, 

ﾡﾡ士。

A' 11-20 cm: Olive-Brown, ﾡ状情道が発述しﾡ状 

橋油も認められる, 中相ﾡ多, 堅,洞 ﾡ区頭士。

B, 20-28 cn: Tawny-Olive, 粒状械造に躬度の堅果 

状ﾡﾡを混ず る, 割目に沿つて白色の関糸およ び朽 

根による問植が:ﾡめられる, , 澗,砂区頭士。

B. 28-36 cn. Tawny-Olive, 粒状概沿, G際多, 細 

根あり,ﾡ, 潤,ﾡ項型士。

C, <20 cy: Buckthorn Brown, 角隊の間院を土頭 

が流す ような石 探土,敗,湖,砂H墨土。

植生 C15*15〕 m関度 100%

カラマツ 26*15て1う, 16-20*11-15て8, 12-14*10-

14C13う, 8-10*7-12て8う, ヒノキ 10-12*2-4C3う, 

6-8*2-5<18う, 5*2-4.5て6う, グケカンバ 9*9て1ン, 

シラカンパ 3*3て1う。 ミズナラ C+), ウリハグカエデ

<+ン, シナノキ c+) ヤマウルシ(十),コマュミC+ン, ハリ 

ギリ(+う, ノリウツギ<+) イタヤカェデて+, オオパヤナギC+)。

R根 S 行(砂ォ>
An 石 C安山げ Or 有機物

Fig. 2 Profile No. 40
B.-soil

あり,公, 消, 砂買ﾡ士。

< 20cn: Cinnamon-Buff, Massive, 大小の角税の問に土ﾡを混じ, 投系なし, 懸,消, 石際

土e

ﾡ生 C15*15〕, T閉度 656

カマッ 65*21C1う, 12*21C1ゝ, ミズナラ 26-30*10-13く3),20-24*6-10に4,15*7て1う, 

S*10て1う。

ヒノキ(1う, ヒメコマッて+う, ミネカニデて+ン, ダケモミ c+) ミズナラく+ン, ガマズミ〔ン, ヤマウ 

ルシて+>, ヤマッッジて+う, ノリウツギて+ン,リヨウブC+ン, ネジキ C+), チョウセンゴョウマッ〔+, 

バイカッツジて+ン, オハダて+ン, ウスノキc+ユ

ワラビ(1う, スギゴケ類(1う。

Profile No. 70 (Fig.4

土型 Bna, 積様式 崩債土,位攒 徳河谷国有林S2い、林小班,地形 新面中腹, 岡斜 30°.

スス キQ), ワラビ〔+ン, 

(+>,ツルウメモ ドキ(+>,

アキノキリンソウC+ン, ヤマギウシ(+>,キイチゴ(十フ, タチッボスミレ 

ヨッバヒロドリC+う, イナカギク(+, コオニュリて+ン, ヤマアザミC+ン。

Profile No. 66 (Fig. 3ン

土頭 BN, 推び様式 残積土, 地形 尼根の 上郎,位相 

方向 S30°W, 海数高;900m, 母材料 "岩。

L-F 2～3cm アカマツ,ミズナラの半陽朽紫取。

H 0.5 cm:照色, 細粒状,局部的に白色の囲糸が分布。

A 2～4 cn: Warm Buff, 細粒 状構造が宛金 し,u糸 

網に富む,中細ﾡ多, 乾,角礫を含む,砂ﾡ墨 

土。

A: 10～18 cn: Light Ochraceous-Buff, 細粒状情造 

が発達, 速糸變に富み,全面が白色を呈し,局部的 

に スポンジ状 となる •中棚根きわめて多,監, 死, 

角礫を含む,砂K度士。

B 10～16 cmt Light Pinkish Cinnamon, 上部は粒 

状ﾡ造, 下部は Massive, 径 2～5 cn: の“底を 

含む, やや堅, 根系はこのﾡでとまりわずかに細根

丁子ロ国有林165い林小ﾡ, 傾斜32°,

R根 S石 M ﾡ糸都

Fig. 3 Profile No. 66 
BA-soil

方向 S, な75 1,220ァ:, 母材料 石ず式岩。

L 1～2cn: ミズナラ,モミ, カェデ,ササの新鮮な

部快葉ﾡ。

F 2～3cm. ミズナラ, モミ, カエデ, ササの破Rさ

れた半関朽葉ﾡ。

<Hン-A 4～8cm: olive.Brown,ﾡ状欄沿が発過, 局 

部的に H を認める, 動物によ る と 思われる空洞お 

工 び枯県あ り, 中細根多, 强, 洞, 石iを合む, ﾡ士。

B, 16～22cm: Isabella Color, 粒状構造および塊状 

情通, 局部的に皿著な堅果状瑞造が発達,また空果 

状構造部分は,他x り やや青味を带ぴた褐色が強い, 

中細ﾡあり, ﾡ,刑, 堅果状柄造の部分は!:K, 乾, 

制目あり, 徴砂京ﾡ士。

B, 14-18 cm. clay Color, 秘状構油にﾡ処状ﾡﾡを 

混ずる,B, 旭との境界は判一ﾡ, 中細あり, 敝, 

問, 径 2 〜 20c"： の角礫を含む,畑ﾡﾡ士。

Fig. 4 Profile No.70
Bn-Soil

B,-C1 <20cn: Ruckthorn Brown. 粒状構造,中細眼あり,軟,潤,未風化の岩石に宮む,砂

ﾡ生 〔15*15J ﾡ閉度 606, 役採跡地

モミ 16-20*9-13て4ゝ,10 12*7-10く3う,4-6*2.5-4C8う,2-3*2C2ゝ, ャマモミジ 16-18 x 

12-15C4), 10-14 X10-J2C2), 6-8*5-8C5。

ヒメコマツて+ン, ネジキく+,ヤマウルシ(+ン, シデて+ン, ハウチワカェデて+ン, コハウチワカエデ 

(+う, ミズナラて+ン,リョウプて+ン, クリC+う, トチC+ン, クラノキく+ゝ。

マップサ C+), ハクウンボク C 稚樹)(+), ササく+う, シデ(稚樹ゝ(+ゝ, ミズキ (稚樹ゝ(+ゝ, クサ

*1 性祖色森林土 (ﾡ斜地>



-82ー・ 林野土調イに報告 第6
久 々野経営区の土シ Cず川・ 谷口 •柏木) 一S3-

ギ <稚ﾡ>(十,ハギC十。

Profile No. 12 (Fig. 5>
土頭 Bn, 推技株式 i!d土:, (胡桃島3国イ林 233ろ 林小班,地形 配投の中度, (1 32°,

方向 S 60 ハ、',海拔墨 1422: 母材料 「とie

L 2～18cm: ササの整葉。

F,- 6-18cn: カラマッ の落葉が破砕 さ れ た 半姚朽明 

Mi。

H 2-4: 秘状, 受, 多u, 中田投多。

A 6～l4cm: Olive-Brown, 粒状ﾡが発ﾡ,判度の

係果状構込をえる, 中田根多, ﾡ, 調問, 石際を合 

む,地土。

B. 11～15cm: Sayal Brown, 敵状ﾡ, 部的に興 

器に発述 し たﾡ県状慨込をえ る ,上下M と の拠界 

は明, 視系合, 散, 刑, 石iぼ多, 軽知土。

B. 12-16cm Buffy Brown, 上あは堅果状城お,下 

部は粒状概沿, 根系多,戦, 調, 右礫を 含む, 

出士。

B: < 40cm: Clay Color,上部は男度の政状沿, 下

部は Massive, ﾡ, 潤,未風化岩を合む, 砂質 

型士〜型士。

植生 C20*20〕 ﾡ閉度 65%

Fig. 5 Profile No.12

Br-soil

カラマツ 26-28*19 24〔9う, 22-24*18-22C8>,18-20*14-22(9う,16*17-18(2. ミズナラ

8*5(1う。

チマキザサC3ン, チョウゼンゴョウマッく+, クラノキて+>。

・ツルウノモドキC1, ウ ドC+う。

Profile No. 73 (Fig. の)

土聞 BnCw", 推積目式 残書士, 位松 市品国イ株 

40 い林小班, 地形 復命扱針む損, 領斜 25°, 方向 

N75°W, 誠数が5 1,350.., 母材料 石英血岩。

L 1～4cm: ススキの 拈茎弱,シラカン バの新鮮なな ﾡ班。

F-<H 0-1cm: ススキ, シラカンバの半ﾡ材ﾡM,H 

がわずかに認められる。

A 3-7cn: Olive-Brown, 粒状構造が形心 BMと 

の境界明, 動物によ る と思われる空洞あり,細 

あり, 送, 洞, 敵砂更城。

B 40-C0cn: Buckthorn Brown, Massive, ﾡ状

Ca 空 刑 Gr 粒状情造
Or 有桜物 S イi
Fig. G Profile N。 73

Bn(w)-soil

*1 やや湿性な Bn 型・bっ

にﾡﾡのﾡ過がょめられる。空洞(Ca>があり,明るい火納色を品する,中細出あり, ﾡ～照, 

洞, 石i尚を合む, 知ﾡ県土。

C 10cn: AntimonyYellow,Niassive, 母材料のﾡ化したままの明るい祈ﾡ色の色調を品す 

る, 昭, 多くのﾡ系はこのﾡの上部-で世入を叫止されている, , 砂Hﾡ士。

前生 [20*20〕 商閉座 406。

アカマッ 1s-20*10-14C2),11*C1ン, i*3て1ン, シラカンバ 22一24*16に2う, 18-20*16-22

C5う, 12-1*14-20く7う, 8*10て2う, 4-6*6-12く5), 3X4C1)O

ノリッッギて1う, ソョゴ C + ), オハダて+う, ヤマザクラC+, チョウゼンゴョウマッて+ン, ベニウッ 

ギて+う, ミズナラC+ン, ヒメコマッ〔+ン。

イマッゲ(2う, カラマッ(+, ミズナラ(+ン, シジカンパ(+ン, ベニウッギ(+ン, ッルウメモドキ 

(+う, カマッて+>,ヤマザクラ(+ン, ソョゴて+ウ, チョウセンゴョウマッて+,ヤマウルシて+ン, ノリ 

ッッギく+>. ミネカェアて+ゝ,ナナカマドC+,ッルデマッバ+ン。

ススキ(2>, キイチョて1), マッムシソッC1ン, ワラビC1ン, ヒカゲノカズラC+ン, イチャクソウ〔+ン, 

アキノキリンソウ c+ユ ャナギラン C+ユ ヤマオダマキ C+) シシガシラC+ン, *シダて+ン・ ノアザミ 

c+う, センンマり(+ゝ,ヤマハハコて+ン, ヘビイチゴ c+) ウメバチッッく+ン,イワガラミC+ン, マッ 

ブサて+う, ヒメオトギリソウC+%

Profile No. 78 <Fig. 7>
土援 piw. M試A 泌土,位龍 大助度在快285ち#小断,地形 下降斜西ト部,顆斜 

23°, 力向 s 6oew, 海校が 750:, 母村科行ず式対。

L o-1cw,サッの蒸姫およびヒノキ,クリ, ソョゴ

F 1～1.5cw ササ,ヒノキ,クリ,ソヨゴの破碎さ

iれたポ隣朽環燃。

H～, 1～3cw.CloveBrown, 散状情通がわっずかに 

発達,A, 初との境界は渐～判,田鎖あり, 瘍 湿： 

軽地土。

A. 2-4 o. Prouts Brown, 上部は粒状描'* ト 停 

は堅果状構造が宅見中廻很あり' 歌' 調,新士

B, 16-20ow. AntiaueBrownよりややボ味をび 

た明るい货褐色,上部は整果状酒造が頭幣に発池’ 

一部は酸状県通 ・ たは境構込,白色強糸ジ よ "ロ 

ﾡにょ る腐柿が元部的に認められ る ・ こ の超9上部 

は下部に比べて赤味が独 く 鉄の媒積を示才のでは 

いかと』われる,中超りあり,執,W, 近埴土〜経 

ﾡ土。

B. 28～32 3 clayColor,径1-3c:の境状油 

および位状通,B, ﾡとの境界問一明, 関供がほめ 

られる, 堅,消, 未風化の岩片を多く 含む,ﾡ価士。

R +&

R棋 S イi M 由糸 

or 有根物 Gr 酸状構沼 

N B県状構沿 WR 枯収

Fig. 7 Profile No. 78
B:.(w) soil
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B,-C <20c, BuckthornBrown, Massive, 未風化岩片と多く含む, 堅,消, 【上。

ﾡ生 C20*20  m閉度 60%

ヒノキ 24-26*17-18 に3う,20-22*16-18 く6う,16-18*15-18 く4う,13-14*10-16 く2う,10-12*  

12-14C3う, 8*7-10 く3う, モミ 37*18 て1う, 23-32*18-20 つ2),25*20<1 う, 20*12 て1う, 10*8 て1う。

シデて1ン, ソョゴ(1ン, クリC+ン, リョ ウブC+), ミズナラて+ン,サワフクギて+ン。

ササC1う, ソョC1, イヌッゲC1う, リョウプて+ン, クロモジて+う, オヒヨウニレて十う, ウスノキ 

<+う, ヒノキ c+) ブンゼッて+ン, ノリウツギて+ン,モミく+ン,エンコウカニデて+, グンコウバイC+ン, 

クリC+ン,ッノハシミて+ン, トチC+ン, コナラC+ン, スルデて+ン, クラノキく+ン, クマイチェて+, 

サルトリイバラて+ン, ホホノキて+>, ベニウツギ C+), ムラサキシキブく+>, カマッて+>, ハクウン 

ボクて+ン, チシャノキて+う, サワグルミて+う,ハリギリC+, ヤマウシく+ン, ウッギく+ン, バイカツ 

ッジて+ン, ミヤママククビて+,ウラジロョウラクて+ン, イチゴて+ン, キブシて+ン, ミズキ c+) ウリカ 

ニデ(+ン, コハクウンボク(+ン, コバノガマズミ(+う, シデて+ン, イヌッゲて+ン, ノイパラC+ン, ック 

バナて+,ホッツジC+う。

オカ トラノオ c+) ヤマオグマキ〔+ン, オオバコ〔+ン, クズて+う, クケニグサく+, ツルリンドッて+ン. 

スス キC+), チゴユリ c+) ワラビて+ン, オトギリソウて+う, マルバハギく+ン, フジスミレて+う。

Profile No. 7 <Fig. 8う

土ﾡﾡ Bo", 堆積様式 尚い加士,位m 湖桃/国行林236に林小姫,地形 扱斜せﾡ,傾斜13°, 

方向 s80°E, 御数が5 1,635m, 母材科 輝石安山岩。

L 1-4 cn: 新鮮な カラマッ 諾葉お よびササ の笑葉層。

F.-. 2-5c ササの枯茎を混えた破冷された半使朽

祭酒。

F, 1-5c: 粗法雄質を含む睡初隔。

H 0.5～2cm: 粒状および径 3 内外の団粒状,

下都は踏処状様の城をなす, 表, 懸。

A, 3-6cCloveBrown, 上部は粒状梅ﾡ,下部は 

A.-B 附にかけて堅果状根造が顕著に発達,部分 

的に白色の 関糸あり,中棋多, ﾡ, 問, 石隊に乏し 

い,毎ﾡ土。

A:-B 18-22c Saccardo'sUmber, 上部はすこ 

ぶる明歌ﾡ果状i沿, 下部は粒状出泡も認められ 

る,白色関糸あり,部分的に朽根と認められる有ﾡ 

物あり,中細機多, 上部はﾡ, 下部はﾡ, 派, 石岡 

に乏しい,Wﾡ脳土。

A' 12c: OliveBrown, 汚福色であるが非常に淡い 

色調, 堅果状構造および典状亚造,根系少, 石iaを 

合t, 問, 砂質ﾡ土。

R根 S石
Wt 枯幹 Or 有桜物

N ﾡ米状構ﾡ Ca 孔隙

Fig. 8 Profile No. 7

B' ・<20cm Dresden Brown, Massive, 根系位少, 氏, 石際多, ﾡ土。

ﾡ生〔20*20)  m閉度 e06

カラマッ 28-30x17-21 ⑸,24-26 X17-21C10), 20-22*17-20 て4ン, 16-1S*14-16 く2う, 

14*13 て1ゝ。

ミネカェデて1ン, ノリウッギc+) オオカメノキC+%

チマキザサ(1ゝ, ニワトコ C+), オオカメノキて+,ツルツゲて+>。

Profile No. 63 CFig. 9
土ﾡ刑 Bncd*ゝ',  積様式 崩試土, 位置 ﾡヶ峰国有林175い林小班, 地形 下降新面下部, 傾斜

36°, 方向 N,海抜5 1.3S5m, 母材料 E対。

L 2-5c:サワラ, トチ,ブナの新鮮な落枝祐菜。

F-. 0.5～3cn:サワラ, トチ,ブナの破砕された洋枝

朽葉ﾡ。

A, 3～6c: MummyBrown, 径0.5～1cn:の団 

敵状池およびﾡ状構道が発述,中細机多, 登, 起, 

番 5-10 cn: の石wを合む, 型土。

A: 8～10cm. Saccardo'sUmber, 局部的に径0.5〜

1 cn: の比較的躬い堅票状板造がこの鹿の下部から 

B船上部に死述,中細収あり,ル, 湿,径 3-10 

cn: の石礫を含む,徴砂頭士。

B, 8～16cm: Buffy Brown, 上部は径0,5～1c:の 

堅栗状枫玷,一部に塊状構造が発達,中細投あり, 

載, 温, 径 2～10cm: の石礫を含む,ﾡﾡ壁士。

B. <57cm: Isabella Color, Massive, ややル, i, 

径 2～30cm: の未風化岩石が多い, 出士。

ﾡ生 C30*30 〕 部閉度 906

サワラ 70-72*30 く2う, 38-42x21-30C3). 30-35*

9-27C3), 25X123), 18X9C1). 8X5C1)O

トチ(2う, ブナて+う, イタヤカエデ(亠), オヒョウニレC+ン,

RﾡS石

N ﾡ果状ﾡ油

Fig. 9 Profile No. 63
Bucd)-soil

ハウチワカエデて+>。

ニワトコC1ゝ,ササC1,オヒョウニレて+,オオカメノキて+ン, ノリウツギC+), アサノハカエデ 

く+, トチて+う, ミネカエデC+), サワグルミC3), イタヤカエデC+), ミズキC+ン, ツルウメモドキ 

(+, シナノキ C+), シラク チズル C+), サワグッて+う。

オシグC4う, ムカゴイラクサC3う, ジュウモンジシダて2, ミズナC2,ツルネコノメソウく2ン, ヤク 

シソッC1ゝ, ヤマムグラC1,ヤグルマソウC1ン, キツリフネ C1), ハリガネワラビC1ン, ヨッバムグラ 

(+う, ハシリドコロC+), ミャマクネツケバナて+ン, イラクサて+ン, カメバヒキオコシて+ン, ヒキオコシ 

(+う, トチパニンジン C+), フジシグC+),ツルデマリC+ン, サワギリ C+), ヤマプドウ。

1 羽究性ﾡ色森林土
*1 やや能性の Bnリ土製
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Profile No. 77 CFig. 10>
土ﾡ羽 Brcd, 推ﾡ様式 残積土, (曜 内多町国事林 

285 い林小班, 地形 複合ﾡ,ガ向 s ・ (斜 26°, i 

数高 1,340m, 母材料 不ﾡ表端。

L. 1-6cm: 新鮮なササ の落枝葉。

A, 5～7cm: Olive.Brown, 厩航に富み径0.1～0.2 

cn の団粒状挝造が発逹,粒状用造も詬められる, 

A:Mとのﾡ界は判,中細ﾡ多, 髪, 品,転。

A: 6-16cm: Saccardo's Umber〜Olive-Brown, 粒 

状描造が発達し,下部には後 0 2〜 1.5C”： の堅果 

状構造が部分的に现われる,B附との境界はやや潮, 

中細ﾡあり, ﾡ, 湿,都切土。

B. 4〜16cm: Isabella Color,上部は径 02～1.5 cn: 

の緊果状概造および不拠則な城状辺, 明るい賞ﾡ 

色を昼し B:Mとの境界はﾡ,細損あり, ﾡ, tu, 

都ﾡ土。

Gr 粒状沿 N 野状沿

Or 根物 S 石

Fig. 10 Profile No. 77
Bucd-soil

B: 10-20C力t Tawny.Olive, Massive, {eは B:および B,Mx り やや茶褐色力:強いが総除

的に明るい色を呈する, 細根あり,)忱-やや隆, , 砂少質ぶ。

部には団粒状構沿が発し, 粒状造おこび径1～1.5c:の塊状構沿も況える,中相状多。送, , 

際にこしい, 亜地質最土。

B, 32〜3sc: Saceardo's Umber, ﾡ状W込が発述し,塊状Wﾡもずる.。A曲との境界に明, 

B Mとの境界は漁,細孤多,軟, , 石冰に乏しい,ﾡﾡ頭士。

B: <60cn: Tawny-Olive, Massive, 未ﾡ化の片を含む, 粘性が強い, 細出あり, 軟, 品,

ﾡ口頭士。

前生 C25*25〕 m閉 7096

カラマツ 28-30*23-26て4う, 24-26*22-26<17>, 20-22X19-26C1D, 16-18*1S-24C7ン,

1.*17て1う。

ヒノキC2ン, ミズキ c+ユ ナナカマド c+) ニワトコ c+ユ ノリウツギ C+), オガラバナて+ン, ハリギ 

ッて+う, マュミC+ン, イボタノキ(+ン, オオカメノキc+) ヤマザクラて+>。

オシて1う, ルイ オショウマC+), ッルデマリC+ン,ツグヤクシュく+ン, ロツバムグラて+ン, ミヤマタ 

ネツケバナく+ン,サワギクC+う,ヤマムグラC+ン,ハリガネワラビて+ン, シラクチズル C + ), イタドリ 

C+ン, ミャマワラビて+ン, ミズナ< + ), ムカゴイラクサて+う, カナワラビて+ン,ヤマギボウシく+ン, オオ 

バコ(+>, クチツボスミレC+, ツルネコノメソウて+ン, カメバヒキオコシて+ゝ, ミヤマハコべて+ン, パ 

ライチゴて+ン, フキく+ン, ミヤマカンスゲて+ン, シノブカグマ C+ユ ッバナて+ン, リンドッて+ン, ウド 

て+>, ョツバヒロドリく+, ヨメナ〔+ン, タニソパ c+) キツリフネ<+), ヘビイチゴ c+) マンネンゴ 

ヶ(+ゝ。

B <30C: Saccardo's Umber, Massivel 非常に 

明るい資補色, 民化の進んだ岩片を含む,朽根によ 

る 腐植あ り, 細ﾡあり, ﾡ一やや墜, 認, 砂Hﾡ度士。

植生 C15*15〕 ・閉度16% (設跡地

ミズナラ 4*15く1)。

ノリウッギて3ン, ササC2ン, ニワトコて1ン, エンコウカ= 

デC+ン, ウダイ カン/气+), クラノキ(+,ツルアリ ドウシ 

<+ン, キハダ C+), ダケカンバ C+), ミネカエデ C+) ヒメ 

シォ ジC+う。

タケニグサ C+), ヤマブドウて+ン, クサイチゴて+ン, フキ 

(+う, クガイソッC+ン, クチ ッボ スミレ(+), ムラサキニガ 

ナて+ン, メ ンダ<+)。

Profile No. 18 CFig. 11ゝ

土ﾡ型 Bp", 積器式 M試士, 位mt 金山谷国有林 

208 ろ林小ﾡ, 地形 沢, 領斜 32, ガ向 N2°E, 海 

拔為 1,53/m., 母材料 輝行安山ﾡ。

L〜F 5-9c:カラマッ の新鮮な蒸姫お よ び腐朽葉。

A 10～12cm MMummy Brown〜Celive Brown, 上

*1 適消性ﾡ色森林士。

R棋S 石

wt 枯砕 Ca 孔函

Fig.11 Profile No. 18
Bi>-soil

Profile No. 55 (Fig.12う

土歴ﾡ Bu, 催試様式 i試土, f置t 近ﾡ国 206 

ろ林小ﾡ, 地形 中度, 傾 42°, 方向 S36E, 海抜 

高 1,320m. 母材料 粘板岩および角岩。

L〜F 2-4cル: 石iをえた ヒノ キの新群な落枝無お 

ょ びﾡ朽ﾡM。

A 1470 c": Fuscous〜Olive-Brown, 上は団粒 

状間沿, 下部は特別な構造が認められない,M全体 

が多孔性である, 番 2-5cm の石隊が非術に多く 

ﾡﾡに富む, 中細界多,刑, 細砂買士。

B 6～12cm Olive-Brown, 特別な欄造はめられ 

たい,宿植はこ の他 までよく 注透する,多孔性, 

刑, 細眼多,石i際が多い, 細砂加士。

A' 6～12cm Fuscous, 特別な沿は8められない, 

上下燃とのﾡ界は明〜判, 多北性,中細供あり, 石 

様が多い, 細砂質用土。

B.' 26～32cm! Tawny-Olive, 特別ななは認8めら 

れない, 下附 との境界は潮,多北t, 細供あり, 

問, 石隊が多い, 細砂質班士。

R根 S石

Fig 12 Profile No. 55
BD-SOil
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B. <55cm: Saccardo,s Umber, 多礼性で加れやすい,中超根多,載, 品, 石ﾡが多い, 細砂 

ﾡ盛土。

植生 C15*15〕 T閉度 95%
ヒノキ 22-24*16て4う,18-20*14-17C12), 14-16*15-17C17,10-12*16て1う。

サワラC+%
ヒノキ(ﾡ樹(+ゝ, オオカメノキ C+), コパノトネリョて+, シナノキC+う, スルデて+ン,ヤマウル 

シC チ),リョウブC+) アオハて+ン, コミネカニデて+ン, クロモジて+ン, サワフクギC+ン, ソヨゴc+) 

リギ!C+, ノリウッギ C 十), ミヤママタクピ C+), イクノキC+ン, コシアプラ C+), ッノハシパミ 

(+う, ァクシバて+ン, コバノ ガマズミ(+), ミズナラ C+), クロソョゴC+ン, フジC+ン,ツルデマリて+う, 

キイ チゴ C+), オシダ C+), エビネて+う, スゲ類 C+), ナガパノスミレサイシンて+ン, ヒトリシズカ C+), 

ャマゴボウて+う, アキノキリンソウて+ン, ワラビC+,ハリガネワラビC+ン, ヒカゲノ カズラC+), シシ 

ャシラ(+), サルマて+, スギゴケ類く+う, ムカデゴケ C+), ウグイスゴケ C+)。

Profile No. 32 CFig.13う

土頭ﾡ Bt*, 推積様式 加価土, 位置 ﾡ桃島国有林248ろ林小班, 地形 物价中腹,傾斜 8°,

方向 N10 W 海抜高5 1,566ァ:, 母材料 劇石安山岩。

L 1-3cm: ササ, カラマツ, シラべの新鮮な落枝ﾡM。

Fi 1～6cm: ササ, カラマツ, シラベの半腐朽東昭。

Fa-3 5〜6cm: ササ の枯茎が 多い倒, 研版。

II 4-7c"2 Clove Brown,団粒状で摩く堆積し, 

多混, ササの根多。

A. 10-12cm: CloveBrown,団粒状概造が発造,下 

部には粒状および径 1～2cn. の塊状成造が弱度に 

認められる, ﾡ植に高む,中細根多, 多混, 石 

に乏しい, ﾡ類士。

A: 32-36cm・ Olive-Brown, 上部は塊状描造が宛 な 

, するが, 下部は Massive, 白色の 歯糸が上部にお 

められる, 中細根多,秋,多湿,石礫に乏しい,m 

ﾡ頭土。

(Bン 不明ﾡな雲状のB層が:A:ﾡ中に分介在, Saccar- 

do's Umber を呈し, 歌, 多品, Massive, 石に 

乏しい,亜橋口堀土。

A～C <40c: Mummy Brown, Massive, ﾡ植の 

合有が多 く A' 的な物であ る, 孔隙があつて地下水が 

変出する, 細根あり, 乾, 選過起, 石際が多い, 亜壇 

ﾡ度土。

植生 C20*20 評明度 70%

R根 S石
Or 有嵌物 Ca 孔断

Wca 地下水の穴 M 苗糸
Bl 拠状沿 B 雲状のB/

Fig. 13 Profile No. 32
Br-soil

カラマツ 42*20て1う, 28-32*20に2う, 24-26X19-21C3), 20-22*15-19て3う, 10-12*S-10に2う, 

6*5に1う, シラベ 38-16x19-21C5), 30-32*19-21C2う, 22-26*15-17C3う, 16-20*15-20く6う, 

12-14*S-13て5う,4-6*2-10<6), トウヒ 14*10-12く2),10-12*S-11C7ウ, 6-8*4-9C12う, 

37x2-3 ⑶。

ヒバて1う, チョウセンゴョウマッて1ゝ, ダケカンバて1う, コメツガて+う。

チマキザサく2ゝ, ヒバて+う, シケペC+), マスミC+), チョウセンゴョウマッて+ン, タラノキC+), ウ 

ラジロカンバて+ン, バイカッッジて+ン, オオカメノキC+), クシバく+ン, ヒロハノツリバナて+ン, サワ 

ラC+う, オオバヤナギ C+), トウヒて+ン, コマガタケスグリ C+), シラクチズル C+), ツルデマリ C+) 

ミヤマワラビて+う, ユキザサて+ゝ, パライチゴ C+), シノブカグマC+ン, オシダて+ン, ヒカゲノカズケ 

<+う, ヘビノネコザて+ゝ, ロッパヒョドりC+ン,ウドC+う, キクムグラて+ン, オウレン C+), スギゴケ類 

て+ン, キ=く+>, ムクムクチリメンゴケ c+), イワダレゴケ C+)»

Profile No. 25 (Fig. 14う
土頭型 Pum*,推磁様式 残試土, 位置 お桃島国有林249ろ林小班, 地形 複合星根中護部,傾斜

26°,向J N28°E, 海抜 1,400m:, 母材料 江石安山岩。

L 10～20cn: ササ, カラマツの新鮮なな落校葉ie

F 4～10cm: ササ, カラマツの破砕された半ﾡ朽満

H-A 2〜4cm: Fuscous, ﾡ感な粒状概池,ﾡ植の合 

前价多,下部に薄い盾状の黒寅ー橙色を星する弱度 

の脱を受けた と 思われる部分がある ・ ササの根系

多, , 湿,石礫に乏しい,風士。

Bi 25～28cm: Saccardo's.Umber, 粒状ﾡ造が発述, 

赤ﾡ色, 鉄の集祺が認められる,方機物により部分 

的に染される,B。層との境界はﾡ,中細ﾡ多,戦, 

消, 石様を合む, 微曲質壊土。

B: 12～24 cm: Dresden Brown, 部分的に有機物あ 

り,やや堅,細根あり,軟,潤•石礫を含む,塩質壤土。

B,-C,(G <65cm: DresdenBrown,Massive,グ 

ラ イ 斑が認められ,こ の部分に責鉄が部分的に認め 

られる, 若干の根系分布,堅,湿,未風化岩片を合

む,砂K盤士。

植生 C20*20つ m閉度 80%

カラマツ 34-38 x 19-21C5う, 28-32 X 19-21(5),

24-26*21-22C3う, 20-22*17-19て7ン, 7*81>。

Rﾡ S石

Or 有機物 Fe 鉄集積部
Ca 孔医

Fig. 14 Profile No. 25
Ppm-soil

トウとて1う, グケカンパ(十, ウラジロカンバ(+), コメツ(十ン, とバく+う。

オオカメノキ C+), トウヒ<稚樹>(+う, チマキザサ C+), バイカッッジ C+), ニワトコ C+),

*1 湿性ﾡ色森林土 M1 弱ポ ドゾル化土ﾡ
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オシグ(+>,ツルデマリ〔+>, ミヤマワラビ(+,シラクチズルC十ン: ユキザサ C+2 シラネワラビ
Profile No. 31 (Fig.16>

C+, ミヤマタネッケパナc+), シノブカグマ C+), スギゴケ(十, ムシロゴケ類〔+>。
土型型 PInl*, 桜様式式 別積土,位砂 胡桃国存林249ろ小班,地形 中腹部,(斜 42°,

ブJ N, 河 1,476ァ:, 母村料 砂少岩o
Profle No. 28 (Fig. 15> L 2～1c»:新鮮なササのﾡおよびカラマツの快葉ﾡっ

土壁型 PE", 推び様式 残試土, (:置t胡!桃島り国有林239い、林小ﾡ, 地形 中祓下疝,傾i 13°, 

方向 N34°E ﾡ数高5 1,494ァ, 母材料 砂場。

L 5～12C: 新解なササおよびカラマッのﾡ葉M。

F: 3～4: 主として カラマツの 破砕 さ れた半ﾡ朽ﾡ

M。

F.-: 2-3c: 核鋸状,ﾡ朽語ﾡ。

II 6-8cm: ﾡ定なﾡ状,径0.5〜1cmの政らかい

塊状様の塊を混える,品u, 中細根多。

A 5～7 cm: Clove Brown, 秘状ﾡ沿が発通, 下部

には堅果状構造がみられる,制 航に富み,湿,この 

如ににほぼ斑状をなして給脱部 <Ap) が:認められ 

る,中田ﾡあり, ﾡ, 湿,石礫に乏 しい, 砂質壊土。

B. 10～12cm・ SnuffBrown, 粒状描造を呈し,上 

部には堅果状構造を混え る ・ 全画的に鉄の媒積が: 

められ, 部分的に有機物の集的 した部分が認められ 

る, ﾡ系少, 温,石際に乏しい, 砂知頭土。

B: 26～28 cm Dresden Brown, Massive, 上部に 

は鉄の集積が認めちれる,有機物を集投した部分 

cOr> が諳色を呈して斑状に分布する,下Mとのﾡ 

界は漸,根系はこ の概で止る,堅,潤,砂Kﾡ土。

B」 32～38cm・ Buckthorn Brown, Massive, おﾡ

R 根 Or 有桜物

P 油脱部 Ca 孔隙

Fig. 15 Profile No.28
P»I-soil

3～8cッ: 主としてカラマツの落葉の破科された 

半ﾡ朽識M。

I 0～2cm: レンズ状に税, 細懸な粒状, 多。

At 4～Scn: CloveBrown, 粒状楸造が発達 し,上 

部は喫ﾡにさわめてfむ,中細供多, 欄ﾡ, 多, 

石i際に乏しい, 出土。

A. 5〜8cn Drab, 東蜀な粒状根造,明瞭な法住初, 

上下心 との境界は刊,起, 徴砂買頭士。

B. 5～20cn: Saccardo'sUmber, 粒状椎爼 有根 

物を主 とした暗色の绥散岡, 向色藻糸別多く,放, 

海,汚染された行附を含む, 砂型士。

B. S～12c:Prout'sBrown〜Olive-Brown, 粒状柄 

沿, 欽を主 と した有根物を ともなう 集試N,中細供多, 

堅一軟,次,汚染された布模を含む,微砂質求土。

B, <60cw: Ram Sienna, Massive, 鉄および有設 

物の河染によ るﾡ状責が書められる, 刺は不明ﾡ, 

根系は少,)欧ーやや堅,混, 石際を多並に合む, 細 

秒質壊土。

橋生 C15*15〕 静閉座 60%

カラマツ 32*16て1う, 26-28*14-17C3う, 22-24*15-16く3う, 

10-12*9-12〔2う, 8*8て1う。

R 根 S 石i WR 枯根

M 白色費糸 Fe 鉄 

Fe+Or 鉄および有根物

Fig. 16 Profile No. 34 
Phi-soil

20*13に1う, 14-16*12-15に3>,

によ る有機物が認められる,空話あり, 堅, , 而 礫に乏しし、, 砂口坂土。

C Dresden Brown, Massive, すこぶる堅,湿,石に乏しい, 砂n頭。

植生〔15*15〕 t閉度 90%

カラマツ 30X18(1), 26-28 X16-I&C5), 22-24*15-16て4ン, 18-20 X 13-16：5), 14-16*11-14 

C3う,10-12*9-14C5う。

グケモミC1ン, コメッガC+ン, サワラく+, ダケカンバc十)。

クラノキc + ユ オオカメノキ( + ), トウヒく+ン,ニワトコて+, ミヤマシキミC + ), リョウブて+う, 

マユミ(十),オガラバナ C+), ヒバて+ン, グケでミ(+ン, コメッガC+1 コミネカェゲく+ン, チマキザサ 

(+),ッルッゲく+ン, ヒロハユキザサ C+), シノブカグマ(+ン, ッルデマッく+う, ヤハラシグC+う, サ 

ワラC+ン, ナルコュリC+ン, オシて+, シジクチズル C+1 ヤマモミジ C+), コミヤマカクパミ 

(+)。

1ボドゾル化土ﾡ

ヒノキ c+) ヒパて+う, オガラバ(十。

チマキザサ(2>, オオカメノキ C+), ヒバて+, ノリウッギて+ン, オガラバナて+ゝ, ッルッゲて+う, 

ニワトコ(+う,ツルデマリ(+, シラネワラビて+ン, オシダて+ン, ナン タイ シダC+), クマイチ=て+), 

シノブカグマ c+) ミヤママタタビc+) ミヤマ タネッケバナ C+), オオカナワラビて+>, シジクチズル

(+う, スギゴケ類(+う, ムカギゴケ類て+う, ゼニゴケ C+), ムクムクチリメンゴケ C+%

Profile No. 76 CTjg. 17う

土ﾡ Pwn"s, 積様式 残積士・(四 f山l国有林290に林小I,地形 銀斜中腹(毎やかな 

眼の 上), Kﾡ 22°, ガ向 N18E, i扱5 1,070., 母材料 石英式場。

L 1〜2c: とバの新鮮な落業。

F 2～6 cw: ヒ バの破科された半羽朽期/で可成格朽している。

*1 ポ ド ゾル

$2 低湿ポドゾル
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H-(A> 7-11cm: DarkMlouseGrory,この層の下 

部は径0.3～0.5cm・ の団粒状を品し, H一Aﾡの 

形態を示す, すこぶる呼く進積し Duff状を呈する, 

中細根多, ことに細ﾡはこの層に限られ, 綱状に分 

布,多湿, 城士。

A: 4～7 cm Drab, Massive, 灰白色の明歌な脱艦, 

上下ﾡとのﾡ界は判, 多くの割目があり, これにそ 

って映植が滲透 してい る,中根多,ル, 混, 軽土。

B: 34～38cmu RawSienna, Massive, 明るい色 

の強い色弱であ る が,鉄お よ び有機物は一様に滲透 

し,特にこのﾡの上部には割目があつてそれにそつ 

て有段物および鉄のき近が迎められる,粘性すこ 

ダる大, 木ﾡ化際多く,中根あり, 祖,報ﾡ士。

B.〜C Cinnamon, Massive, 務 着力すこぶる強く, 

未風化の石度多く, , 过,都ﾡ士。

植生 C30*30〕 ﾡ閉度 95%

ヒバ 78*281>, 5S-60*25-27C2う, 54*25-26(3う,

R根 Fe鉄 Fi 御目

or 有根物 S 石

Fig. 17 Profile No. 76

PwI-soil

^48-52 X 24-2GC5), 40-46*22-26て11う, 34-38 x 20 26て8う, 30-32*22-24C8う, 22-26*18-22く8う,

：；18-20X6-1K5), 14-16X7-17C7), 12-14x7-10：4), 8-10x.}-12：6), 4-6x4-7C9>

ホホ(+う, リョウプC+), とバ(1ゝ。

ヤマソアッ(5ン,ハリガネワラビC1ン, シノブカグマC1,ミャマウラジuC+ン, ッルッゲ C+), ソョ 

ゴて+, ウスノキて+ン, ミヤマシキミ( + ), クロウスゴて+う, ホッッジて+う, ナギナク ロウジュ( + %

Profile No. 74 CFig. 18ン

土製型 PwII, 推試様式 残積土, 位t 千間樽国有林202い、林小班, 地形 尾根の上部, 領蔚 12°,

方向 N70°E, 海拔漏 1,690 m,母材料 安山岩。

L 1-3cm: ササ, 広葉樹および針類樹の新鮮な落類 

届。

• F 2-3cm: ササ,広期調,剣葉樹の破砕された半腐 

朽納.

6～10cm:, Fuscous,団粒状構ﾡが発遂し, 

すこぶる関植に富む, 混, 細孔隙多く 中細根が 

よく あ也 重ﾡ士。

A: 9～10cn: Ram Umber, Massive, 溶脱/,間 

植の滲透著しく咕灰色,中細根あり,やや堅,湿, 

軽ﾡ土。

B1 13～17cm・ UeronaBrown, Massive, 全面的に 

鉄が洲積, 有桜物を沈積した部分がﾡ状に現れる,

Cn こニ=シピeツニーニ た

もり

R 根 Or 有機物
S石 Fe鉄

Fig. 18 Profile No. 74
Pwm-soil

堅,湿,ﾡﾡ頭土。

(A-B) 10～14cm. Olive-Brown, Massive,関ﾡが多くB,ﾡど鉄の集積が明跡ではない, B: 

昭 との境界は漁,堅,湿,砂頭士。

B.-cGう 10-18cw: BuffBrown, Massivel 清を帯びた町賞初色を品する,朽投による関植が 

・められる, 堅,品, 砂ﾡゴ士。

B,-C, 12cw: Tawny.olive, Massive, ﾡ植よびまの浸近は相当深船まで行われており, 送 

によつて河染された風化石際を多く含む, 昭, , Hﾡ士。

植生〔30*30〕 閉度 60%

トッヒ 6x33て1),22*14(1),16*81う,16*28く例て1ン, シラペ 60x34(l),S-6x4-6(21。

サワラ(2う, コメッガ(2), ダケカンバ(+ン, アサノハカェデて+>, ウラジロカンバて+, ヤマザ

ク ラて十う。

ササ(5う, オオカメノキ(2, ノリウッギC2ン, クラノキて1ゝ, アサノハカエデて+,ツリバナて+。

Profile No- 72 CFig. 19ン

土型 Poa!, 地積様式 朝法土,位w 千間樽国有林193ろ林小班, 地形 部斜台地(上外台地上),

傾斜 8°, 方向 E, 海抜高5 1,485m:, 母材料 即石安山岩。

L 1～2 cn: カラマ ツの新鮮な諾葉。

F 1～3 cm カラマ ッの破砕された半腐朽無別。

H 0.1～0.5cm: 団粒状,多湿,闕,中細根あり。

Ai 3～5cm: Fuscous, 径0.2cm: の団粒巡欄沿が 

発述し, 下部はﾡ 0.1cn.の政状術道,中細棋あり, 

ﾡ操すると著しく灰色をびる, 多面, ﾡ質頭 

土。

As 6～7cm: Fuscous, Massive, この肘の下部には 

溶脱を受けた灰白色の部分が帯状に認められる,朽 

根によ る腐触よび秘状情述が局部的にある,中細 

ﾡあり,軟, 多,ﾡﾡ型士。

BrcG> 16～20cm: Saccardo'sUmber,Massive, グ 

ラ イ 斑は部分的にﾡ状なな して介在し, 鉄売は不規 

則に点状あるいは塊状に認められ,このﾡ全体は鉄

および有ﾡ物の集試による暗ﾡ色を品する, 割目に

R 根 Cr 団粒構造

Gr 粒状構造 Fe 鉄 Or 有機物
Fig. 19 Profile No. 72

PG-soil

そつて朽慣の値がﾡめられる, 根系は非常に少ない,粘性強く 堅,多品, ﾡﾡ壇土。

BZG) 14～18cm Olive-Brown, Massive, グライ責は部分的に雲状をなして介在, 明なな責鉄 

は認められないが赤ﾡ色斑がある,朽根によるﾡﾡがﾡめられる, 根系極,粘性強く, 既, 多品, 

ﾡ項頭士。

B,-(G <40cmt ClayColor, Massive, 特別に黄色の獲い明るい齒,根系の侵入は全然認められ

ない, 地下水のﾡ出は 80cm 付近にみられる, すこぶる堅,多湿, ﾡ質ﾡ土。

*1 グライボドゾル



-94一 林野土ﾡ託査報告 第6ジ 久々野経営区の土域 (ビ川・ 谷口・ 柏木> -95 -

植生〔15*15〕 普閉度 85% 〔大正10年カラマッ植表>

カラマッ 28-30 x 25-26く5う, 24-26 X 25-27て4ン, 20-22 X 15-24て4>。

サワラ(2ン, ヒノキC2う, ノリウツギて1,ヤマザクラて+う, イヌッゲて+ン, トウヒC+う, オオカノノ 

キC+う, ミヤコザサC+ン,ツルツゲC+ン, クリザクラて+ン, サワラC+ン,サワグッて+ン, チ・ウセンゴョ 

ウマッて+ン, ウリハグカエデC+う, イクヤカエデて+ン, ゴンゼッ c + ) コメツて+, ソョゴ〔+>, ミズ 

ナラて+ン, ミネカエデて+,ハイシキミC+う, ヒノキc+ユ イボクノキ c+) レンゲッッジC+)。

ヤワラシダ(2), スギゴケ類C2ン, ヒカゲノカズラC1う, イチヤクソッウて1う, シノブカグマC1う, チグ 

ケサシて+ン, ・eハュキザサて+, イ チゴ C+), ナルコュりC+ン, アキノキリンソウく+う, オシダて+, 

カナワ ラビ C+), クチッボスミレ C+), ヒメワラビく+ン, シシガシラ c+) マンネンスギC+う。

B. 土填型の特徴 と 植生

このﾡ査区域に出ﾡする土ﾡﾡは B, Bn, BnCw), Be, Bu(d), Bo, Be, Bs, PnI, Pnu,Pom, 

Pwm, P。 の 11 および2亜型である。各土ﾡ型の出現地形, 断面形態の特徴 と 師生の阳係について述 

べる。

(1> B 型土ﾡ

商数商5 1,500n:以下の地域にﾡわっれるが面武的には非常に少なく,I旧W上地に風するものが大部分で 

ある。大きな浜谷に門出したが尾出,あるいはそれに連なる鞍部に認められ,静状あるいは狭い、状に分 

布する。いずれの場命も市い崩ﾡ士か残ﾡ士に限られる。

F,Hﾡは比教的呼い、が,HMと欠くこともある。A 附は一般に浅く C6cn以下), 函糸制Mの形岐は 

ﾡ巻でなく, 単に苗糸が密に彼殖 して肉貝の1接い淡い 色;兆 をなす。古い崩土にみられる A'ルiMiを 

なすことが多い。

ﾡ生はアカマツ, ヒメコマツを主とする群落が多く, ミズナラ, シラカンバ, グケカンバ,ヤマハンノ 

キなどが漫っている場イが多い。低木階ではヤマウルシ, リョウブ,ノリウッギ, ネジキ,ヤマツツジが 

多くこの土ﾡ型の特はを示している。またマュミ, アクシバ, モチッッジ, ウスノキ,バイカッッジなど 

も少なくい。また, 地表にはヒメコマッ, ヒノキ,カマッ, グケモミ, ミズナラ, シラカンパ,ハリ 

ギりなどのﾡﾡがよく発生している場合もみられる。草本階ではススキ, ワラビが最も多く,キノキリ 

ンソウ, ベニバナイチャクソウ, ヤナギラン, ヤマギボウシ,イチャクソウ, ヂシバリどのﾡ性, ある 

いは好陽性の眩物が多く ・ ス ギ ゴケ類等の俳哲類も発生している。ヒ ノキ人エ#で ヒメコマッ,アカマツ 

が侵入 してい る 場合は植求木が彼圧 されている。

(2) Bn m 土 ﾡ

両抜高5 1,700»: 以下, 主として 1,500»:以下に出現する。分布状鵬けは B» および Bncd) 型土壌と 

ともに比ﾡ的広い。

主として鈍 頂 の山陵, 大きい山願の」:部や BA 型およびPom土国の現れる下式斜面iに分布する。こ 

○課査地域の Bn 刑土壌は占い川 常土,残積土などの堆積様式の相異,さらに A： *たは B, ﾡが照密 

で不良造林地を なしてい る場令な ど間 々 の相がみ られる。

L, F, HMはか・なェり呼くﾡ積してい、る場命が多いが,Hﾡを欠く場イるみられ, また F-II川と形 

成する場合も多い。Aﾡは厚く 20cm:内外にも遠する場合がある。

u 生は高海扱高の地域では トウヒ,シラベ, ダケカ ンバ, そiれ よ り 低位の と こ ろではダケ モミ, ヒメ= 

マツ・ デカマツ, モミ, ヒノキ, シラカンバの群諾が多く, イタヤカエデ,その仙のカエデ類,カンバ類 

が多くつてい、る。またミズナラ,シナノキ, コシアプラなども一般にみられる。亜高木階にはノリ ウッ 

ギ,リョウプなどが多い。 またﾡ抜が51,000:下の地域ではゲカマッ, ヒメコマツッが出現している。低 

木階ではツルウメモドキ,イポクノキ, オオカメノキ, ヤマウルシ, オガラバナ, ソョゴ, マュミ ィヌ 

ッゲ, チマキザサなどが多く, ダケモミ, ヒメコマツ, ミズナラ,イタヤカエデなどの種樹が多く発生し 

ている場も、られる。本階ではサビバナナカマド, ペニパナイ チャクソ ウ,ツルデマリ, ァキノキリ 

ンソウ・ ワラビ, コッバヒヨドリ,シシガシラ, タチッボスミレ, タカネニガナ, ダケブキ, ヒカゲノカ 

ゾラ,ヂシバリなどが多く, スギゴヶ知,キゴケ痂,その他の古類もみられる。逃林地にはミズナラ, 

ノリウッギ, コシアブラ, ッルデマリ, イクドリ, バライ チゴなどが多く 出現する。

C3ゝ Brcw型土出

平Aな棋, あるいは ドーム山頂につづ く 展斜地の上部の残積土,または斜面の下部に現われる。

情者はPwI型土嵐と類似した地形く低刻高)に出別し,ﾡﾡ, 密, Nassive なBﾡを有する点た 

どPwIJ土ﾡに類ゆ点が多い。後者は出現地形や,土理がポーラスな点など Btcd 型土軍に類似点が 

多い.。

断証形態は両ともに一般に A,畑は問く,IIﾡははとんどぴめられない。

植生はシラカンバ,アカマツ, ヒメコマツ, モミ などの群落が多く,ミズナラ, シデ, クリ, ャーマサ» 

ラなども多く现われ,亜が木階にはノリウツギ,リョウブなどが含い。低木階にはイヌッゲ, ッョ, ャ 

マウルシ, ノリウッギ, ペニ ウッギが多く, ヌルデ, サルトリ イバラ,ムラサキシキミ, キイ チゴ, ホッ 

ッジ, クロモジ, クマイチゴ,ツルウメモドキなども少たくない。またアカマツ, モミなどのﾡ樹がょく 

発生している場命もみられる。草本階ではススキ,ヤマォオグマキ, ワラヒ, マッムシゾウ,イチャクソウ, 

イワカカミ, ヒカゲノ カズラ,ゲキノキリンソウ, ウメバチソウなどの応性植物が命い、。

(4 BG 型土ﾡ

一般に古い制試土にみらiれ,胡桃島国布林225い,226 い,228 い,214い, 池ヶ洞環骸108い、林小I 

の ドーム星系および緩徴斜地にある程展まと まって現われ,また盤尾,蛭多山,近装, 阿多粕,青屋では 

緩傾斜地お よ び較部に 小面積分布する。

一般にL, F,H層ともに比較的呼く増びする。

植生はダケモミ, シラ, トウヒ,コメッガなどの群落が多く,グケカンバ, シラカンパ,ャハズシ 

ノキなども多くみられる。低本階ではチマキザサ,ツルッゲ, オオカメノキ,ナナカマド, ノリゥッキ, 

イギタノキ,ツルウメモドキ,ッノヘシバミ・ ニワトヨなどが多く, 草本階ではアキノ キリンソ ウ, マィ 

ズルッウ, ワラビ, ミャマタネッケベナ,ミヤョザサ,ウメバチソウ,イタドッ, ミャマへョ〜, ヒカゲ 

ノ カズラなどが多い。

(5> BI(d) 型土加

比侬的安定した地形に妣れ,商教高 2,000:以下の山I腹下部の沢沼いの Bd ﾡの上部新面に分 

布するが, 商抜高1,600n: 内外の緩斜台地上に も現われる。Bn型土ﾡとともに大m積をしめる。

断証形態は一投にL,F,Hﾡ ととも に比較的呼 く発速し, 時には F, H 精を欠く こ •ともあ る。

A尚の上部 (*たは A」層> は団酸状構辺に散状県道をえ, A超下部 (または A. ﾡは製状術逃に
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堅果状横造を混え,B層上部は!火状沿, あるいは塊状描進が発達する。

植生生は天然林にはサワラ, ミズナラ, トチ, オヒ・ウニレなどの群落がﾡわれることが多く, ¥た, プ 

ナ, イクヤカニデ, ヘウチワカエデなども多い。低木階にはチマキザサ, ニワトコ, ノリウッギ, オオカ 

メノキ, シラクチズル,ツルウメモドキ,サワグッなどが現われ起性の特後を示し, ヤマブドウ, クラノ 

キ, クマイ チゴ,ツルアリ ドウシなども多い。草本階にはオシダ,ジュウモンジシグ,ミズナ, ムカゴイ 

ラクサ, ヤクシソウ, ヤグルマソウ,キツリフネ, ハリガネワラビ, クイソウ, クケニグサ, クチツ 

スミレ, ムラサキニガナなど の羽湿性植物が多い。

く6> Bn 生型

一较に海拔爲 1,700 ッ 以下の山腹下部の沢沿い,あるいは ド ー ム状級斜台地に大面試分布する班なな 

土ﾡ型である。一般に Ae 層は発造しないが,時には比越的厚いM C5～10cm:> 之ななすこ とがある。H 
ﾡの明ﾡに認められる場合は稲で F-H ﾡをなす期イが:多い。土性は母材料によつて著し く 梨なな り ・加石i 
安山岩土坂では石礫をはとんど含まないM口の深い土壊を形成するが,と生的の粕板岩土城は各的ともに 

小際が多 く 砂質土壊を 形成す る ・

植生は河木階ではサワラ,サワグルミ, ネズコ, ミズナラ, シナノキ, トチなどの班落が多く,ハリギ 

リ, オヒョウニレ, プナ,マルパカッラ, ミズキなども多く,ホホ, クリ, イチイ, コメツ, モミ, 

イタヤカエデ, シラカ ンバ ど も現われる。低木ﾡには ノリッッギ, ニワトコ,チマキ ザサ ・ オオカメノ 

キ, ヤマウルシ,リロウブ, クロモジ・ サワグッ, マュミなどが多くて湿性の特後を示し, 主た, イボク 

ノキ, オガラバナ, ナナカマド, クマアジサイ,アクシバ,フジ, ッリバナ, ガマズミ,ツルウノモド 

キ,ッノハシバミなェども多い。草木階ではオシグ,ヤグルマッッ, ミャマカンスゲ, ジウモンジシグ, ミ 

ャマワラビ, シラクチズル, カメパヒキオコシ,ヤマムグラ, フキ, イクドリ, ワラビなど湿性植物が多 

く, またシシガシラ, デザミ, ヤマブドウ, テキリスゲ, ナンクイシグ, スギゴケ類も多い。

(7ン Be 土出

両数高 1,500": 付近の後斜平坦地にyわめて元所的に出現する。

A, 附は厚く,L, F., F.-.,H超は各5cm.内i外で, 商ﾡ合有量の多い深い、Aﾡにつづく。沢沿い 

に出現するもの以外はﾡ鉄は認められない。

精生はカラマツ精裁地であるが,トウヒ,シラベ, チ・ッセンョゥマッ, ヒバ,サワラ,イチイ, ミ 

ズナラ, グケモミ などが大畑に侵入生育して一見天然林の様相を示している。低木階ではオオカメノキ, 

リョウブ, ホッッジ,スノキ,ツルッゲ,ミヤマガマズミ,ムラサキヤシホッッジ, クロソョゴ,バイカ 

ッッジ, ノリウツギ,ウスノキ, チマキザサなどが多く, 草本階-ではミヤマカンスゲ,ヤマブドツ,ツル 

デマリ, サワグツ, イクチシグ, シノブカグマ, ォシグ, シラネワラビ, ヒロハュキザサ, ヤワラシグ, 

ナル コュリなェ ど起性植物が多い。

C8) Pom 型土ﾡ

海拔面 1,350m付近以上の Bn 当たは Bncd) W土ﾡの肌っれる斜miの部や尾ﾡに出現する。

A,層は厚く, Llは3～5cm,門には 20cw:iに及o, FMは2〜10c,IIMiは3c"!内トーである 

が, H-A燃を形成する場合もみられる。

植生は Bn 土頭に類似しているが, ヒバ, トゥヒ, ヒノキ,サワラ, ヒメコマツ, ョウセンゴョ 

ウマッ,シラベなどの群諾が多く, シラカンバ, ダケカンバ, ミズナラなども多くみられる。造林地では

久々野経営区の土城 <藤川・ 谷口・ 柏木> -97-

トウヒ, シラベ, ヒパ, ヒノキなどの侵入がめだち,造林成績は一装に劣思である。低木階ではチマキザ 

サ, ノリウッギ, オオカメノキ, スノキ, タラノキ, パイカ ッッジ,ツルッゲ, ナカマド, リョゥブ, 

ヤマウルシなどが多く, 本階ではシシガシラ, ヒカゲノカズラ, ォシダ, シノブカグマ,ッルデーリ, 

ミヤマワラビ,アキノキリンソウなどが多い。

〔9> Pom 測土聞

扱r5 1,300m 付近上の尾棋および Pum型士頭がﾡわiれるﾡ尾ﾡに現われ, PDI おょび P,m型 

土城より 分布而後が少たい。A。ﾡは呼く20cJ上にもおよび, L 网は 3～12 cm,小 風は 3丽, 

・ F:一;Miは3〜6cm., H旭は 4～8c., ときには 15cm:にも述している。

植生は高木階ではヒノキ,ネズコ,ッガ,コメツガ,ダケモミなどの群落が多く,またサリラ,ダケカ 

ンバ, コシブラ, ミズナラなども多くみら»れる。逃林地にはッガ, コメッガ, ダケモミ, ダケカン... 

ヒメコマッの侵入が、られる。低木階ではチマキザサ,ツルツゲ,リョウブ, オオカメノキ, ミャマルー 

ズミ・ ッッジ, マュミ, ノリウッギ, クロソョゴななどが多い。草本階でシノブカグマ,ッルデーリ, 

オシグ, ショウジョウバカマ, ミヤマカンスゲ, サワダッ,ツタウルシなどが多く, スギゴケ類の番哲 

もらiれる。 ・

C10う Pn 羽 土 ﾡ

高51,400».以上:の凸出したが足状に現われ, また低能我沟の地域では B, 型土壊と 同様の地形位 

置に現われる。H/を欠く場合もあるが, 普通はL, F,HIﾡともにそれぞiれ2〜5cw:の推団をみる。

請生は Pmn 型士ﾡ と 同Bで ヒパ.ネズョ,モミ・ ヒメョマッ, ミズナラ の群落が多 く,またヒノキ, 

コシアブラなども多い。逃林地は成が選くヒメコマッ, コシアブラなどの侵入がみられる。低木階では 

チマキザサ, ォガラバナ, ノリウッギ, ムラサキャシホッッジ,リョウブ, *オカメノキ,ッルッゲなど 

が多い。玳本階ではツル デマリ,シラネワラビ,イタドリ, ヒカゲノカズラ, オシダ, クマイチョ. ァキ 

ノキリンッッ, シノブカグマなどの靴性ﾡ物が:多くﾡわiい, スギゴケ類など蘇苔類も多い。

C11> PwI 型士ﾡ

一般に海拔海 1,500m以上の平川な尾U, あ るいは安山岩地帯の綾斜地に大阿#現われろ。商裁高の 

低い、位山国有林では 1,000内卜の設斜地に別わっれるが, これは分水異とい う 特殊な気敘条件によ る も 

のと思われる。

A,ぱは L, F, Hliともよく発述し20cm以上におよぶことが多い、。A1 層は団粒状構造が発達し, 

H-A 阳の形態を示すことが多い。 A: 図は一般に Massive で灰白色の明瞭な辞脱筋が窓めちれる場合 

が多い。B,ﾡ開るい・色調を示し,災パは明歌で症鉄が泣められ,Mlassiveで上下ﾡへの推移は明, 

湿潤,戦の場命が多い.。B.ル下は Mnssive である。

植生は高木階ではヒバ,コメッガ,シラベ, トウヒ・ ダケカンバななどの純林または2, 3稲ﾡじた群 

ﾡを情収する場合が多く,ウラジロカンバ,アサノハカェデ,ヤマザクラ, サワラ, ヒメョマッななどる多 

くみられる。低梯ではチマキザサ,ツルツゲ•ウスノキ,オオカノノキ,り ス ッ ブ,ッ りバナ, オ ッラ

ナ,ノリウッギ,ミイマガマズミたどが多い。荒本階ではマソテッが最も多く, ゴピンタチバナ, シ 

シガシラ,ホッバノトッゲシパ,ミヤマイ タチシダなどがこれにっぎ,ハリガ ネワラビ,ヘリブキ, = 

コウモリ, オウレン,タケシマランなども多い。

〔12> PG 型 土 打
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河海技75 1,500ァ: 付近の起年ェ台地, あるいは尾投に近いも斜地にル流に的二小ILi受わっれる。

A。ﾡは明談に発述しL, F,HMともに 1-3cn:種D試する。A, ﾡiは団費状I辺 状情 

治 がごめられ,A. 階は躬い塊状構造 または Massive で明断な商脱協が:状に認められる。Bﾡi+Iく, 

Bi, B: ﾡは鉄の集徴が認められ, ﾡ鉄も介在する。また, グライ責が雲状をなして部分的にﾡわれる。 

B, ﾡには地下水の初出がみられる。

植生は カナ マツの造林地でサワラ,ヒノキ, トウヒ, コメッガ, チョウセンゴョウマツ, ミズナラ, イ 

クヤカエデ, ゴンゼツなェどの侵入がられる。低木階-ではオオカメノキ, サワグツ, ソョゴ, ハイシキミ, 

イヌッゲ,ツルッゲ, イボクノキなどが多くて性の特後を示し, ミヤコザサ, ノリウッギ, レンゲツツ 

ジななども多い。草本階ではチグケサシ, ナルコュリ, オシダ,ヒメワラビ, イチャクソウ,ツルデマリ, 

ワラビ, ヒロハュキザサ, シシガシラ, ャワラシグ, シノブカグマ, キイチ=, マンネンスギ, マイズル 

ソウなどが多く, スギゴケ類の難存傾も現われる。

C. 土壇の理化学性

主な土ﾡ型の各断面において抹集した土ﾡの理化学的性区は Table3 -Table6のとおりである。土ﾡ 

の理化学的性ﾡは調地点によるﾡ興がはなはだしいために少数の試料の結果から土ﾡ型との関係を類推 

することは危険であるが, 各土Hと土頭の間にスられる大休の傾向は次のとおりである。

Table3 試料採災価所
The Sampling plots.

土ﾡ理 野 性 額 
様 式 国有林名 林小班 海拔為 

グ

ガ 位
傾 地 形 母材料 お 相

BA 40 残由土 野 変 127は 1,470 S72°E 
28° ﾡ 根 生

砂 ﾡ
ヒノキ, カラ
マツ人工林

Bn
イ ﾡ積土 千開ﾡ 193 ろ 1,485 S52°E 

5°
函 4 な 
尾棋下部

石英症岩
カラマッ 
人工工林

12 残試士 胡機島 233 ろ 1,422 S60 w
322 尾 ﾡ

占 生 高
め 対

カラマツ 
人工林

BnCw) 78 残積士 大坊本谷 283と 750 Scow 
23°

下 降 
4面下部 石英料

ヒノキ 
へ工林

Bc 7 医
胡ﾡん 236 に 1,635 S80°E 

13° 緩斜紀根 安山場 カラマッ 
人工株

Brcd) 77 残積士 円 多 ﾡ 285 1,340 S 
20° 復令尾ﾡ 石英速岩 伐採跡地

Bn
29 ﾡ士 胡悦島 241 ろ 1,447 Nsocw 

25° 訳 安山岩
カラマツ 
人工林

46 我法土 井戸ケ原 129 iに 1.647 Siocw 
10°

扱4な 
台地上 交山料

カラマツ 
へ工林

Pnm 28 残試士 初桃島 239 い 1,494 N34°E
中 腹 古 生 商

砂 岩
カラマツ 
人工林

Pwm
76 残積土 位 山 290に 1,070 S18°E 

22° 後斜中腹 石英斑岩
ヒ バ 
天然林

74 残試士 秋神 202 い 1,090 N7O°E 
12° 太い尾根 交山岩 トウヒ,シ 

ラべ大然林

1 コEについて

aFi+各土頭則とも炎燈が小さく, 深魔が増すにしたがつて地大する領向がみ、られるが,Bucd), Bo 
およじ Pwn 車土壊では深度に伴う変化はほかの:1M型に比べると 少ない。

孔陳 力 および最少WUTK に爽*が大き く ・ 深度が増すにしたがつて小となる区向がみ、らiれる。

最大統水よび採集時合水分は普通炎ﾡが大で深度が増すにしたが:つて小と な る ものが多いが, 

そのﾡ化少ななくまた土ﾡによる相ﾡは明らかでい。

2 機■的机成について

土頃の根ﾡ的ﾡは母材料のﾡ類によつて興な り,万英斑場の土除では粘土が多 く 徴改, 細砂がこれに 

つごHモ少.+少cい。古生版および輝石安山岩の土墳で一定の傾向之みいだしﾡい。

Table 4 自然状態の通学的性区

Physical properticS in r.atural condition.

土損

Type 
of 
soil

断面番場

Profile 
No.

M 位

Horizon

澡 ﾡ

Depth

容積

Volume
weight

Water holding 
capacity

Ma.tt。content 
offrcsh soil 孔随量

Porosity

96

義ボ

Air 
capacity

95
Weight 

%
Volume 

%
阳蕊 Volume 

%

B 0
M-B, 

B. 
A' 
B'

4-11 
11-23 
23—34 
34-60

50
54
70
66

118
111
119
93

60
60
84
61

o 
8! 
81 
73 48

105

Bn 12
A
Bt
B:

23-34
<-8 
18-62

29
10

1 22

179
177
100

53
71
60

137
1333
89

40
53
53

85
84
76

33
14
16

Bncw 78 7
10-23

39
70

103
83

43
58

77
62

32
43

75
75

37
17

Be 7
10—18
18-39
39-51
51-108

126
197

101
205
177
85

10
38
4
4

Brcd 77
Ai 
A 
B.

一 5--11
11-22
22-30

30
47
59

212
146
126

63
68
72

16
119
116

43
56
66

83
71
77

26
7
6

Bi. 29 お1
B:

8-16 
16--40 
40-90

30
39
50

187
148

61
73
74

164
160
141

49
62
70

86
85
80

26
12
6

Bn i6 A
B

3-32
32-53

49
68

143
99

70
67

118
119

59
60

79
73

9
6

Pnn 28
H-A 

B 
B: 
B.

13 -25 
25-37 
7一64 

64-102

284
201
178
126

222
172
168
120

Pwn 76 A 
Bi

15-21
21-58

73
72 104

71
74

95
103

69
73

66
54

pwn 74
A,
A,

3-10
10-20
20-31

30
40
45

2+8
182
179

72
73
81

199
162
132

60
65
77

83
73
84

13
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Mechanical compositions.

Table 5 桜ﾡ的組成

s。 'Proaざ 

No.
ﾡ 位
Horizon "pepth Ccm:

共 セ
Coarse 

sard
fine 
Sard

冤谭 粘 土 
Clay

土 性
Texture

M-B, 4- 11 c L

BA 40
S, 
B:

11- 23
23- 34
34— 60
60- 95

c L 
CL 
SL 
CL

Bn 4
A
A: 
B
C.

ィー 15 
15- 47 
47-102

1C2-

38
10
6

18

CL
SCL 

IC 
SL

Bn 12 Bi
: 
a

13- 34
34- 48
48- 62
62-

13
14
33
25

21
20
19
こ7

IC 
IC 
CL

SL一L

Bb(w) 78
H-A, 

As 
Bi 
B:

3- 7 ।
7— 10

1C- 28
28- 60

33
3

10
11
9
9

E

hC-lC 
IC

Bc 7

A, 
A:-B

A' 
B' 
C

10- 18 
8-39 

39一 51 
51-IC3

103-

4
13
67
27
14

14
41
17
31
30

50
21

4
15
21

1C 
CL 
SL 
L 

CL

Bn<d) 77
A, 
A: 
B, 
B:

5- 1
11-- 22
22- 30
30- 52

4
4
5

イイ

13
11
19
11

50
48
40
24

IC

SCL CL

Bn 29 B：
8— 16
16- 40
40- 90

13
23 .
45

15
13
14

35
21
19 SCI一 CL* 0- 62 21 12 SL

Bn 46
3— 32

32- 53
53-

34
50
51

27
14
17

24
31
27

15
4

11

CL 
L 

SL

Pnn 28 B:

18- 25
25- 37
37-- 64

12
25
5

50
19
19

36
17
16

SC 
SCL 
SCL

64-1C2 
102-

12
21

17
9

15
12

SCL 
SL

Pwm 76
H
A
Bi

Bs- cl

5--15
15- 21
21- 58
58-

1
11
8

17

4
11

9
11

23
38
31
30

he 
IC 
IC 
IC

Pwn 74
A, 
A: 
B,

3- 10
10- 20
20 31

2
2

26

27
19
29

13
47
2i

58
39
21

IjC 

CL

Chemical properties.

Table 6 化 学的性ﾡ

土域
Soil type

断面;番ク
Profile 

No.

略 位 
Horizon

岸 
Deptl 
(cm:

tお/度 
Exch.

acidity
(y2

pll 僕 素 
Carbon 
%

奈
Nitr

9

素 
2gen

CNF

C-N 
ratioH.O KCI

BA 40

M-B, 
B: 
A' 
B

4—

23-
3- ,

36

2

4.5
5.1
・1.3
5.0

4.4 
・1.8 
1.8 
1.6

• 1(

5
60- i.3 二

Bn 4
Ai
A: 
B
C.

一 15
15- 47
・17-102

102-

12 
ミ

»

I

5..4
5.2
5.2
5.0

..S 
4.9 
5.1 
5.7

0.6
0.2
0.1
0.1

Bn 12

F,-, 
II 
A 
Bi

B:

0- :
22- :
2一
34-
48-
62-

132

5.3
4.5
3.7
4.5
5.0 
5.1

3.5
3.8
.6
3.9 1C

Brcw 78
H-A, 

A: 
B 
B:

3—

10- 
っ8--

6】
69
2-
2-

3.8
・1.6
5.1
5.9

21 
IC <

0.7
O.2
0.2
0.1

1
I

30
50
15
10

Be 7

Fl「
A!

A:-B
A' 
B' 
C.

0- 10
10- 18
18— 39
39- 51
51-103

103- 15

3.t
・1.9
5.1
・1.7
5.0

3.3
1.6
4.1
5.C
5.C

21
10
8
3
2

Bil (d) 77
Ai 
A: 
Bi 
B:

5—
11- :
22-- :
30- •

39
19
8

4.5
4 9
4.9
5.1

13 0.5
0.4
0.2
0.1

Bi* 29

F-H 0-
8-

16-
• 40-'

90-

8
16
10 
0

15 4.4
5.3
4.7
5.5
5.7

4.8
5.0
5.0
5.6

21 

・
•

1.4
0.7
0.3
0.1

Bi* 46
A 
B 
C.

三

53—

32
53

3 < 4.6
4.7
4.5

3.8
4.7
4.8

0.4
0.2
0.1

7.5
20
20

Pj)n 28

F!-, 
H
A 
Bi 
B:
B, 
a

0— 13
13一 I8 
18-- 25 
25- 37 
37- 64 
64—102

102-

4.7 
3.5
3.3 
4.5
5.1
5.7 
5.3

3.4
3.8
4.6
5.4
5.3

45
18
13
11

4
3

1.0 
0.5
0.5 
0.1
0.1

• e

30

Pwn 76
H
A
Bi

B.-Cュ

二
21— 
58—

15
21
58

3.6
4.8
5.5
5.8

3.4
3.4
4.7
5.1

8
2

0.2
0.1

1 
! 40

20

Pwm 7イ
A, 
As 
Bi

3- 10
10- 20
20- 31

47
48
30

3.5
3.9
5.2

3.5
3.6
5.0

16
12 
9

0.4
0.4
0.3

40
30
30
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3> pH および置換ﾡ度
B:(d) ょび B。 が土塊 を除いてすべて pH 5.0以下を示し, 同じ断面で| 里眼が小さく 旗曲:的す 

こしたがつて的大する。Pom おょび Prm 刑 土壇は表峭の袋性が きわめて迎 く,いずれ も pH4 I下で 

ある。
置換ﾡ度は B.(o) ・および Bo型土頭をﾡいて大 y 10 上をホし, 淡ﾡが:大きく度が卜に 

したがつて設少する傾向がみ、られる。

4 炭素, ﾡ素および C N について

各土頭ﾡいずれも特別な特後はみ、られないが,い・ずれも炎ﾡが大きく深度が的十にしたがって設少する。

IT 土壌型の分布

ﾡ地城における各土ﾡの分布状況は土ﾡ又に示したとおりである。これを各流域別および団地別お上 

び 林班別土壌削面預表は Table7に示した。
第7式を総括的にみると総面脚 19,534.06ha のうち掲包森林土が 10,615.90ha で全体のや 54%だ

6 占め, またボドゾール土龍は 8,009.26ha で全休の約41% に当り相当大岡ﾡに出現する。このうや 

# ドゾール土頭は 2,836.42ha で的 14.5% に当り, 性ポ ドゾール土国は 5,172.84 haで的 26.5

%を占める。
このょラにポドゾール土頭がﾡ色森休土に比べて多いのは経営区の位置がミ 670～3,026" のの数間 

あるために, 寒冷多た立地条件によるものと考えられる。

▼考 察

A. 土壇型と林木の成長について

昭和28年度に編成された久々野経0区第6次終終の2単地•査で行った懈弊析解地点にR、て士・ 

と その供炎木の成長と の関係を考えてみたい。

(1ゝ 樹砕析解の供状木

各供木は適定されたﾡ確地内の主林木について直祉階を大中小の 3 階級に分け, 各諾扱のい木をそ 

れぞれ樹幹所解したものである。供木とその立地条件は Table 8 Cカラマッ および Table 9(Eノ 

キゝ に示した。
カラマッ人工林では平均 2.1 Ma, e ノキ人工林では平均 0.18ha の標巾地内の中央木について,その 

所在する地形 よ び土境型を一単位林分と 考えて単木成芸 と 比較 した。地位扱は係臓資料に よ ってFに 

ﾡ製された取種予想炎に」つた。*た, 土墳条件の不良士たは高湾校地域で郷多起欠像条件のために 

成長不良と 思われる もoそれぞhれ次項で説明する こととし, ここ では各土壌型位の傾向について説明す 

る。たお又の番号は断面番号と共通したものである。

Table 8 カラマツ 樹韓析解供試木一覧我

The site conditions of sampling plots for 

stem analysis of Larix Kacmpferi.

詭
(空2

樹高5) 

pucem
司 物 口 

林 亜
両扱で 

g

地 形

方 位

細 針

戕法様メ 母材料
土頭 
度

Cem2

土性感
BA 40 27 11.8*13.9 野 変

129ろ 1,47G 超 ﾡ(b,う 
S72°E 28°

; い 
o土

転 79 siL

B. 44 25 12.2*11.7 野 麦 
【27 は 1,399 兄 根 

S8O°W 17° 残試土 ﾡ板掛 <c9 siL

・ Bn 6 3 19. 1 *22.0 千叩ﾡ
19.i ろ 1,618 扱4尾出 (a,う

E i0- 石英表岩
1照

CL

Bn 8 42 20.5X22.6 胡幌島
235 は 1,595 望4摂 (d,)

N78°W 120 残試士 卸石安山% 61 CL

Bn 9 44 16.7*21.5 胡幌島
231 ろ 1,59G 44 (d,)

N-10W P
古 い 

試上 ﾡ石安山岩 77 L

Bn 12 6 21.i*22.6 胡供島
233 ろ 1,422 中投邙の尾出CbQ

So0W 32° 崩士 砂 岩 <7e cL

Bn 20 27 17.8*16.9 胡桃/
233 は 1,296 山版下部 (b,う 

S33°W 32 例試士 印石安山弘 
砂 岩 101 SL

Bn 51 18 8. 1 *9.9 野 変
131 い 1,746 振4り4摂 (cd,う

S75°W 10"
古 い 
ﾡ試上 ﾡ石安山岩 67 L〜SiL

Bn 61 26 12.8*12.0 鈍y沢
171 い 1, 152 尾 損 (a,う 

S12°E 32° 残試土 石英岩 43 SiL

Be 7 42 20.7*25.2 胡院島
236 に 1,635 極4尾棋 (d,う

S 8°E 13°
古 い ﾡ石安山岩 86 CL

Bn 18 35 26. 1 *26.2 金山谷
209 に 1,534 沢 (b,う

N20'E 23° 市土 即石安山岩 <108 CL

・・ Bp 29 37 21.0*23.4 胡桃島
241 い 1,450 沢 Cbう

N56°W 25° 例士 輝石安山岩 82 siL〜CL

Bn 39 32 16.7*21.4 野 麦
129 は 1,160 沢 (d

N8°E 45° 例試土 砂 岩 50 SL

Bp 46 38 20.1X24.5 野 2
129 に 1,665 合地上 cd,)

sow 1o° 残積土 部石安山岩 52 SL

Pn 34 36 15.4*22.8 胡供島
249 ろ ・,e 中 腹 

N 12? 崩士 砂 岩 98 FSL
〜SiL

Pnu 23 37 16.9*21.8 胡桃島
23ワ い 1,494 中腹下部

N3ポ°E 13° 残試土 石安山岩
砂 岩

79 siL〜CL

Pnm 19 17 20.0X22.3 会山谷
208 は 1,566 )d 4 (b, 

S7°E 27° 残積土 砂 岩 6 CL

Pom 25 36 18.9X24.6 胡幌島
249 ろ 1,400 中 腹 (b,) 

N29°E 25° 残積士 甲石安山岩 46 SiL

Pnn 53 18 7.45*11.2 野 2
136 に 1,800 尾 根 (a,う

W 20°
い

試土
砂 場 
向 岩 43 iL〜CL
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(2> 各土振とカラマツ人工林の放長

各土頭頭のカラマッの樹高および材密皮長曲線はFig.20-28 に示した。

Fig. 21, 22 は各土聊別に供試木の樹而成長を平均した ものである。この図炎では Bn土団は 25

年頃か、ら急滅に上昇を示すが, これは供賞木の本数の関係でこの上 うにﾡわれたが, Bn刑土提と平行す

る ものと考えられる。B 型土摂は3等地以下の成長を,

Fig.20 カラマツ状樹び成長

Standard height growth curve 

of L.. Kaempferi.

PpI および Prni リ土振はほ3守地程版の 

成長を示しているが, これらの土ﾡ刑ではいず 

itも3 守地上の皮期行できな い、であろ 

う。

Pm 士援は供賞木が:1本に沿ざなないのでそ 

の結果か・ら断定することは田ﾡであるが, Pul, 

Pnn およびPnmIのW性ポドゾールはB作 

用が進行するにしたがって成長の低下を示すよ 

うに思われる。

各土城型別に成技 ソ 係をみ ると次のと お り で 

ある。

1う BA 土試

平均および単木樹高成長は 3 等地またはそれ 

以下の成たしか示さない。

また,材び成長曲線では3等地J下に著しく 

低下しているが,これは生立本数に原してい

久 管-は区の土 (と川・ 谷口 ・ 甲木> - 115 -

るものと型.われる。

2う B那土ﾡ

ア均ﾡべ旅」は2等地小1上1等地内外の伝をしているが,単木および材積成長曲線が示すように成 

状態は非常にむらがある。切 高成技では 1等地上から 3等地下 ま で, 材試成では2等地以上から 3 

地J下に およんでいる。

不央ﾡ地ではNo.51 は為ど厳高が,その他はいずれも B 挖 が粲密でした がつて理学性の二いこ と 

がは共低下のMではないか、と思われる。これに対して土壊が涕 く 翅学性の良好な 規 台は良好な成 立 を示 

している。 ・

3う B。 和士5

切 高 力, び村制成共はだいたい 2 等地上1 等地内外の成績を示し,No.. 18のよう こ特に良好な成奨 

を示ナ場合もある。 No.18は谷のつ契まつた小沢付近のb,地形のほさ 1m:こもおよぶ前試士で理予的 

性ﾡが貴好な ためと 思われ る。

わ Pn 土頭

ia説作用が造んでPnu, Pui 平土ﾡになるにしたがつて成長は低下し3等地以下となるが, Pum型 

土ﾡは一投には2 等地下いし 3 等地内外の成 及 士示す。また No.25 のように央好な成長を示ナ場 

合もある。No. 25 は小沢近く の b, 地彩で段防土でばあるが, B,-C, ﾡを合めて 1 "J上に述する 

こい土Hで, 理学的性質が良好なためと 思われ る。

キ6 "" 2" 
(Ye.s)

Fig.21 平均掛が放長曲線 

カラマッC1>一B, Bn, Bo, PnI 型土国

Fig. 23 樹岡成兵曲線 Bn 土頭

カラマツ

Mean height growth curve of 
L. Kaempferi on B-, Bn-,Bc- 
and PIr.soil.

(Yea-)

Fig. 22 平均樹高成共曲繰 

カラマッC2-Bn,Pou,Pnm 消土頭

Mean height growth curve of 
L. Kaempferi on Bl-, Pi>n- and 
Pnm-soil.

Height growth curve ol

L.. Kaeipferi on Bi-soils.

Tg・ 24 胡髙生員曲例

カラマッー(1ゝ

Hleight growth curve of L. 
Kaemtpferi on each type of 
soil.(1
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Fi&. 25 助高生北曲探

カラマツー(2う

Height growth curve of L.. 
Kaemtpferi on each type of 
soil.(2

(Yea)
Fi&.26 カラマツ標期材積長成

Standard volume growth curve 

of L. Kaempferi.

5 BC 土預

供び木が:1本であるために断定し題いが, 一 No.7 から報断すると2等地内外の成長はﾡ待でさる 

よ う に思われる。

(3> 各土坂型と ヒノキ人工林の成共

各土振Iの = ノ キの世高および村試成はFig. 29～35 に示した。

Fig. 30 は各土極間別に供賞木の平均樹が成長を示したものであるが, 雅査区域では ヒノキ人工林の成 

は非常に悪い。この図表では BA 型土 坂 の成長が Bn 土aより 30年頃からうわまわつているが, 

B.、型土壌 の 資料 と した供ぶ木が:1本であるために全体の傾向と しては断定できない。 Bn 型土壤は燈も 

良い長を示し, および Pon 型土ﾡがこれにつぐ成長を示しているが,いずれも3等地内外, ま 

たはそれ下にすざない。次に各土填型と成長限係について述べる。

1 BA 士頭

謝び政長は Bn 型土頭よ り 良好な成長を示しているが,材ﾡ成長では Bn 土ﾡよ り はるかに劣る。 

この土Hでは良好な成長は期待できないものと思われる。

Teble 9 ヒノ キ桜特析解供ぶ木一覧炎

The site conditions of sampling plots for stem analysis 
of ChamtaccyParis ob/usa.

Fig. 27 カラマツ材ﾡ成長曲線

Bn 土ﾡ

Volume growth curve of L..
Kaempferi on BB-Soils.

Fig. 28 カラマッ材『成長曲線

Volume growth curve of 

L.. Kacmpfcri on each type 
of soil.

土噴部

ま番

・号

樹令

(年2
際社cew

国有林 

林 班
海扱で

C2

地 形

方 位

傾 斜 的

催積様式 母材料
土頭 
深度

Ce2

土性

Ba 43 39 8.8* 9.7 野 変
123 は 1,40 ア 根 (a.う

S 8°W 28° 残試士 砂 岩 58 CL

Bn 17 42 7.0*12.3 4山谷
208 に

1,570 扱斜尾4根 (bう
N20°E 23" 残試士 輝石安山岩 75 CL

Bn 38 39 8.2*11.8 野 変 
129 い 1,377 山N下部 cd.う

S 26" 前試土 粘板料
砂 岩

76 siL

Bn 61 27 9.5* 9.6 質り
271 い

1, 152 尾 棋 (a,う 
S12E 32 残試土 石天度岩 43 SiL

Bu 31 9.4*12.イ 胡桃島
236 い 1,400 沢 (d,う

S54°W 23° M試士 砂 岩 130 siL〜CL

Bn 39 33 6.9* 8.7 野 函
129 は 1,46G N 島 2 崩試土 砂 岩 50 sL

Bu 55 41 15.9X16.0 近城
206 ろ 1,320 中 度 (c

S36°E 42 M試士
ﾡ板岩 
ﾡ 岩

<123 FSL

Pn 38 10.2X12.8 野 麦
127 は 1,370 中腹部の尾根(:%) 

S20°W 350 例試士 角 ﾡ 
粘板岩

68 SiL

Ppm 10 6 10.8X16.6 胡快島
233 い

1,40G 中 度
N58°W 39° 崩団士 砂 岩 <101 SiL
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2 ジn 上

樹高成長は BA 田土団より先り, 材積成長では優るが,い・ずれにしても3等地よりるかにしたまわ 

つている。将来も3等地以上の皮長は期情できなないと予想されるが, BA 取土歴より良好広共をポす 

ものと思われる。

『ビが保ドたれ林内源こが尺くなつたことが原ではないかと思わっれる。主た一方 Profile No. 39 および

No. 31 のょう に古い試土なた どで堅密た土があつてﾡ学的性ﾡの紙い場合は皮炎は劣思である。

・4> Pn 型土壊

3う BD土脈

Profile No. 55 は樹高成長では 15 年切で2等地以下であったが 30 年付近から 1 等地以上の成共 

を示すが,これ古生ﾡを母材料とするい土墳で理学的性口が:良好ななためと, 林木の成にしたがつて

3守地内外もしくはそふれ以下であるが, Ba およびBn型土頭よりは央好な成を示し,ボドゾール

化の進んだ PuI 羽土頭が: Ppu およびPnm土振に劣らない皮を示している。この点はヒノキは

と
(Yとッ

Fig. 29 ヒノ キ標準樹裔生我曲株 

Stardard height growth curve 
of ChamaccyParis oblusa.

Fig.31 樹髙空系曲線

ヒノキY1)
Height growth curve fo C. ob- 
tusa on each type of soil (1.

平今, ふ a 40 r (Y.)
Fig. 30 ヒノキ平均樹麻成長曲棵

Mean heigh growth curve of 
C. oblusa.

Fig. 32 樹高成長曲訴

ヒ ノ キー(2う

Height growth curve of C. ob- 
tusa on each type of soil (2.

Fig. 33 ヒノ キゼ側材積欧共 

Standard volume growth curve 
of C. ob/usa.

Fig. 34 ヒノキ材団成長曲線

C1)
Volume growth curve of C.
oblusa on each type of soil (1ン.

カラマッ人工林の場合 と欠なり,恥性ボドゾー 

ルではカラマッよ りも抵抗性が強いことを示す 

ものと迎われる。

(4う 各土壌型と ヒノキ, カラマッ提清林に

• ついて

Fig. 36および Fig. 37 の No. 41, No.16 
および No. 39 は,それぞれ10m: 内外の近接 

したﾡ所で土頭をは じめ岡 々の眼条件に大 整

の ない場所で撰んだ供状木であ る・

樹高5生では No. 16のヒノ キがほかの ヒ ノ 

キにく らべて良好な成績を示すのは,カラマッ 

に近接しているが极圧されていないためであろ 

う。カラマッはいずれも2等地内外から1等地

{Y..»

Fig.35 ヒノキ材積成曲線 

(2>
Volume growth curve of C. 
ob/usa on each type of soil (2).
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Fig. 36 ヒノキ・ カラマツ植林 

樹で生長曲線

Height growth curve oi L.. 
Kaentbferi and C・ obtusa on 
mixed forest.

Fig.37 ヒノキ,カラマッ混植林

材改成長曲線

Volume growth curve of L.
Kaempferi and C. obtusa on 
mixed forest.

以上の樹び6成長を示しているのに対して, ヒ ノ キは3等地内外またはそれ以下の劣選な成長を示している。 

しかし, 材積成長では土ﾡ条件のよい No. 39, No. 16 の Bi. 型土壊が樹髙成長では 2 等地以上である 

のに反して, 2 等地を した ま わつているのは幼令樹時に両団ﾡの競争に よ つて樹上成長力密んであつた結 

果であろうと思われる。カラマツ,ヒノキ混淆林で; 祝:R の迅速なカケ マッ と遅い ヒノキの取扱いについ 

てはだ分に注意することが望ましい。

B. 土壇型と地形と成長について

前に述べた林木の放長と各団地の地形との関係を考えてみるど , 各種の土頭型の出現は地形に対して一定 

の傾向を示し,したがつて林本の成長は地形に対して関遣性を有するものと考えられる。

Fig. 38 に示した地彩と土壤型との出現変保における地形区分は小出博氏の上外谷,下降谷, 平衛谷お 

よび複合谷の斜面形を用いた もので,上面 a, 下降斜面 b. 平衛斜画 c, 復命斜面 dとし, 

またそれらの地形の 上部を 1, 中腹部と2, 下部を3とした。各地形における土壊 m の出嬲度は多い順 

序に掲げ c > を付したものはと きどき出型するにすざないものである。

この調在中の観※お び初磬析解の結果に荒いておも なな土ﾡ型の出那地形とﾡ表木の成其の板路を法べ 

ると次のよ うになる。

1 BA 叩土顔

主として領430° 以上の a. および b,地形の揃せた尾損に出ﾡし未ﾡな設い土ﾡである。ヒノキ, 

カラマッ ともに成共は不良で,ことにヒノキの成芸は悪く ヒメ コマツ,アカマツが侵入して, ヤマハンノ 

キ, カンパ類とともに植載木を被圧している。植救木の成長はいずれも3等地以下で, この土期型では樹 

棟のいかんにかかわらず人工 史 新は良好な成長 を期待できない と 思われ るので, むし ろ天然更新によ つて 

或林させるのが妥当であろ う。

2 Bn 土ﾡ

主として a., a., bo c„ c„ d, 地形に出現し, 山足の短い ドーム状の」•.外斜面全体を占める場合や 

b, C1, 地形に出現する場合もある。この土hでは試の獲興がはななはだしいが, この点は地形による 

比我が大きい と考え らiれる。

政共状ﾡと地形との関係をぢ業すると, 分布は少なく また小而積にすぎないが bい d,地形ではカラマ 

ッ,ヒ ノ キはともにすこぶる良好な皮長を示し1 等地以上である。aw, d, 地形については井戸ヶ 原,胡 

ﾡぬなどの古い別試土の台地斜面を広義の地形区分によつて上界斜面, あるいは根合鋼面としたが,こ丸 

らの地域では土ﾡの生成状ﾡや通的の貴否が林木の成長に影ﾡ していると考えらt るので, 地形のみを 

あてはめて広奨をﾡ論することは適当でないかもしれないが, 一般にカラマッは a, 地形では2等地ない 

し3等地であるが d, 地形では2守地以下, 多くは3等地で a, 地形上 り成長が劣っている。b., c 地 

だでは ヒノキはA我が劣るがカラマ ッはかな り 良 好である。\, b., ca, d. 地形では2等地の皮長を示 

してい るが,叫,b., d. 地形内の絞部では3等地以下の不良辺林地が多い。

以上のように Bn型土出におい、て林木の皮長状ﾡに相典がみ、られることは,地形が林木のﾡ長の要 

な因子であるこ と を題味する もの と 思われ. したがつて同じ土ﾡﾡの取いについ、てだ分に注意する必要 

がある。

3 Bucw) 土頭

主としてa, a 地彩に出現するが,d地形の場合は前止のようにBucd) 土頭に, a地形の場合は 

Pwn 間土頭に双αした性ﾡを示すことが多い。iは理学性が:貴好なために放奨がすくれているが, 後 

者は皮長がマ し く 低下するから取扱い には注注意する必要がある。

4 Be 土壇

抜高5 1,500 以下の a., d, 地形に多く 現わiれる。カラマ ッの放長は比較的央好で大峠 2 等地程度 

であるが, ヒノキ ば若る しく 試が先り 3 等地下 となる。

5う Bncd 土ﾡ

主として a,,b.,b,,c,, d., d 地形に現われ,そのiか井戸ヶM, 千間博, 胡桃Bなどにみられる 

台地地形の古いル土の場合のように an a” c：, d, 地形にも現われる。

林木のぬは比載的良好で2等地内外の成長を示すものと思われる。特に円多砲, 大平,秋神, 宮之前 

各国有林には大面試に出ﾡするが, これらの地域では他に比べてﾡ投商が低く大体 1,300 m 以下のため, 

樹Hの遺定をあやまらなければ優良な造林地が期情される。一方井戸ヶ原,千川間, 胡桃島などの台地地 

形の古い崩ﾡ土の場合は残試士の場合よりもコや性が良いために放長も良い。しかし, これらの地域の上 

昇斜面お上 び板合斜面の上部に 位妣す る 台地では, 幼令期にはﾡ良好であ る が一定樹令に達す ると世高 

成長が体止する傾向が:み、られる。この点は今後の施衆に充分注意しなければまらない点である。

6 Bn 型土ﾡ

主として an b,, cn d, 地形に出現する。山足の短い台地に出現する場合もあるが普通は各斜岡下部 

の沢沿いに出現する。c,, d,地形はほとんど2等地以上,1等地内外の良好な放奨長を示し, ことに 

b, 地形では1等地以上である。d〜d 地形では成我は良好 とはい えない が洪浦地上の d, 地形などでは 

2等地の成長を示している。カラマツはい、ずれの地形におい、ても2等地以上の成長を期待できるが, ヒノ
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キはa., d,地形では2等地以上をﾡ待することは田と思われるが, しかしb, c,地形では2等地以 

上をﾡ分期待できる。

スギは b,, C, 地形の条件の良い、ところを選んでﾡ裁すれば2等地以上の皮長は可ﾡと迎われるが, ﾡ 

在古いﾡ林地が少なく, わずかに大坊国有林に6令扱の辺林地が存在するにすぶなないが, その成は非常 

にょ く 1 等地内外の成緒を示している。

7 Por〜P!m 型士ﾡ

主に部校高1,700": 以下にﾡわれ, 主としてb, c地形の試線に出別するが, b地形内に陸起してい 

る萩部, a:地形などにも出現する。b., 5 地影の植親ではカケマツ,ヒノキともに3等地主たはそれ以 

下であり, ことにカラマッの皮長はヒノキに比べて劣る。 a., b., d. 地形の中腹部では2等地いし3 

等地の皮長を示し, ことにd. 地形では2等地上の戯長を示す。護線が:中腹部よ り も成災が劣るのは 

一般にﾡ線ﾡポドゾール化が進んでいるためで, したがって bw, c,地形においては人工N新を行うこと 

は困ﾡであり天然型新を動皮すべきである。

8 Pwn 土ﾡ

海扱高;1,700ァ 以上のび;地は主として起性のポドゾール化した土ﾡに上つて占められているが, その
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ほか海拔高の低い平坦な尾界あるいは安山岩 を母材料とする魚制地形に も大前頂出現する。この土頭邪に 

トウヒ, シラ, ヒバが天然に生し, 人工更新を行う ことは因姓で, 十べて天然型新に依する以外 

に方法がないと思われる。

c. 旣往の不良造林地と天然更新について

このぷず地域の不良池林地をみると, 地形と土頭対よび両投高の影響はかなり明識に現わiれているよ う 

である。ももろんﾡﾡ樹の逆定を誤つた場合は別として, 同じ土頭でも Bit および Bn那土頭のよ 

う に地形区分の相興によつて成兵に著しい、相興が生ずることは, 地形の影匆が大きいのではないかと考え 

らitる。 またーガこの区のように商5任施がはなはだしく高 670-3,026パ: の問にあるために同 

じ土墳形で も 気候の著 しい相姿が林木の成共に 影押をおよ ぼ して不良辺林地の呼因をな し てい る場合も多 

い。こ ら の 関保について 述べ ると次のとおり一である。

1) 土城条件に基 く 不R造林地

カラマッ 人工林の内 Profile No.40 <BA 円土ﾡ> は a., d 地形に出現し, 紀性な立地条件とともに 

甲密なな B, ょび A'燃がミF在ナることがW口と考えらiれ, Profile No.19 CPnm 型土駅>ば浅い浅松 

土で B ﾡ下がナ ニぶ る照密でお ること, また Profile No. 39 CBn 羽土聞> の尚成長が悪いのは土 

頃が視く 5ocm: 内外で砂地岩盤に述することなどがMをなしているものと思われる。これらはいずれも 

a, E, cu d, 地形に出ﾡするものである。

Profile No. 9 (Bn 刑土城)および No.. 32 CBr 型土ﾡはう 海抜高51,550～1,600m: に位置するので 

;び;の影響も考えられるが, しかし No.9 の場合はすこぶるﾡ密なBﾡの存在が直接の原であろ 

うし,No.32は記性のBr土ﾡ-であることと,シラ〜, トウヒ, ヒバなどが大々的に侵入しているこ 

となど が相互に関 し て 不良造林地を ななしているものである。

E ノキ人工林で不良池林地となつている Profile No.14 CPmm 四土援うは d. 地形上の足棋に位回 

し,土頭は投く40c:以下で岩鉱にj通し石ﾡが非常に命い.。Profle No.47 CPIm 士も)は土頭は深 

さ 70 cm で Profile No. 14 よ りは深いが石酬のすこぶる4い, やや乾性に傾いた土堰である。Profile 

No. 38(P.mI土聞は 75cn:J1上で比械的いが各位ともや範損し・ また A. よび B kがミ 

すこぶる堅総で石礫 の 多い土塀である。Profile No.43 は A: J ガトの各m位がやや粲 く 乾性土坑である。

J上のょうに不良め林地に共通した傾向としては土度が浅いこ とや下肘が型総なこなどの諸因子が共通 

してみられる場合が多く,またポドソル化作用の進行,归性ないし泡性などの水分蹴の不Rなことが節 

四とたつている場合も少なくい。

2) 商蘭抜地域の不池林地

カラマッ人工林では Profile No. 51 CBn 型土上ゝ および No. 53 CPom 土聞 は 1,700n:以上 

1,800,"に達する為海拔地に位近して,その庶はなたはだし く 不良である。

これは土頭Nや地形の問題よ り も郷多記なでG山気象の影響が大さいものと』われる。すなわち,土ﾡ 

型は Bn mNおよび Pom 胞であり 占い 物積土で土壤深度 も 50cn: 内外あるので, 土ﾡ型および土風条 

件にその極ﾡc不良のW因を求めることは四難である。

J上のよラにカラマッでは両校が1,700m 以上の地域では更新ば困難であろう と考えられる。

ヒノキ地形および土ﾡ型のいかんにかかわらず部高5 1.500m・J上では不貴逃林地となる。その例
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としてNo.17 CBn 型土団, Table 9 と掲上した。ここ では土 班 ば深さ 80cm: 以.上で理的性も不 

良とは思われないから海数高が:ヒノキのﾡ表可能環界をこえたものとおえななければならないであろう。

このような本実からみて,現在の线営方針の目然としているカラマツ,ヒノキの制蝴界をそれぞれ 

1,700m., 1,500m としても, その限界以下 50-100m では地形および土城条件の良否いかんにかかわ 

らず2等地以上の単木成長を期待するこ とは困題であろう。

こ の調在によつて地形および土ﾡ郵における天然山新の期特ﾡ岡をが賞する と次のとおりである。

b., c., an, d, 地形では BA 型土頭にはアカマッ, ヒメコマッ等を, Bn 卽土編には海拔高 の高い と 

ころではトウヒ, シラベ, グケカンバを, 鹹為の低い ところではアカマツ,ヒメコマツ, グケモミ, モ 

ミ, とノキ,イ クヤカエデ, ミズナラ等を, Bpcw および BKd) 消土ゴにはヒメコマツ, モミ,アカ 

マッ, ミズナラ, トチ, プナ,カェデ類等を, Bci土頭にはグケモミ, コメッガを, PoI-Pnm型土ﾡ 

にはヒバ, トウヒ, ヒノキ, ヒメコマツ, チョウセンゴロウマッ, シラベ, ッガ, ダケモミ, モミ等を, 

この土ﾡ型の下部の条件の良いところではヒノキを, Pwn型土ﾡには上部にトウヒ, シラべ, コメッガ, 

グケカンバを,下部にはツガ, ヒノキ, ネズコ, サワラ, ヒメコマッ, ミズナラ, シクカンバなどをそれ 

ぞれ更新ﾡ置のおもなものとしてさしつかえない、と思われる。ただ,注意しなければならないことはフ, 

シプトザサ, およびミヤコザサの条茂する場命は天然更新がさまたげられるから注意しなければならない。

a., b., c, d. 地形および a., b,, d, 地形の天然更新もだいたい同じように考えてさしつかえな 

いと思われる。

D. 適地の予旭

以上のことからFig.38のような地形区分と土頭型を考え合わせたスギ, ヒノキ, カジマツの過地予想 

委を作つた。これのお用については大きい地形とﾡ部的地形とをよく観楽の上, 各土頭羽の適樹団, 期 

待成長量, 地利扱等を明確な計線において突行に移すこ とがのぞましい。

E. 協業に対す る 意見

a. 更新および保育

林地の地形は非常に複雑で, したがって土壌の性質も異なるのは当然であるが,往々にしてこれらの主 

要な問題が忘却され立地条件のいかんを間わず植表されてい、る一資林があまりにも多い、。この点からその 

土地の生産量と期特成長量と端誤する結果, 不良池林地を池ることになるから, 行樹地ごとにその期待成 

長量の最低限界をまず決定して,現地に予ﾡされる林地生商力と期待戯長量とが:その林地のW新計画の 

本とならなければならない。この調正によつてそれの完金を期することはできないが, 土ﾡ図と第35 図 

の地形 と土ﾡ型の出現関係およ び期待生曲址予想表 と第7 淡の流城別土頭型の分布面ﾡを 参がに して,立 

地に対しては一律の形的計町でな く ・ 仙 々の特後をとらえた更新を行わなければならない。

このことは林木の成長と土ﾡ型の関係についてすでに述べたとおりであるが, その中でも Bn および 

B。 型土壇に対する取り扱いは,特に土 屋 の到学的械,地形, 火像どの立地条件とあわせて考えて行 

うことがのぞましい。第6次経営案の方針によれば,1,500m: 以上 1,700m までの地域はカラマツの植 

栽が予定されているが,カラマツはポ ド ゾール化が進むにしたがって成長が低下する傾向を示すから,ポ 

ドゾール化の種度をおしてポドゾール化の巡行している場合はヒバ, ヒノキ, トウヒ, ヒメコマッ, チ 

ョウセンゴョウマツ, シラベ,ツガ, ダケモミ, モミの天然新もやむなえないものと思わっれる。また, 

1,700 »: 小上に出那する起性ポドゾーではすべて天然山新に依し, その方法は別に考慮する必要が 

おる。なお, 前載可能地域の今後の新方由に対して立地的地から若干の意見を述べる。

胡桃島 256, 257 #証の中央部の投には砂料が流盤をなしているところがある。このょ うなところは 

土頭が常に設いためにﾡ問のいかんを叫わず植表は田ﾡで, ま た成奨の期情 も 少ないから天然 史 新に姿 

ねるH外に方注がない.沢沿いの依斜地や岩石地を除いて現在の車道の上部までヒノキの植栽が可能でも 

り, さた本流ル辺の渋調地を初めとした一部にはスギのﾡ表も可ﾡであろう。他はカケマツの植栽が安全 

であるが*話では良野な成は刑問でさ なない.。ま た,中强部以下の小凹地の下部には現状の別微土が分布 

するが, ここにはヒノ キの植戦を取り入れたい。232 林班ない、し236林ﾡの本に沿つた斜面下部の崩 

土地域や本流に注ぐ小沢の犬超は線状に ヒノキの植栽を 行い,他はカラマツを植栽する。ただし,1地形 

の尾根では多 く の生産出は期待できない。なお,本に沿つた渋団地にはスギの植裁が:可ﾡであろう。焼 

岩谷および久サコ流域のま とまった樹後土の Bn西土頭ではスギ, ヒノキ, Brd 烈土環ではヒノキの 

請殺が適当であろう。特にスギの植載は多くを期待できると思われる。現在伐托されている 237, 248 林 

ﾡ,さら にそれ よ り 奥地は海抜爲 1,500 以上で ヒノキ の植救は不可館であ り, カラマツ の捕栽 も 安山 

岩, 製境料の転石地および火山砂超の地域は選けなければならない。それと同時に, こ丸らの地域は大 

部分がポドゾール化土国であるから実深にカラマツを植載する対像とななるのは Pum 型土壌だけである。 

飛状では場石地やポドゾール化の進んだ土頭の地域ではシラペ, コメッガ,トウヒ, ネズョ, ダケカンバ 

などの後継樹の発生が艮好であるから天然W新によるベきである。このことは本終憲区すべてについてい 

えるこ とである。

大平田261林班には昭和 27 年秋版のカラマツがあるが沢沿いには採状に (G土ﾡは避けるゝ ス 

ギの植線が:前館であろ う。ヒノ キでも斜下部から沢にかけての崩積土地域はかた り の成共が期待でき る 

<ょる5。260林延との拠界付近は石英武ﾡの岩石地で植載は田勝であるが, ヒバ, サワラの龍樹が:多い、 
からこれ; 撫育成林させる。260 林延も白谷の沢沿いは岩石地であるがサワラの発生をみるからこれを性 

cる。 ・た,小沢に沿つて分布しているBn型土頭にはヒノ キを植載し一部にはスギを植ﾡしても良い。 

中腹部以上はカラマツの植岐しか考えられない。259 林班と260林界の沢沿いに転石地があり, ャマブド 

ウ等の探本類が桀茂しているが,若下のサワラをみるからこれを仕立て, 周囲の加積土地域は ヒノキを植 

紋するこ とが望しい。258 林班奥部地域の更新は 260, 261 林班に準じて取り扱う のが妥当である。

州ヶ 準国有林は本谷および小沢沿いに Bo刑土ﾡが比較的大面ﾡに出ﾡし, また山脚が代いが海抜高 

の制的でスギは多くを期情できない、であろう。ヒノキは沢沿いに中腹主では相当な成長が期時でさると思 

う。税線部はカラマツの植収しか杉えられないが, ボドゾール化の進んだ土壊では ヒノキ,トウヒ,シラ 

<,ッガ, yケモ:等Fの然N新にまつべさ一であろう。

近域および無多山国有林は本流や小沢に沿って Bn よび Brxe) 叩土ﾡが分布してい、るから制積士の 

頭学性の良い、ところではスギを線状に植殺し, ヒノキは相当大而植に植栽できる もの と思う。特に 182, 

203林班の安山の点石地はヒノキ, サワラの確樹が多いので, これらを仕立てるべきである。中放以上 

に出現する Bn 西土頭の一部と B。 型および Pnm 型土ﾡにはカラマツの植表が可ﾡである。

丁子ロ国林の日影沢は砂岩, 粘板村,角岩などの古生他の石岡を混えた理学的性質の良好な Bn制 

積土が択沢に沿つてややﾡく分布しているが, これらの地域ではスギ, ヒノキ, カラマッともに2等地以
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上の放長をと明得できると思われる。しかし, 大きなな税線上では象条件お上びポドゾール化のためにカラ 

マツの植ﾡに限定される。こ のﾡﾡ一は地形が急像で石際が:多い結合度の羽い土ﾡであるから, 2滅に 

#地を砕することは制域を促すことになるので施業ガ法は特に大面ﾡのﾡ仮を理けるようにしたい。丁 

子ロ谷よび赤坂谷の流流城は山足が知いが沢沿い・に Bu 部土頭が:定や氏 く分布しス ギのﾡ校 も 可ﾡである。 

表線部には ドゾール土頭が比敏的広い面試を占めているので, 海高5は低いけiれどもポドゾール化の進 

んだ ところでは天然亜新によるべ きで,他はカラマッを, 中腹部以下は とノキの統裁が 可加である. また 

赤坂谷の入口の尾投は B土ﾡで現するヒメコマッ, カマツの天然ﾡ新に交せるのが:のぞましい。

好安盛殿の各况城の Bn 延勝独士, 阿多野栗陵の束四郎ヶ塚の押出地彩の Bn 別土扇および战囲の 

Bn および B。 刑士ﾡと池ケ国布林の拡蔵谷流域および子の原台地の Bud, Bn および Bo型土ﾡ 

にはい・ず もスギ, ヒノ キの植表は不可館に近く, 部分的にわずかに e ノ キの枝裁が河能であろ う が岐奨

明時できない。これらの土地は府投高の関係か、らカラマッのﾡ義が:可ﾡであり, 当去の例からも相当の 

成長が期待できる。ﾡ在の林相はダケモミ,シラカンバの林が多いので政るﾡ度まとまつた純林をな 

十場合はグケモ:を保育成林させるのが:得策である。

従河谷域は急4地で石際を多 く Gt結合力の男い土国で,局部的にはﾡ状にスギ, ヒ ノ キの植栽が W 

熊であろうが,カラマツの断裁が良いと思われる。樹就危険地であるから取り扱いには注意しなければな 

らなない。

死引沢は海拔高 も低く 短价地形で小沢沿いに相当な く Bい郵よびBi(®) 型明積土が分布し,土条 

件も上いので沢沼いにはスギのﾡ税が可ﾡであるから, 立地条件の許すかざ り多く ﾡ表したい。奥部は特 

に伝4のa地形で川色土様の Bn よび Bit)型土壌が分布するが,土置が照密なためにスギのﾡ載は 

不可僱で,ヒノキも2 等地以上の成找は思嚣であろ う。尾界筋ばカラマ ッ の統裁を行 う。

小取谷, 九蔵谷,長イ本谷, 岩井谷流域とこ北らの域にそそぐ小沢沿い・には Bn および Bix。 型 

積土が 比較的あ く 分布し,部分的にはモチアナ谷のように理学的性買が:良好なところがあるから, これら 

の地城を逃べば ス ギの前載が相当可ﾡと迎わ九る。奥都は前数高の開係もあって, ス ギの簡殺は危喚でお 

る。中腹以上尾損ﾡほかの地域と同様にカワマッのﾡ根外に方法がなこいが, yケモミ, シラ, トウヒ 

○発生する と こ ろ では天然史新によ るべきである。

阿多柏,大坊両国を林は本経St 区中姑 も 立地条件が良く,沢nいには広い Bn 準樹枝土に続いて BKd) 

土頭が分布し, 相当面ﾡにわたつてスギの植載が:可ﾡであろう。尾根筋はポドソール化土頭の出現いか 

んにかかわらずカラマッの植殺が:ﾡ明であり, ここでは2等以上の成長を期待できる。

位山, 牛牧可国有林には起性ポドゾールが広く分布し, この部分には位山の保護林の工うにヒバ, イチ 

イの純林をなすところがある。これらの地域は,ヒバの稚ﾡも多いので天然山新によるべさである。沢沿 

いには B型崩積士が比較的広く分布するから, 立地条件を選べスギのﾡ殺が:可ﾡでお り 2 ・P地上の 

成共は充分期待でざる もの と 思う。Bocd) 型土には ヒノキ, BnCw 郵土聞にはカ ラマツの結般が安全 

であろう。

以上各団地ごとに叫新の大変を述べたが,那地の取 り扱いについ・ては各間の特性と立地条件を充分お 

慮して更新と保育に当るべきである。

b. 土地保全について

経営区全休からみた場合土地保全について注恋しなけれならたい危険区域は非常に少なない。ただし, 

堂0谷出は別!地が多く, そのほかはわずかに胡桃島,近ﾡ,野変の中ﾡ流域よび美リ訳の一部の映 

神川にしたﾡ面のヒノキーヂ排は制壊の危険性の大きい、地所がみられる。これらはBル, 私協場, 剤, 

行英広用 の 有踝が多い受便解面で自然の公他的回上不可抗力である としても伐採, 材などの力法にっ 

ては崩切を促進することになって土地保金上からも危冊を抱かせる。ことに, ヒノキが一齊に成林して加 

閉が保たれ,地淡ﾡ生が政えている今日ではその公が大きい。

党ケ* 国打林の 173 林I, 大ﾡれ谷を中心 と する闘辺は地形が念 煥な 古生*地域で現在すで 框 朋焼を起 

しているが天然林であるため下への影旨はない。これらの地域については択伐,あるいは小面山の访伐 

によるこ とがのぞましく, 作にあたつてはﾡ材方法を根ﾡ化するなどの方法にょつて林地の荒ﾡを訪か 

ねばならない。さた, 大面団の替ﾡは地力を低下せしめ地店覇被にともなう土砂の改亡とそれにM因+る 

土掘の滑落険破を防止するために,納にこれらの地域では採方法を検討する必來がある。

由河谷協。 82 86 #面, 92 #症～ 96 林西よ最も急終な地形をなし,しかも全中償監地 

で今後とも大面あの樹然が起る危険性が大きいから森林工学的に特殊の施行を行う = とが必である。

T1総 括

1 昭和 28-29 年に彼県県久 ・野営林み久々野経磁区 19, &3. 06Mg。 森体雄発対な区城 

6.03/a について土ﾡ調にを実施した。

3 ) ほ3ご城は獄羽山*O商分四のをﾡとして,そは乗酸品によよ世田○水岡造間でuH, は神 

川の流域を占める地域である。商 670～3,026m の間にあって一般に上部は幼年期の短命地形,下部 

は侵性の道んだ年期地形を量し, 基岩は秩父古生親を基敍とし,ﾡ御田山では呼石交山出おその上 

部を覆つている。秋神温原付近と池ヶ洞を結ぶ桜以西は石英端である。年平均気回s.7c 以下, 時水 

址 1,800m:以上で森林1は迅上部か、ら亜契, 次に幽かこわたる。

3 ) 西地区に認められた土国ﾡは Bo, Baco, B:, B:xの, Bo, B., G,por, po, pom, 

PwI, P。 型の11土ﾡ型と2亜望である。

" 土頭間の分布は大 ・ 0.2%, Ba 型 16.6%, Baow。 品 2.7%, Be m1.7%, B.x。 品 

13.8%, Bo刑19.2%, PoI ﾡ 2.16,Pom 型 12.46,PwI 型 26.5%, Bs, G, Por, P 土 

は位少である。

5 士援型の形服的村後。分布状 地形および鹹為との関係にっいて検；Hを加えた。

6 各土度刑と柑; の3との関係を明らかにし,また地形および土量条件と林木の成長との関係にっ 

いて検討を加えた。

7 各地形にけ る各士摂問○分布と細成奨川子基費をイ彼して人工M新場 よ び天然更新に対す a 
針を明らかにし, 今後の雄※に対する方針と示した。
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Soils ofthe KUGUNO National Forest. 
CNAGOYA Regional Forestry Omice> 

Junichi FUJnAwA,Haru。 TANIGUCHI and Naoki KASHIWAGI

CResume>

This management unit (19,534.06a.> is situated on the north-eastern part of Gifu 
prefecture, central Honshu. Elevations vary from 670 to 3,026 m.. above sea level. Mean 
annual temperature is below 8.7°C, and annual precipitation is over l,8C0 m:m.. The main 
parent materials of the soil arc palaeozoic clayslate, graywacke and chert, quartz porphyry 
and pyroxene andesite.

In the natural forest (58%6 of total area>, the predominant tree species are as follows;
(a> Areabelow1,000m..alt., Ouccusserrata,Pinusdientsiflora.Fagus jahonica, Belula 

corPiiifolia, Caslaiiea crejiaa, Zcrkowa Serrald, Magnolia obovaia and PIerocaryG rhoifolia.
Cb> Area between 1,000～1,500 OuercuscrisPura, Pterocarya rhoifolia,lesculus 

I urbina la, ChamiaccyParis ob/usa, Thuja Slcndishii and Pinus Parsiflora.
Cc> Area between 1,500～2,400 .. alt., lbies Vcitchii, Thuga dieersiflora, Picea 

je:ociisis var. holidociisis, Bclula Thuschii and B. Ermianii var. comimiunis.
(d> Area higher than 2,400 alt., Pinus Pumiila,Alnus "W 加owRtii and B. Ermanii 

var. communis.
Topographically, the upper part of the mountain slope is occupied by the soft-wood 

forest, the lower part by the hard.wood forest, and the middle part by the mixed forest of 
soft- and hard-wood.

In the artificial forest Conly 206 of the total area, ChamtaccyParis obtusa and Larix 
Kaempferi arc planted mainly, and Cryploiieria jaPoitica partly.

The soils of this area arc classified into the following 13 types :
Ba-¢0.2%), Bp-C16.76う, BnCw-C2.76ン, Bo ¢1.7%), Bncd-C13.86ゝ, BM19.2%), Be- 
(0.16う, Bf- ¢0.1%), Pj»I<2. 1%), PoI-C0.16, Ppm-C12.496ゝ, PwI-C26.5%)and Pa-soil 
Ctrace>. BnCw-soil is weakly moistened Bn-soil and Br(d-soil is weakly dried Bx>-soil.

The morphological details, and physical and chemical properties of each type of soil arc 
discussed.

The distributions of each type of soil are shown on the attached soil map.
The following facts are characteriestic :
(a The greater part of this area belongs to the podsolic soil group ¢41%>
Cb Pwi-soil occurs abundantly ¢26.5%) and occupies almost all the areas above 

1,800 n.. alt.
The topography prevailing in each type of soil has the same tendency as those of pre- 

vious reports； Forest Soils of Japan 1, 2, 3 and 4.
on the relationships between the growth of planted CMawaecyParitobtura) and Lari. 

Kaeweferi and the types of soil in Connection with the topography, the following facts are 
recognized;

(a) The growth of these trees is very poor on the area of high alt., higher than 1,500 
and 1,700 m.,respectively.
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てb> On Bn-, BI- and BIcd)-soil,the growth of both species corresponds to the physi- 
cal conditions or the depth of the soil. When these types of soil belong to the colluvial soil 
that are deep and are favorable in physical conditions, the growth is superior. But when the 
soil is shallow, or their B horizon is very compact, the growth is poor.

(c> On Bc-soil,the growth of L.. Kaempferiis relatively good but that of C. ob/usa 
is poor.

(d> On the other types of soil, the growth of both species is poor and they are 

oppressed by the invading deciduous trees or conifers.
Ce> The growth of C. jaPonica is superior on Bu-soil when the soil is thick and is 

favorable in physical conditions, and on BE-soil better.
The management plan based on the results of this survey is discussed in detail.
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